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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　祖そ父ふに付き従したがうセバスが羨うらやましかった。


「わたしの執しつ事じになって」


　だからこう言った。


　彼はそれに承しよう諾だくし、わたしに〝約束の徴しるし〟をくれた。





　それから十年……


「お嬢じよう様さま」


　彼はずっとわたしの執事をしている。


　ここはレンドラントの首都ウォレント。そこにあるニレダ記念女学院。


　レンドラント五代目大だい統とう領りよう、ニレダ・リーチェンが女じよ性せいにも高等教育をと主しゆ張ちようして設せつ立りつした初の女子校は、現げん在ざいでは上流階級の令嬢たちが集まる名門となっている。


　その校門前。


「お迎むかえに参りました」


　一台の黒くろ塗ぬりの符ふ動どう車しやが停とまっている。少し騒そう々ぞうしい符動機関の律りつ動どう。水の代わりに符水を用いる蒸じよう気き機関を載のせた符動車は排はい気き口から白く、そして少し甘あまったるい匂においをさせた蒸気を吐はき出していた。


　その他にも符動車や旧きゆう式しきの蒸気車、さらに馬車などが校門前の道路で列を作っている。


　それら全すべてが、通いの生徒たちの迎えにやってきているのだ。


　だけど、どれだけその数が多くても、わたしはわたしの迎えがどこにいるか見失ったりはしない。


　わたしの執事がそこにいるからだ。


「ご苦労様、イェン」


　ラウンジングジャケットを隙すきなく着こなした青年。太陽の光を神しん秘ぴ的に反はん射しやする青銀色の髪かみは長く、後ろで括くくられている。


　下校中の、他の女生徒たちの視し線せんがイェンに集まるのを背せ中なかでひしひしと感じる。


　悪くない容よう姿しだと、わたしも思っている。


　女の子の中では身長が低くないはずのわたしが見上げなければいけない長身。細身だけれど、なよっとした印象はまったくない。鋭するどい目元、薄うすい唇くちびる、整った鼻び梁りよう……女の子の注目を集めるには十分な顔立ちをしている。


　そして彼の放つ狼おおかみのような気配が一種近寄りがたい雰ふん囲い気きを醸かもし出して、ただの良い男ではないことを主張している。


「鞄かばんをお持ちします」


　差し出された手に鞄を渡わたす。背はい後ごで「ほう」と感かん嘆たんの息が幾いくつか漏もれるのが聞こえた。振ふり返ったりはしない。振り返れば、きっと無数の視線と目を合わせなくてはいけなくなる。


「は～あ……」


　機き嫌げんが悪いのをここぞとばかりに自じ己こ主張して、乱らん暴ぼうに後部座ざ席せきに腰こしを下ろす。


　窓まどの向こうで、イェンが落ち着いた様子で運転席に向かっている。ただ、眉まゆが少しだけ曲がっている。長年の付き合いだからわかる。あれは「困こまったものだ」と言いたいのだ。


　符動車がゆっくりと走り出す。


「この後のご予定ですが……」


「全部キャンセル」


「……お嬢様」


　運転席からの苦い声を無視する。どうせどうでも良いような習い事ばかり。


「それよりも、すぐに家に戻もどって。クォレル先生に届とどけて欲ほしい物があるの」


　クォレル先生は数多くいる個人教きよう師しの中でただ一人、わたしが習いたくて通ってる先生だ。


「お届けものですか？」


「そう」


「しかし今日はピアノの……」


「いいから！」


「……承しよう知ちしました」


　渋しぶ々しぶといった様子のイェンに、わたしは彼に見えない位置で拳こぶしを握にぎった。


（第一段だん階かい、成功）


　あくまで表ひよう情じようはむっつりとしたまま。ミラー越ごしのイェンはやれやれとため息を吐ついていた。


　符動車はウォレントの中心から外れて郊こう外がいへの道を走っていた。レンガ造づくりの高こう層そう建けん築ちく物ぶつの建ち並ならぶ中心部とは違ちがい、この辺りは広い敷しき地ちを持った屋敷がたくさんある。


　その中で一ひと際きわ広い敷地を持つのが、わたしの家だ。


「おかえりなさいませ」


　執しつ事じ長ちようのセバスをはじめとしたたくさんのメイドに出迎えられ、屋敷の中に入る。


　長い廊ろう下かを歩いて部屋に戻ると、あらかじめ用意しておいた分ぶ厚あつい紙かみ封ぶう筒とうをイェンに渡す。


「これですか？」


「そうよ」


「中身は？」


「先生に借りてた論ろん文ぶん」


　イェンはなにか納なつ得とくできないような顔をしている。


　気付いたかな？


「大事なものだから、ちゃんと届けて」


「かしこまりました」


　そんな弱気はひた隠かくしにして念を押おすと、イェンは定じよう規ぎで測はかったようなきっちりとした礼をして部屋を出て行った。


（よしっ！）


　ドアが閉しまると同時に、わたしはガッツポーズをしていた。


　これで、イェンは他人に任まかせず自分であの封筒を届けるに違いない。


　あのうるさい執事がいなくなれば、わたしの計画は成功したも同然だ。


　急いで服を脱ぬぐ。修しゆう道どう女じよのような黒い制せい服ふくをベッドに脱ぎ捨すてると、クローゼットの奥おくに隠していた簡かん素そな旅りよ装そうを引っ張ぱり出す。


　下着姿すがたの自分が鏡台に映うつっていた。


　鳩みぞ尾おちから下した腹ばらにかけて黒いあざがある。


　子こ供どもの頃ころにできた、約束の徴しるし。


　今出て行ったイェンの顔が浮うかんでくる。


　十年前の約束をひたすらに守り続ける頑がん固こな執事。


「鈍どん感かん……」


　あざを撫なでる手を止めると、服を摑つかむ。


　着き替がえを済すませると、今度はベッドの奥に隠していたものを引っ張り出す。旅行鞄かばんにロープにポーチ。ポーチをベルトに下げ、旅行鞄とロープを窓まどの側そばまで持っていく。


「と……」


　忘わすれているものに気付いて、机つくえに向かう。引き出しの奥に隠しておいた一枚まいの書類。


　祖そ父ふに送られてきたものだ。偶ぐう然ぜん見つけて、思わず書き写してしまった。


　そして今日のことを決めた。


「ん～」


　しばらく悩なやんで、わたしはそれを机の上に置く。置手紙代わりにはちょうど良いかもしれない。


　ロープを旅行鞄に結びつけ、窓から庭に下ろす。ベッドの脚あしにロープを結びつけると、庭に人がいないのを確かく認にんしてロープを伝って降おりた。


「よしっ」


　成功。


　後は長ちよう距きよ離り符ふ動どうバスに乗り込こむだけ。


　体がすごく軽くなった気がした。


　わたしの名前はレアナ・バーミリオン。


　今日、わたしは旅に出る。






　第一章　巨きよ人じん石の少女







　ホォォォォ……


「ん……」


　切なげな吠ほえ声にまぶたを開けると、胸むねに少し苦しさを感じた。


　それはさっきまで見ていた夢ゆめのためだ。


　悲しい夢というわけではない。


　ただ、それはきっかけとなる夢ではあった。


　揺ゆれに押おされて少し現げん実じつに返る。レアナはぼんやりと窓に目を向けた。


　荒こう野やの向こうに巨人石が一つ、天を仰あおぐようにしてそびえていた。


　木き枠わくに区切られた視し界かいの中で、それはゆっくりと中央に近づいてくる。


　二百年以上前、レスフォール時代に建けん造ぞうされたというこの巨大な石せき像ぞうは、世界中で無数に見られる。


　ホォォォォ……


　また吠え声。ただしこれは獣けもののものではない。バスが蒸じよう気きを噴ふき出す音だ。


　吹ふき抜ぬけていく強い風が、黄こう塵じんを巻まき上げてレアナと巨人石の間に膜まくを張った。バスの先頭にある機関部からの蒸気が拍はく車しやをかけて、窓ガラスを淡あわい黄色で塗ぬり潰つぶしていく。


　レアナは顔をしかめた。窓が鏡のようになって、そんなレアナの表ひよう情じようを映す。


　後ろでひっつめた、混まじりっけのない金きん髪ぱつ。整った眉まゆは片かた方ほうだけが跳はね上がり、歪ゆがんだ形を作っている。柔にゆう和わさが欠けていると自分でも思う鋭するどい瞳ひとみ。唇くちびるは強く閉とじられている。


　前方の座ざ席せきの窓、どれかがわずかに開いているのだろう。符動機関の吐はき出す蒸気の、かすかに甘あまい匂においが車内に漂ただよっている。


　汽き笛てきの鳴る音が去り、その後に蒸気の膜が切れた。


　巨人石が再ふたたび姿を現あらわす。


　巨人石は鈍どん重じゆうな丸みを帯びていた。子供が作った泥どろ人にん形ぎようのようで、可愛かわいげさえある。


　博物館で見た写真の中の巨人石は、鋭えい角かく的で、そして威い風ふうを備そなえていた。


　人ひと形がたをした、しかし人間ではない、巨大な何か。古い時代の、重じゆう鎧よろいを纏まとった騎き士しのようにも見える。


　戦いの神。


　そう感じさせるほどに、写真の中の巨人石は美しかった。


　だが、そんな美しさも大自然の流れの中では一いつ瞬しゆんの瞬またたきでしかないのかもしれない。遠距離バスに乗ってすでに半日、幾いくつかの巨人石が窓枠の外を流れていったが、どれもこれもが鈍重な形に成り果てていた。


「ん～」


　肩かたに重いものが乗った。見ると隣となりの席の客が頭を乗せている。安らかな寝ね息いきが鼻から零こぼれていた。


　朱しゆ色いろの髪かみを少年のように短くした幼おさない顔立ちの女の子だ。都会から来ているのだろう。服ふく装そうはジャケットにズボン……大人ぶった少年というイメージがある。ジャケットをかすかに膨ふくらませる双そう丘きゆうがなくては女じよ性せいと思われないかもしれない。


　ふと漏もれた笑えみで女性の寝顔を見る。ミランという名前で、たしか年上だったはずなのだが、どうしてもそうは見えない。


　となりの席に座すわった老ろう夫ふう婦ふも肩を寄よせ合って眠ねむっている。他の座席にしてもほとんどがそうだ。


　符動機関の律りつ動どうと、車輪が地面を嚙かむ音以外は静かなものだった。


　硬い背せもたれに頭を預あずける。目を閉じ、あの光景を思い出す。


　子こ供どもの頃ころの夢だ。
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　両親と郊こう外がいの草原にピクニックに出かけた。家が経けい営えいしている牧場の側そばで、敷しき物ものを広げバスケットを開ける。幼いレアナは雇やとい人の子供と近くの林まで駆かけっこをした。


　林の中に入り、女の子と一いつ緒しよに狐きつねの穴あなを見つけて騒さわいでいた。その時だ。


　唐とう突とつに視界が上に流れていく。柔らかい土の上を体が滑すべった。上で女の子の悲鳴が響ひびき、尻しり餅もちをつく。硬く冷たい感かん触しよくがゆっくりと痛いたみを麻ま痺ひさせていく中、少女のレアナが見たのは上から射さしこむ陽光に照らされた、苔こけむした暗い石いし室むろだった。


　石室の中で、少女のレアナはそれを見上げていた。辺りの空気は驚おどろくほど冷たくて、肌はだにしみこみ、骨ほねを痛くさせる。


　それはとても強くて、大きくて……


　そして太い、何本もの鎖くさりで繫つながれていた。鎖には苔が生え、崩くずれかけの天てん井じようからも、剝はがれかけた苔が垂たれ下がっている。


　それは苔の作り出したカーテンの向こうにいた。


　その日、レアナは〈永遠の執しつ事じ〉と出会った。





　目を開けたレアナはそっと胸むねに手をやる。指の先にある一点に熱いものを感じたのだ。


　と、


　符ふ動どう機関の律動が突とつ然ぜん止まり、代わりに甲かん高だかいブレーキの音がバスの車体を叩たたいた。


「きゃっ」


　体が前のめる。その時に、肩に乗っていたミランの頭が落ちた。


　後ろに。


「は、わわわわわっ」


　バスが完全に止まると、反動をこらえていた体が自然、元に戻もどる。


「はぶっ！」


　背中と背もたれの間で、ミランのくぐもった声が響いた。


「ご、ごめんなさい」


「一いつ旦たん休きゆう憩けいしますんで！」


　機関部に通じる扉とびらが開いて車しや掌しようが喚わめくのと、レアナが謝あやまるのと、それはほぼ同時だった。


「あ、あう～、いえ、お気になさらず」


　赤くなった鼻を押さえながら、ミランが身を起こす。バスの乗じよう降こう口ぐちが開いて乗客たちが硬くなった体を伸のばしながら、外へと出て行った。


「あ～、ご飯の時間ですね。外に出ましょうレアナさん」


「ええ、そうですね」


　頷うなずいて立ち上がり、ふと、疑ぎ問もんが浮うかんでくる。


「そういえば、食事はどうするんです？」


　夕方にバスに乗って早朝の今まで、小休止以外では止まらなかった。


「レアナさんて、こういう遠えん距きよ離りバスは初めてですか？」


「ええ」


　遠距離バスどころか、一人で生まれた街を出るのすら初めてだ。


「じゃっ、お楽しみですね」


　答えはすぐに出た。車掌が大きなコンロに炭をいれ、ウィンナーを焼きだしたのだ。焼けた物は古新聞に包まれて、客に渡わたされていく。後は保ほ存ぞん用の硬いパンと水だけだった。


「う……」


　古新聞というのがなんとなくいただけない。インクがウィンナーに付かないだろうか？　いや、そもそもどこに置かれていたのだろうか？


　だが、隣となりのミランは美味おいしそうに頰ほお張ばっている。他の客たちにしてもそうだ。それを見て、レアナは覚かく悟ごを決めた。


「あっ、美味しい」


　口の中に溶けた脂あぶら身みが広がる。きつい塩味も今はちょうどいい。


　さっきまでの嫌けん悪お感も忘わすれ、頰張っていると、内側に隠かくされていた記事が目に入った。





『兵器実験か？　夜を染そめる謎なぞの閃せん光こう』


　昨夜半、ウィーダン州北部国こつ境きよう沿ぞいローアー村で爆ばく発はつ音おんが確かく認にんされた。


　村人たちの証しよう言げんによると、北の空が赤く光る異常な現象が数多く目もく撃げきされた。さらに近きん隣りんの住民からの証言を総そう合ごうした結果、現げん象しようは隣国リィエンシーで起こった模も様ようである。


　リィエンシー王国はエルブリア帝てい国こくとの関係が強く、レンドラントとの関係は決して良好ではない。この事により、国境周辺の緊きん張ちようが高まっている。





「でしょう？　普ふ通つうのウィンナーのはずなんですけど、旅先で食べるのは格かく段だんに違ちがいますよね」


「ええ、そうね」


　ミランの明るい声で我われに返る。レアナは食事に意い識しきを戻した。


　次なる難なん関かんは硬かたいパン。千切るのも一苦労だし、顎あごも疲つかれてくる。そう思っていると、他の客たちはパンを水に浸ひたして柔やわらかくしていた。ミランがそのまま食べていたので気付かなかったのだ。


　他の客に倣ならってパンを水に浸す。食べやすくはなったが水気が混まじるとあまり美味しくはない。コーヒーだったら良かったのにと思う。


　早々に食事を終えた機関士が工具片かた手てに符動機関の整せい備びをしていた。車掌もコンロを片付けている。狭せまい場所から解かい放ほうされた子こ供どもたちがはしゃぎ回っていた。


　そんな彼らの背はい景けいには、岩いわ肌はだをさらけ出した山脈がある。


　そしてまた、巨きよ人じん石が一つあった。


「巨人石に興きよう味みがあるんですか？」


　ミランが隣に立ち、額ひたいに手を当ててレアナの視し線せんを追いかける。


「ええ。あれも、レスフォールの生み出したものなのでしょう？」


「はい。およそ二百年前の空白の時代に生み出されたものです。その前後にはああいう巨大な彫ちよう像ぞうが存そん在ざいしたという記き述じゆつはありませんから、そう予よ測そくされていますよね」


　すらすらと答えるミランにレアナは目を丸くした。


　レスフォールとは、人の名前だ。三百～二百年前の一世紀間、この時代は現代に記録が残っていない空白の時代とされている。その中でただ一人、名を残している人間がレスフォールだ。


　そして謎に包まれた空白の時代の中心人物とも言われている。


「で、巨人石といえばやっぱりロードブラウッド博物館です。あそこには保存状じよう態たいの良い巨人石がなんと三体もありますからね。あれだけのものがある国はレンドラントの他ほかにはありませんよ」


「詳くわしいんですね」


　どこか誇ほこらしげなミランに感心すると、彼女は照れ笑いを浮かべた。


「へへへ、ちょっと。……でも、レアナさんも珍めずらしいですね。ドラグ・ヘッドは有名ですけど、巨人石もレスフォールの遺い産さんだって知ってる人は意外に少ないんですよ」


　レスフォール時代を語る時に絶ぜつ対たいに外せないもの……それがドラグ・ヘッドだ。最強の兵器として人々は、ドラグ・ヘッドを恐おそれている。この恐れがまた、レスフォールを特別な者として人々に認識させていた。


　レアナは、ミランの好こう奇き心しんの強い目に微び笑しようを返す。


「わたしも、興味がありますから」


　そう答えた時……


「あっ」


　駆かけ回っていた子供の一人が声を上げた。視線を向けるよりも早く、光が飛び込んできた。


「巨人石が……」


　輝かがやいている。


　岩山の側そばに鎮ちん座ざしていた巨人石が白く輝いているのだ。レアナの周囲が騒そう然ぜんとした空気に包まれた。


「なにが……」


　起こっているというのだろう？


　レアナの背せ筋すじに痺しびれるものが走った。


「レアナさん？」


　ミランの訝いぶかしげな声もレアナは気にならなかった。目は輝く巨人石に吸すいつけられている。


　手にした、まだ水が残っているカップを無む造ぞう作さに放ほうると、レアナは腰こしに下げたポーチを開いて指を入れる。


　取り出したそれは、長方形のカードの束。


「我われ、四十八の咒しゆより汝なんじを生み出す」


　咒文字と呼ばれる言語が描かかれたそのカードを数すう枚まい、束から抜ぬき出し地面に放ると、変化が起きた。


　ばら撒まかれたカードは地面の上で重なりあうと質しつ量りようを無視して膨ふくれ上がり、一つの形を作り上げていく。


「符カード・道タオだ！」


　子供たちが数枚のカードが生み出す奇き跡せきに歓かん声せいを上げる。普ふ通つうのカードにこの世の自然・超ちよう自然現げん象しようを四十八に分ぶん割かつしたと言われる咒文字を書き込む事によって起こす、最近では最もポピュラーな術じゆつ理りだ。


「符ふ道どう士しだったんですか」


　ミランの言葉にも驚おどろきが含ふくまれていた。レアナはそれに答えず、カード――符――が生み出した馬に飛び乗る。


「様子を見てきます。できれば、しばらく待っていてください」


「あっ、あたしも！」


　ミランの言葉を最後まで聞く事なく、レアナを乗せた馬は駆け出した。







　　　　†




　興きよう味みなんて軽い言葉では済すまされない。


　因いん縁ねんと言ってもいい。


　なにしろ、レアナがいまこうして旅をしているのもそのためだ。


　祖そ父ふ宛あての報ほう告こく書しよに魔ま術じゆつで封ふう入にゆうされていた映えい像ぞう。そしてさっきの新聞の記事も関係がある。


　どこかの山深い土地。空を走る巨きよ大だいな光の矢が大地に突つき刺ささる。


　爆ばく発はつ、赤く溶とけていく大地。そこにあった山々はまるで熱に当てられたバターのように溶けていった。


　想像することすらできないような破は壊かいを撒き散らす。


　それがレスフォールの遺産だ。


　確実に何かが動きはじめている。


　そして、レアナはどうしてもそれを無視できなかった。





　その場所に辿たどり着いた時には、すでに輝きは失うせていた。


　泥どろ人にん形ぎようのような、丸っこい人ひと形がたが直立している。


　巨人石は巨人石のまま、人の十数倍の巨体を一つの姿し勢せいに止とどめている。風化した表面には無数の亀き裂れつが生まれていた。その亀裂に砂すながつまり、風に吹ふかれて飛んでいく。


「なにがあったの？」


　レアナは辺りを見回した。水みず捌はけの良すぎる大地は乾かん燥そうして、雑ざつ草そうが所々、申し訳わけ程てい度どに生えている。


　その地面の何箇か所しよかがめくれていた。なにか、巨大なものが衝しよう突とつしたような、地面が爆発したかのような……大きな土の塊かたまりが辺りに転がっている。


　転がっている物は、土の塊だけではない。


「…………！」


　レアナは思わず口元を押おさえた。


　むっとした臭しゆう気きが乾燥した風に乗って宙ちゆうを漂ただよっている。


　赤い塊。そう表現するしかない。ベージュ色いろや、ピンク色した物もある。巨人石の足あし下もとにあったベージュ色のものが、風に押されて転がった。


　死体だ。それもバラバラの……


　顔をしかめ、臭気に気を使いながら慎しん重ちように呼こ吸きゆうを整えると、レアナは髪かみ留どめを外した。ひっつめられた感覚がレアナの心まで締しめ上げているようでたまらなくなったのだ。


「ふう」


　目を閉とじ、一つ長く息を吐はく。頭の中で壊こわれた車輪のように回ろうとする混こん乱らんを必死に制せい御ぎよする。馬から降おり、冷静に辺りを見回す。


　一、二、三……十人はいただろう。死体の部品を視し線せんで選より分けながら、数を数える。


　どれもこれも人にできる技わざではない。少なくとも銃じゆうではない。では、爆ばく弾だんだろうか？


符カード・道タオならば不ふ可か能のうではないが、並なみ々なみならぬ達人にしかできないだろう。レアナには不可能だ。しかし常じよう人じんの仕し業わざならば、巨きよ人じん石が輝かがやくなどという現象は起きないはずだ。


　とすると、人でなきものの仕業という事になる。


「ドラグ・ヘッド……」


　その言葉が頭に浮うかんでくる。


　レスフォールが生み出した最強の存そん在ざい。亜あ種しゆ人類と呼よぶべきなのか。


　その能力は人類を遥はるかに凌りよう駕がしている。


（いいえ）


　最強の存在の事を考えて、レアナは頭を振ふった。たとえドラグ・ヘッドの仕業だとしても、巨人石が輝く理由にはならない。


　では、なにが？


　かすかな金音が耳に届とどいた。


「！」


　はっとなって振り返る。


　巨人石の足下から、一人の男が姿すがたを現あらわした。


　咄とつ嗟さにポーチに手を伸のばす。


「あなたは……」


「動かないでくれよ。お嬢じようちゃん」


　男は拳けん銃じゆうをレアナに向けている。


　くたびれたコートを着た男だった。つば広の帽ぼう子しの奥おくから鋭するどい光がレアナを突き刺している。少し垂たれ下がった目め尻じり。黄こう砂さで汚よごれた、疲つかれた顔だ。


「追っ手……てわけではなさそうだが」


「追っ手？」


　それは背はい後ごにある死体の事を指しているのだろうか。


「あなたが、これをやったの？」


「まぁ、近い……かな」


　男の視線がレアナから外れた。その視線の先に別の人ひと影かげがある。


　男の出てきた巨人石の足下に誰だれかが座すわり込んでいた。


「女の子……」


　少女だ。黄砂に汚れた、粗そ末まつな貫かん頭とう衣いを着ている。ぐったりと頭を巨人石に預あずけている様子は重病人のように見えた。


「妹だ」


「似にてないわ」


　少女の黒髪や肌はだは東方系けい人種の特とく徴ちようだ。対して男は、レアナと同じ西方系人種。


　男は苦く笑しようした。


「まぁ、そんな関係なんだよ」


　投げやりにも聞こえる声に敵てき意いはない。レアナはポーチから手を離はなした。


「その子、大だい丈じよう夫ぶなの？」


「お嬢ちゃんは医者かい？」


「病払ばらいぐらい、できるわ」


　揶や揄ゆするような声に、レアナは男を睨にらみつける。


「符ふ道どう士しか」


　ヒューと口笛を吹ふく。


「だがな……そんな長ったらしい儀ぎ式しきに付き合う余よ裕ゆうは、ないみたいだ！」


　男の手がレアナの肩かたを摑つかむ。いきなり横に押された。


「なにを！」


　銃声がレアナの声をかき消す。さらにその銃声を、轟ごう音おんがかき消した。


「本命の登場か！」


　男が忌いま々いましげに怒ど鳴なる。


　振り返ると、そこには新たな人物がいた。


　牧童の格かつ好こうをしている。だが、牧童にしては目つきが鋭するどすぎる。発する気配が剣けん呑のんすぎる。


　なにより……


「……ドラグ・ヘッド」


　顔、そして袖そでから覗のぞく腕うでで蠢うごめく黒の魔ま術じゆつ紋もん様ようが常人ではないことを示しめしている。


　レスフォールがこの時代に残した、恐おそるべき遺い産さん。


　人の形をした――しかし人ではない――兵器。


「ちぃっ！」


　銃声が連続で吠ほえる。


　しかしその銃じゆう弾だんも意味をなさない。


　レアナには分かっている。ドラグ・ヘッドに銃弾は当たらない。


　轟音がドラグ・ヘッドの足あし下もとでする。爆ばく発はつ。表面の黄砂とその下の赤土が視し界かい一いつ杯ぱいに広がった。


「シィナ！」


　男の叫さけびが新たな轟音を生んだように見えた。


「なにっ？」


　目を焼く白い輝かがやきがすぐ側そばでした。


「巨人石！　また？」


　視界を失い、体をよろつかせながら耳を凝こらす。


　轟音、轟音轟音轟音……ハンマーで地面を叩たたく音、それを十数倍にしたような重い音が辺り一面で広がっている。


「なにが……」


　痛いたみで涙なみだが溢あふれて何も見えない。轟音が鼓こ膜まくを圧あつ迫ぱくしている。素す肌はだに、服に、強風と飛び散る黄砂がぶつかってきて尻しり餅もちをつく。


　なにも分からない。


「やめて……」


　ドラグ・ヘッドは恐ろしい。銃弾を簡かん単たんに避よけてしまう反はん射しや神しん経けいと運動能のう力りよくを持ち、さらに人間が集しゆう団だんでかからなければいけない大だい規き模ぼ魔術をたった一人で完成させてしまう。


　戦いの中でドラグ・ヘッドの前に立てば、人間など虫ほどの価か値ちしかない。


「…………！」


　口走ってしまいそうになる言葉を堪こらえる。


　言ってしまえば、その瞬しゆん間かんにあの時の後こう悔かいを繰くり返す事になる。


（だめっ！）


　涙を振ふり払はらい、目を凝らす。ぼんやりとだが辺りの風景が見えた。符を取り出す。


　巨人石はいまだに強い光を放っている。辺りには正体の分からない強力な力の気配が満ち、そして無数の爆発が宙ちゆうに土ど砂しやを巻まき上げていた。


　その狭はざ間まを、黒い影かげが飛び交かっている。


（なにが起こってるの？）


　レアナが見たことのない現象が目の前で繰くり広げられている。符カード・道タオではない。他の魔術でも……いや、人間がこんなに強力な術を連発できるはずがない。ではドラグ・ヘッドか？


　しかし、これはレアナの見た事のあるドラグ・ヘッドの戦い方ではない。


「ふう……ふう……」


　背はい後ごで荒あらい息が聞こえる。


　あのシィナという少女が獣けもののようなうなり声を上げていた。目を血走らせ、血の気のない顔に鬼き気き迫せまる表ひよう情じようを浮うかべて飛び交う影を睨にらみつけている。


「この子が？」


　迫はく力りよくに押されて、レアナはたじろぐ。


「あの男……」


　コートの男はシィナの背後にいた。油ゆ断だんなく辺りに目をやり、ドラグ・ヘッドの動きを追っているようだ。


　轟音はいつまでも続くかのように思えた。


「くぅ……」


　不意にシィナが苦しげな息を吐はく。額ひたいにはびっしりと脂あぶら汗あせが浮かび、青白かった肌は蠟ろうのように白くなった。


　そして……


「はうっ！」


「シィナ！」


　唐とう突とつに息を吐き、シィナが倒たおれる。気を失ったのか、抱だき止めた男の腕うでの中でグッタリとして動かない。


　辺りに満ちていた気配が消えた。


　巨人石の輝きも失うせる。


　ドラグ・ヘッドの、強きよう烈れつな緊きん張ちよう感がレアナの背せ中なかに突つき刺ささった。


「汝なんじ……ぐ、紅ぐ蓮れんの柵さく！」


　背後に向かって符を投じる。炎ほのおの壁かべを生む符ふ術じゆつは、背後に凄すさまじい熱量を生んだ。


　その結果を確かく認にんしないまま、レアナは男に駆け寄よる。


「逃にげるわよ」


　その言葉がなんとも儚はかないものだという事は自覚している。ドラグ・ヘッドから人間がどうやって逃げ切るというのだろう。絶ぜつ望ぼう的な気分だが、レアナは諦あきらめるつもりもない。


　シィナを抱きしめた男は、緊張した顔を頷うなずかせ……


　背後で爆発が起こった。


「きゃぁぁぁ！」


　背中を圧あつ力りよくで押おされ、体が浮く。地面を転がったレアナは、全身に走る鈍どん痛つうに低くうめいた。


（足止めにすら……ならない）


　生み出した符術の炎は爆ばく発はつによってあっさりと四散してしまっている。辺りには炎の欠片かけらが地面を舐なめていた。


　その中に一つ、人影がある。


　爆発で上がった気温が空気を歪ゆがませ、人影の姿すがたがはっきり見えない。


（死ぬ……）


　簡かん単たんに諦めたくはないが、抗あらがいようもない絶対的な事実としてドラグ・ヘッドはそこにいる。こちらに近づこうとしている。すぐ側そばに男もいて、シィナをしっかりと抱きしめて近づいてくる人影を見つめていた。


（なんとか……）


　手をポーチに伸のばす。諦めるには早すぎる。まだ旅をはじめたばかりで、旅の目的に近づいてすらいない。


　そんな状じよう況きようで……そうでなくても、簡単に諦められるはずがない。


（なんとかしないと）


　と、レアナはそこである事に気付いた。


　近づいてくる人影の服ふく装そうが先ほどまでとは違ちがう。確たしか、牧童の格かつ好こうだったはずだ。


「お嬢じよう様さま」


　さらに、聞こえるはずのない声まで聞こえてくる。


「え？」


　気温は風が吹ふくごとに低くなり、ようやく人影がはっきりと見えた。


　ラウンジングジャケットを着た青年がそこに立っている。長い銀ぎん髪ぱつを後ろで撫なでつけ、紐ひもでまとめているその姿は、見み慣なれたものだった。


　整った目鼻立ち。冷静さを宿した瞳ひとみがレアナを見下ろし、眉み間けんに皺しわを寄せている。


「ようやく見つけましたよ。お嬢様」


　レアナは、逆ぎやつ光こうの中に立つ青年を啞あ然ぜんと見上げ、ゆっくりと事態を飲み込こむと呟つぶやいた。


「イェン」


「はい」


　青年……イェンは名を呼よばれ返事をする。


　素す早ばやく、レアナの手が閃ひらめいた。


　パァン！


「ぐおっ！」


　イェンの額ひたいが小気味の良い音を鳴らした。イェンが額を押さえてのけぞる。振ふりぬかれたレアナの手にはどこから現あらわれたのか、乗馬鞭むちが握にぎられていた。


「出番が来るのを待っていたのですか？」


「そんな……お嬢様！」


「お黙だまり！」


　慌あわてて釈しやく明めいしようとするイェンの額に、再ふたたび乗馬鞭が見み舞まわれた。


「ではどうしてこんなにタイミングが良いのですか？」


「それは……」


　戸と惑まどっていた表ひよう情じようが一転して引き締しまる。レアナの前で膝ひざを付き、胸むねに手をやる。


「真なる忠ちゆう誠せい心しんは、いかなる限げん界かいの壁をも突き破やぶります」


　真しん摯しな瞳を向けられ、レアナは頰ほおが熱くなるのを感じた。


　無言でイェンの頭を乗馬鞭で叩たたく。


「……この方たちを保ほ護ごしますよ」


「はっ、よろしいのですか？」


「見み捨すてろと？」


　睨にらみ返すと、イェンはそそくさと男と少女に向かっていった。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「なんなんだ、お前ら？」


　男は呆あきれた視し線せんをこちらに向けている。


「さる御ご令れい嬢じようとその執しつ事じです」


「見えねぇなぁ」


　それにイェンは苦く笑しようし、一礼する。


「イェン・シェンカーと申します」


「ああ、おれはテリード、こいつはシィナだ。まぁ……たすかった」


　妹をしっかりと抱だいたまま、テリードは自力で立ち上がる。


「とりあえず、お嬢様の乗られていたバスまで引き返しましょう」


「そうさせてもらえるか？　乗ってた馬も逃にげちまったしな」


「お待ちなさい」


　歩き出そうとするイェンたちをレアナは呼び止めた。


「……このままウォレントまで戻もどられるのですか？」


「まさか」


　けげんそうな顔で振ふり返り訊たずねるイェンに、レアナは吐はき捨てる。


「では？」


　察しの悪い執事にレアナは苛いら立だつ。


「いい加か減げん気付きなさい！」


　たまらず、レアナは叫さけんだ。


「立てないのです。手を貸して」


　レアナは腰こしをぬかしていたのだ。


　テリードが思いっきり噴ふきだして、笑った。





　　　　†




　バスの人々はいきなり四人に増ふえた事に啞あ然ぜんとした顔をして、レアナを出で迎むかえた。


「お待たせしました」


　出迎えてくれた車しや掌しように三人増えた事を告げ、追加の乗車賃ちんを支し払はらう。辿たどり着くまでに自分で歩けるようになったので、なんとか体面を保たもつ事ができた。


　戸と惑まどい、胡う散さん臭くさい顔をしながらも車掌は特に事情を聞くような事はしなかった。


「あの、レアナさん。この方たちは？」


　だが、ミランは好こう奇き心しんの強い目を遠えん慮りよなく三人に向ける。


「あ～これはイェン。わたしの……」


「レアナ様の執事を務つとめております」


　軽く礼をするイェンに、ミランはあたふたと礼を返す。


「あっ、はいどうも。ミラン・ソートです。で……」


「テリードだ、姉ちゃん」


「馬をなくして困こまっておられたの。まさかそのままにしておくわけにもいかないでしょう？」


「え、はい。そりゃそうですね」


　とにかくバスは出発した。


　巨きよ人じん石のことをミランにあれこれ聞かれたが、レアナは首を傾かしげるしかなかった。もしかしたらこの二人が何か関係しているのかもしれない。


「おれにもわかんねぇよ」


　テリードはあくまで知らぬ存ぞんぜぬを通す。あの時のことを考えれば知らないはずはないのだが……


「困ったわね」


　外の光景を見ながら、レアナは嘆たん息そくした。荒こう野やの風景は徐じよ々じよに変わろうとしていた。長い柵さくが大地を仕切り、その中に牛が放たれている。牧場だ。


　焦こげ付くような焦あせりがレアナの胸むねにはある。頭の中には祖そ父ふの報ほう告こく書しよの事がある。だが、飛び出して来たは良いものの、レアナには明めい確かくな目的地はない。リィエンシー方面に向かっていれば、いずれ何かわかるかもしれない。その程てい度どのものだった。


　自分の無計画さ加減に呆れ、レアナは再ふたたびため息をこぼした。


「ん……」


　と、隣となりの少女から声が零こぼれた。唇くちびると、まぶたが震ふるえている。寝ねかせてやりたいが、残念ながら場所が取れなかった。席はもう満まん杯ぱいなのだ。仕方なく座すわらせる格かつ好こうになっていたのだが、寝苦しいのだろうか？


　まぶたが震えを止め、そして開かれた。


「気が付いた？」


　開かれた瞳ひとみはぼんやりと正面のレアナを、そして隣にいるテリードを見た。


　ぼんやりとしていた表ひよう情じようがいきなり強こわ張ばった。


「はぁ！」


　少女はいきなり叫ぶと、立ち上がり、強張った顔で辺りを見回した。乗客たちが驚おどろいた顔を少女に向ける。符ふ道どうバスの律りつ動どうが、虚きよを衝つかれた静せい寂じやくの上を滑すべっていた。


「はっ！　へ？　なななななんです？」


　ミランが飛び起き、同じように立ち上がってグルグルと頭を回す。


「こ、ここは……？」


「バスの中。もう大だい丈じよう夫ぶよ」


　戸惑う少女を座らせると、肩かたを撫なでてやる。少女は眠ねむっている時とは全く違ちがった。険けんが強くなった。猜さい疑ぎ心しんに満ちた目がレアナを見ている。


「レアナよ。これがイェン、それから彼女がミラン」


「命の恩おん人じんって奴やつだ。礼をしときな」


　テリードに言われてシィナは納なつ得とくしたらしく、頷うなずいた。


　それでも落ち着かないらしい。その目はイェンとミランに何度も向けられていた。


「どうかしましたか？」


「あんた達……」


「もうすぐオージンの停てい留りゆう所じよです。お客様方、お忘わすれ物のないようお降おりの準じゆん備びをしてください」


　車しや掌しようが声を上げ、シィナの言葉は途と切ぎれた。窓まどの外から、いつのまにか牧場の風景が消えている。レンガ造づくりの建物に左右を挟はさまれ、バスは硬かたく舗ほ装そうされた地面を揺ゆれもなく走っていた。


「話は降りてからにしましょうか」


　レアナが手を叩たたく。シィナがなんともいえない顔をした。やがて、バスは速度を緩ゆるめ、止まる。


　オージンの街に着いた。


「さて、とりあえずは宿ね」


　イェンに旅行鞄かばんを預あずけバスから降りたレアナは、ざっと街まち並なみを見み渡わたした。


　レンガ造りの高こう層そう建けん造ぞう物ぶつが並ならんでいる。道路は石いし畳だたみとはいかないが、それでもしっかりと固められていて、風に流れてきた砂すなが表面に散っていた。あちこちに巡じゆん回かいバスの吐はき出す符水蒸じよう気きの甘あまい匂においが染しみ付いているようだ。給符水所が近くにあるのも原げん因いんだろう。バスや個こ人じん所有の符動車がそこに集まり、符水を給水している。符道士によって高純じゆん度どのエネルギーを持った符水は、現げん在ざいではなくてはならないエネルギーだ。だが、まだまだ符動車は個人で所有するには贅ぜい沢たく品ひんでもある。馬車や馬で移い動どうする人々の方が多い。


　初めての知らぬ街にレアナの心は躍おどる。ウォレントの方がはるかに賑にぎやかで美しいのは確たしかだ。だが、見知らぬ光景が、レアナの好こう奇き心しんを嫌いやでも刺し激げきする。


「それじゃぁ、レアナさん。ここでお別れですね」


「ええ、お元気で」


「はい」


　レアナに、それからイェンに頭を下げる。


　何度も振ふり返っては力一いつ杯ぱいに手を振るミランに、レアナは苦く笑しようするしかない。しばらくして、ミランの姿すがたが乗客たちとともに雑ざつ踏とうの中に紛まぎれてしまった。


「んじゃ、おれたちも……」


「お待ちなさい」


　そのまま離はなれていこうとするテリードの襟えり首くびを摑つかむ。


「なんだい、お嬢じようちゃん」


「……そのお嬢ちゃんというの、やめていただけない？」


　睨にらみつけると、テリードは肩をすくめる。


「では、レアナお嬢ちゃん。おれたちにまだ何か用があるのかい？」


　嫌みったらしい訂てい正せいに、レアナはこめかみをひくつかせながらも堪たえた。


「……あなたたち、どこに行く気？」


　その問いに、テリードは唇くちびるの端はしを吊つり上げる。


「お嬢さん」


　急に口調を変える。テリードはレアナの顎あご先さきに指を当て、ぐっと顔を近づけた。


「多少は腕うでに自信がおありのようだが、これ以上おれたちの事に首を突つっ込こむと火遊びじゃすまなくなるぜ、ベイベー？」


「…………」


「ふごっ！」


　無言で乗馬鞭むちを振るうと、テリードの鼻はな面づらに当たった。


「バカなことを言ってないで、少しは真ま面じ目めに話しなさい」


　鼻を押おさえて悶もん絶ぜつするテリードを冷たい目で見下ろす。そんな兄の様子をシィナは目を丸くして見つめている。


「つぅ……だけどな、危あぶないってぇのは本当だぜ、レアナさんよ」


「どう危ないのかしら？」


「そいつは……秘ひ密みつだ」


「……まだ足りないようね」


「たぁ！　待った待った待った！　たくっ、あぶなっかしい。おれにそういう趣しゆ味みはないっつうの」


　座すわり込んだまま逃にげていくテリードに、レアナは振り上げた乗馬鞭を下ろし、冷たい言葉を浴びせた。


「あなたの事なんてどうでもいいのよ」


「はぁ？」
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「わたしが気にしてるのはシィナよ。この子、顔色が悪いわ。休ませてあげるのが当然でしょう？」


　言うと、レアナはシィナの手を摑む。シィナは一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたが、抗あらがう様子は見せなかった。微ほほ笑えみかけると、少女はテリードの顔色を窺うかがう。


　テリードは諦あきらめたのか、頭をがりがりと搔かく。


「……仕方ねぇ。金もねぇしな」


　その答えにレアナは満足の笑みを浮うかべる。


「さあ、行きましょうか」


「お嬢様、どちらに？」


　歩き出したレアナに、イェンは訝いぶかしげに訊たずねた。


「宿はあちらですが」


　イェンの指し示しめす先には白はく亜あのきれいなホテルがある。


「まさか、あんな所に泊とまるような旅費は持ち合わせていませんわ」


「はっ？　まさか……」


　イェンの顔が青ざめていく。それが可お笑かしくて、レアナは頰ほおを緩ゆるめた。


「安宿を探さがしましょう」


「お、お待ちください」


　慌あわてて追いかけるイェンを置いて、レアナは初めて目にする街まち並なみの中を飛ぶように歩いた。





　　　　†




　大通りを外れた場所に、少し古びた木もく造ぞうの宿があった。


　そこに荷物を預あずけると、食事をするべく近所の食堂に入る。


「あ～、こんな事があっていいものでしょうか」


　カウンターでは仏ぶつ頂ちよう面づらの店主が黙もく々もくと煙草たばこをくゆらせている。レアナたちの他ほかにも何人かの客がいたが、あまり上品とはいえない彼らは昼間からテーブルに酒の瓶びんを置き、また賭かけ事に興きようじている。


「バーミリオン家のご令れい嬢じようであるお嬢様が、このような宿を選ばれるなどと」


　湯気を立てるステーキを前に、イェンがフォークを握にぎり締しめ、苦悶の表ひよう情じようを浮かべていた。


　シィナはどこか居い心ごこ地ち悪そうにレアナとイェンを見ている。テリードはイェンの言葉で口まで運んだ肉を落としそうになった。


「あんた、バーミリオン家の人間なのか？」


「うるさい」


　黙だまって肉を切り分けていたレアナは、イェンとテリードに冷たい目を向けた。執しつ事じのお嬢様という形式に対するこだわりも、テリードの見せる当たり前の驚きも、いい加か減げんうんざりだ。


「いいですか、イェン。たとえわたしの家がどんなだろうと、そこから離はなれてしまえば、わたしは単なるレアナでしかないのですよ。ご覧らんなさい」


　そう言って、レアナは食堂を見み渡わたす。


　食堂にいる他の客たちは、最初は場の雰ふん囲い気きにそぐわない三人に訝しげな視し線せんを向けていたが、すでに興味を失っているようだ。誰だれ一人こちらを見ていない。


「ここにいる誰がわたしを知っているというのです？……あそこにずっといれば、わたしは単なる付録でしかありません」


「しかしお嬢様、いきなりこのような……大おお旦だん那な様は心配しておられます」


「言えば反対したでしょう？」


「それは、まぁ……」


　言い淀よどむイェンを置いて、レアナは再ふたたび食事に戻もどる。渋しぶ々しぶと、イェンもナイフとフォークを操あやつった。


「しかしこちらに来てしまえばあなたも反対はしないでしょうし。……しばらくは戻るつもりはありませんから」


　言い切ると、イェンははっきりと疲つかれた顔をした。


　最後の一切れを口に運び終えると、レアナはナプキンで口を拭ふいた。食後のコーヒーはやはり出なかった。コーヒーは高い嗜し好こう品ひんだ。安宿にコーヒー豆が常じよう備びしてあるわけがない。自分がどれだけ裕ゆう福ふくな環かん境きようで育ったのか改めて実感した。


　レアナの隣となりにはシィナがいた。彼女はずっと黙ったまま食事をしていた。シィナの顔色は食事をしている内に、少しは良くなった。もしかして、単に空くう腹ふくなだけだったのだろうか？


「そういえば、二人はどうしてあんな場所に？」


「あんたに話せることなんて、何もないぜ」


「いいわ、それならシィナに聞くから」


　テリードを無視し、隣のシィナに視線を向ける。黙々と最後の肉を嚙かみ締めていたシィナは、視線をそらし、ぽつりと零こぼす。


「……そんなの、あんたに関係あるのかよ」


　少女に似に合あわないぶっきらぼうな物言いに内心驚おどろいた。しかしそんな事は顔に出さず、レアナはしれっと返す。


「そうね。ないといえばないけど、あるといえばあるわね」


「なんだよ、それ？」


　謎なぞかけのような言葉に、シィナは不満を示しめした。


「あなたたちが自分の問題として独どく力りよくで解かい決けつするつもりなのなら、わたしには関係のない事。でも、あの場にわたしはいたし、いまもこうしてあなたたちの面めん倒どうを見てるわ。きっと、あなたたちの厄やつ介かい事ごとにわたしも関かかわってしまった。それなら、関係あるといえるでしょう？」


　悪戯いたずらっぽく笑ってみせる。納なつ得とくできなかったのか、シィナはむっつりとした顔で唇くちびるを尖とがらせた。


「聞きたい事はたくさんあるのだけれど……」


「……言いたくない。あんたには関係ない」


　レアナは悪戯っぽい笑えみのまま固まった。こめかみの辺りにシコリのようなものを感じながら、もう一度訊たずねる。


「あなたが話したくなった時でいいから」


「一生ない」


　こめかみのシコリが大きくなる。口の端はし、頰ほおの辺りがひくついた。


「そう言わ……」


「ぜっっっっったい、イ・ヤ」


　テーブルの向こうでテリードがクックッと笑っている。


　こめかみの奥おくで何かが切れた。


「お、お嬢様！」


　止めに入ったイェンを乗馬鞭むちで叩たたき、シィナに手を伸のばす。


「ハ、ハニシヤハフ！」


「……小生意気な事を言うのはこの口なのかしら？」


　頰を思いっきりつかみ、ひねる。シィナの手がバタバタと宙ちゆうでもがく。レアナの顔には笑みが浮かんでいた。


「ヒ、ヒハヒヒハイ！」


「ほほほほほ。あーら、良く伸のびるお口だこと」


　レアナは高笑いを上げて、頰を引っ張ぱりまわす。


「ホ、ホノー！」


　シィナが逆ぎやく襲しゆうに出た。レアナの頰を摑つかみ同じ事をする。


「あ～あ」


　その光景にイェンは頭を抱かかえた。食堂にいた人々はしばらく啞あ然ぜんとした顔をしていたが、やがて無む責せき任にんな歓かん声せいを上げ始める。口笛が薄うす暗ぐらい食堂を駆かけ抜ぬけた。


「よーし、金髪ブロンドに一〇ラーンだ」


「んじゃ、俺おれは黒髪に三〇！」


　賭かけまで始まる始末だ。


「ようし、もういないか～」


　しかも胴どう元もとはテリード。


　戦いはさらに熾し烈れつさを増ます。つねりあいを止やめた二人は髪かみを引っ張りあい、組み合って床ゆかを転がり始めた。


「お二人ともいい加か減げんに……」


　イェンの言葉が功を奏そうしたわけでもなく、唐とう突とつにレアナが動きを止めた。素す早ばやく左ひだり腕うでが閃ひらめくとシィナの後ろ襟えりを摑む。そのまま、猫ねこを捕つかまえたような格かつ好こうで立ち上がると、指を鳴らした。


「イェン！」


「はっ、お嬢じよう様さま」


　音が聞こえそうな勢いきおいでイェンが姿し勢せいを正す。


「お湯を用意しなさい」


「はい」


　頭を下げると、イェンは支し払はらいを済すませ宿屋に走っていく。


「はなせよ！」


　シィナがわめいているが聞く耳はもたない。


　レアナはざっとその場を見み渡わたした。勝負がついたと判はん断だんしたらしい。男たちが一いつ喜き一いち憂ゆうしている。が、やがてその熱気も去り、食堂は元の状じよう態たいに戻もどっていった。


　炭たん鉱こう労ろう働どう者しやらしき、締しまった肉付きの男たちがなにかの話題で盛もり上がっている。その横には旅人風の男たちがカードゲームに興きようじていた。カウンターには一人、鷹たかのような顔立ちの男が黙もく然ねんと酒を飲んでいる。硝しよう煙えんの臭においがここまで届とどいてきそうだ。体の置き方からしてコートの奥、腰こしには二丁の銃じゆうが吊つり下がっているに違ちがいない。


（あれは、関係ない……といいわね）


　見た目、賞金稼かせぎといった所だろう。賞金稼ぎが悪事に手を染そめないというわけではない。何度か賞金稼ぎに狙ねらわれた事もある。


（まったく……）


　祖そ父ふの孫に生まれたという事を、今日ほど感かん謝しやする日はないかもしれない。おかげで悪あく党とうに対する嗅きゆう覚かくだけは発達してしまった。


　炭鉱労働者の連中も違うだろう。気になるのは、カードゲームをやっている連中か。


　彼らから視し線せんを外すと、シィナを引っ張ったまま宿屋に戻る。その後を小こ銭ぜにを稼いだテリードがホクホク顔でついて来た。


「お嬢様」


　イェンが湯気の立ったタライを抱かかえて待っていた。腕にはタオルがかけてある。


「ご苦労様」


　レアナはシィナを引きずって二階に上がっていく。


　意い識しきは常に周囲に気を配っている。


　正体はわからないが、この二人はなにかに狙われている。関かかわってしまった以上、知りませんでは通らないかもしれない。となれば、身辺には気を配らなければ。


「何のつもりだよ！」


　シィナがわめく。そんな彼女にレアナは一言、鋭するどい言葉を突つき刺さした。


「あなた、臭におうわよ」


　シィナは顔を赤らめて沈ちん黙もくした。


　部屋は狭せまかった。大き目のベッドが部屋のほぼ中央に置かれているだけ。簡かん単たんな書き物をするための机つくえもなければ、腰を下ろすソファとてない。


　カーテンの隙すき間まを縫ぬって入り込こんだ光の中では、埃ほこりが舞まっていた。


　タライを床に置かせ、タオルを受け取ると、レアナはイェンを部屋から追い出す。


「いい、自分でやる！」


　シィナは強きよう硬こうに主しゆ張ちようした。部屋の奥おくまで逃にげ出し、レアナから自分を守るように、両腕で服をしっかりと摑つかんでいる。


「却きやつ下か！」


　一言で言い捨すてると、シィナを追い込んでいく。


「髪は砂すなだらけ、服もずいぶんと汗あせを吸すい込んでいる。一体何日その格好のままなの？」


「いいだろ、そんなの！」


「いいえ、よくない！」


　拳こぶしを握にぎって力説する。


「いいですか？　女の子というのは身み綺ぎ麗れいにするものです。本ほん能のうのレベルでそれは定まっているのです。そんな格好、わたしの前では、絶ぜつ対たいに許ゆるさない！」


「本能関係ないじゃん！」


　後半は間違いなくレアナの本音だ。シィナは悲鳴じみた声を上げた。逃げようとしたがあっさりと捕まえられる。力任まかせに引っ張ってもレアナの手は離はなれようとしない。押おしても引いても駄だ目めだ。その内、シィナの体は床の上で組み敷しかれてしまっていた。


「な、なんなんだよ、あんた！」


　慌あわてる少女に、レアナは底冷えのする笑えみを浮うかべた。


「ふふふふふ、わたしをただのお嬢様と侮あなどってもらっては困こまるわ。これでも、護ご身しん術じゆつには自信があるの」


　レアナの手がシィナの服に伸のびる。


「覚かく悟ごなさいませ」


　一気に服を引っぺがす。


　シィナの裸ら身しんがレアナの前に晒さらされた。


　そこで、空気が止まった。いや、震ふるえている。


　震えているのは、レアナだ。シィナは頰ほおに朱しゆを散らせて、視線をそらした。


「なんてこと」


　震える唇くちびるがようやくそう呟つぶやいた。


　少女の体はここ数日の過か酷こくな状じよう況きようを示しめして、やせ細っていた。あばらがひどく浮き上がっている。


　だが、そんな事よりレアナの目を離せなくさせるものが少女の体には刻きざまれている。


　黒い線だ。


　直線であり、曲線でもある。時には文字のようなものを描えがき、何かを象形しているようにも見える。


　そしてその中央。薄うすい胸むねの狭はざ間まに埋うめ込まれた、赤ん坊ぼうの拳ほどの青い宝ほう石せき。


「《マキナ》」


　その言葉が出た事に、シィナは驚おどろいて視し線せんをレアナに戻もどした。


　少女の頰に温ぬるい感覚が落ちて、張り付く。


　レアナの目から、それは落ちて来ていた。


　レアナは、泣いていた。





　　　　†




　部屋を追い出されたイェンとテリードはじっと扉とびらの前で直立していた。


「お嬢じよう様さまってのはお気楽なもんだな」


　扉の奥から聞こえる音に、テリードはあきれた仕し種ぐさを見せる。


　それに構かまわず、イェンはじっと直立していた。左ひだり腕うでは真まっ直すぐに下ろし、右腕は腹はらの前に置く、踵かかとは揃そろえ、つま先は開く……イェンはこれを執しつ事じ的直立と呼よんでいた。


　彼の着るラウンジングジャケットやその他ほか、彼を執事たらしめている服ふく装そう、髪かみ型がた、態たい度ど、その全すべてに一点の曇くもりもない。鏡を見る必要もなく、彼の今の姿すがたは彼の想そう像ぞうする〝完かん璧ぺきなる執事〟と合がつ致ちしていた。


　イェンはその事に満足しつつ、訝いぶかしげな顔で自分の部屋に入っていく男の視線にも負けずそこに立ち続ける。


「あんたも大変だろう？　あんな落ち着きのないお嬢ちゃんに引っ張りまわされて」


「お嬢様への侮ぶ辱じよくは許しません」


　イェンが鋭するどく一いち瞥べつすると、テリードはまた肩かたをすくめた。


「しかし……」


　執事的直立を続けていたイェンは唐とう突とつに、やれやれとため息を吐ついた。


「確たしかに、お嬢様の物好きにも困こまったものです」


　粗そ野やな足音の群むれが階かい段だんを軋きしませた。


　ゆっくりとそちらに目を向ける。


　足音の主たちはそのままイェンの前に立つ。


　四人だ。


　テリードが舌した打うちをした。


　ライフルを持っているのが一人。他の三人も、腰こしに吊つるした銃じゆうを惜おしげもなく見せ付けている。


　荒こう野やの砂さ塵じんを全身に浴びたままのその男たちは、イェンを取り囲むと血走った目で睨にらみつけた。


　良く見れば、それは食堂でカードゲームに興きようじていた男たちだ。


「おいっ、どけよ」


「どちら様でしょうか？」


　執事たる者、常つねに冷静でなければならない。背はい後ごの男がライフルを構かまえたのを見ても、イェンは慌あわてる様子もなく、正面の男を見返した。


「何用かは存ぞんじませんが、お嬢様はアポイントメントなしに知人以外の方とお会いにはなられません」


　顎あご先さきに硬かたいものが触ふれた。男たちは銃を抜ぬき、その一つが突つき付けられたのだ。


「てめぇのお嬢ちゃんなんか知らねぇよ。ここにガキが一人いるだろう？　よこせ」


「お答えできない質しつ問もんに、さらに承しよう諾だくできない要求ですね。そもそも、ここにあなた方の言うガキなる方がおられるとは思えません。お嬢様は常々、お付き合いになられる方の人選は慎しん重ちようでいらっしゃいますので……」


　長口上を述のべている間に、一人がイェンを押し退のけようとした。身長は彼らよりもわずかに高いが、その肉付きは彼らほどには良くない。一発ぶん殴なぐればひぃひぃ言い出すに違ちがいない。


　そう判はん断だんしたのだろう。


　だが、イェンの体はビクともしなかった。まるで大木を押したかのような感かん触しよくに、男は表ひよう情じようを引き攣つらせ、殺気を迸ほとばしらせた。


「……品行に問題があるような方を、ご自分の部屋に入れるような事はなさいません」


「うるせぇよ！」


　拳こぶしが飛んできた。イェンはその拳を手の甲こうで軽く打ち払はらう。さらに手首をひねらせると拳を放った当人が回転して、背せ中なかから落ちた。


　緊きん張ちようが一気に高まり、弾はじけた。銃口がイェンに集中する。殺意をその場所に集約させる。


　だが、その場所にすでにイェンの姿すがたはない。


「ぎゃっ！」


　一人が悲鳴を上げた。男の背後にはイェンが立ち、手刀を構えている。首に手刀を叩たたき込まれ、男は昏こん倒とうした。男の手から零こぼれたライフルを足で蹴ける。ライフルは扉の前まで滑すべり、止まった。


　イェンは巧こう妙みように相手の視覚から逃のがれる動きをし、相手の急所を的てき確かくに突き、倒たおしていく。落とした銃は同じように蹴られ、床ゆかを滑り、一箇か所しよに集められる。


　そう時間もかからず、廊ろう下かには男たちが折り重なり、扉の前には銃が乱らん雑ざつに並ならべられた。


「ふむ。まぁ、こんなものでしょう」


　手を叩いて埃ほこりを払はらうと、イェンは特に感かん慨がいもなく男たちを見下ろした。


「あんた、すげぇなあ」


　テリードが手を叩く。


「お目汚よごしをいたしましたね」


　襟えりを正すと、一人の男の銃帯を利用してまとめて縛しばり上げ階下に放ほうり投げた。階下で驚おどろきの声が上がる。


　それを気にする様子もなく、イェンは元の位置に戻もどると再ふたたび直立する。彼の望む完かん璧ぺきなる執事の姿し勢せいを維い持じする。


「あの……」


　そんなイェンに、怖こわ々ごわとした声がかけられた。


　イェンはそちらを見、そして眉まゆをしかめた。


「あなたは……」






　第二章　オージン騒そう乱らん







　安宿の廊下に張はられた板切れは、足を踏ふみ下ろすたびに軋きしんだ音を立てた。


　数人の男が息を殺し、慎重な歩みで廊下の端はしにむかって進んでいる。


　暗くら闇やみの中でさらに黒い一いち団だんの手にあるのはライフルだ。


　やがて、扉とびらの前に辿たどり着く。先頭の一人が指で合図を出し、タイミングを計る。


　ライフルを、ノブに向けた。


　闇に赤い閃せん光こうが走る。銃じゆう声せいが消えるなり、背後に控ひかえた一人がドアを蹴け破やぶった。


　ドアは大おお穴あなを開け、床に衝しよう突とつし、安っぽい騒音を撒まき散らす。それを無数のブーツの音が踏み潰つぶした。


　ライフルが部屋のあらゆる場所に向けられる。


「騒々しい」


　いらついた声に、男たちは一いつ斉せいにそちらに視し線せんと銃口を向けた。


　窓まどの前に一人。黄ばんだガラス窓から射さしこむ月光がそこにいる女じよ性せいを飾かざる。金きん髪ぱつが月光の青を跳はね散らす。朧おぼろな月光に染そまるその女性には有う無むを言わせぬ雰ふん囲い気きが宿っていた。


　レアナだ。


　銃口の束を見ても、レアナは表情を変えない。


　部屋には、レアナしかいない。


　先頭のリーダー格かくらしい男がまず我われに返り、舌した打うちをした。


「おい、ガキはどこにやった？」


　それに、レアナは……


「バカですか」


　冷然とした顔でそう答えた。その声には不ふ快かいの情がこもっている。


「あ？」


　同時に、彼らの視界は舞まい落ちるカードの束に埋うめ尽つくされた。


「この状じよう況きようで、迎むかえ撃うたれたという事が分からないなんて……」


　嘆たん息そくの後に、小さく言葉が紡つむがれる。公用語ではないその言葉が空気に変化を招まねき入れる。


　カードが一斉に破は裂れつした。


　仄ほの暗ぐらい部屋で鮮せん烈れつな紫むらさきが爆はぜる。男たちが短い悲鳴を合唱し、床ゆかに倒たおれる音が重なる。


　破裂したカードの束……符ふから放たれた電でん撃げきによって床で痙けい攣れんしている男たちに、レアナは冷たい視線を投げかけた。


　階下で慌あわただしい音がした。どうやら、無礼者は他にもいるようだ。


　レアナは倒れた男たちに新たな符を投じると、窓を破り、飛び降おりる。唐とう突とつな開放感にレアナの心は圧あつ迫ぱくされ、弾はじけた。風で膨ふくらむスカートを押おさえつけ、落下するに任まかせていると、逞たくましい腕うでがレアナを受け止めた。


　しかめっ面つらで見下ろす腕の主に、レアナは年相そう応おうの楽しげな表ひよう情じようを浮うかべた。


「ちょっと、楽しかったわ」


「無む茶ちやをしないでください」


　イェンだ。宿の前に馬車が停とまり、荷台に乗ったイェンが落ちるレアナを受け止めたのだ。


「行きますよ」


　御ぎよ者しや台だいからの声にレアナは頷うなずいた。一いつ瞬しゆん揺ゆれて、馬車が走り出す。荷台にはシィナとテリードもいる。テリードは呆あきれた顔をし、シィナには気まずい雰囲気があった。


　見返すと、シィナは視線をそらす。


　体を洗あらったためか、少女のイメージは格かく段だんに変わった。砂すな塗まみれで硬かたかった髪かみも柔やわらかくなり、肌はだにも滑なめらかさが戻もどっている。艶つややかな黒髪を見ていると、レアナは純じゆん白ぱくの絹きぬのドレスを着せてみたくて、背せ中なかの辺りがうずうずしてきた。


　背はい後ごで光が走った。発生源げんはレアナの飛び出した窓。続いて部屋に飛び込こんできた無礼者たちが、レアナの張った罠わなに掛かかった証しよう拠こだ。


　荷馬車を引く二頭の馬は、上等な毛け並なみを持っているように見えた。


「その馬、どうしたの？」


「さっきの方たちからいただきました。いい馬ですよね」


　手た綱づなを握にぎるミランの声は楽しげだ。


　イェンに伴ともなわれて部屋にやってきたのはミランだった。


　彼女は偶ぐう然ぜん、怪あやしい男たちがレアナたちの事を話しているのを聞き、知らせてくれたのだ。


　その上、こうして逃にげるのを手伝ってくれている。


「教えてくれて、たすかったわ」


　礼を言うと、ミランは慌あわてて首を振ふった。


「そんな！　助けあいは大切だって、いつも言われてますから」


　ミランはほがらかに笑う。


「それにしても、一体何をやらかしたのかしら？」


「おれとはかぎんねぇだろう？」


　テリードは一々大げさなジェスチャーをする。今も両腕を広げ、心外だと言わんばかりの顔をしていた。


「あらっ、わたしだとでも言うつもり？」


「金持ちのお嬢じようさんなんだから、身みの代しろ金きん目当ての誘ゆう拐かいかもしれねぇだろ？」


「失礼ですが、先ほど部屋に来た方々はそちらのシィナさんを狙ねらっていたように思えますが」


　イェンの言葉に、テリードはうっと言葉をつまらせる。


「あなたね～」


「あ～はいはい、わかったよ。……ただし、言うからには地じ獄ごくの底まで付き合ってもらうぜ」


　一転して真しん剣けんな顔……しかしどこかシニカルな部分が抜ぬけないテリードに、レアナは黙だまって頷く。イェンは深々とため息を吐ついた。ミランは……聞こえない振りをするつもりなのか、こちらを向く様子はない。


「おれたちは……」


「来ました」


　イェンがテリードの言葉を遮さえぎる。後ろを見ると、幾いくつかの騎き影えいが人通りの絶たえたオージンのストリートを駆かけていた。


　イェンに聞こえないように舌した打うちをする。


　レアナたちを追っているのは明白だ。


「符動車を出してこないだけマシね」


　そう呟つぶやくと、レアナはスカートから符を取り出した。


「汝なんじら、雷いかずちの蛇へび」


　東方系けい言語を基き本ほんとした咒しゆ音おんを発し、符を放つ。符は空中で破裂すると数すう条じようの紫し電でんに変へん化げし、背後の騎影に飛びかかった。


　人と馬の悲鳴、暴ぼう発はつしたライフルの火線が夜気を裂さく。騎影は絡からまるようにしてストリートに転がった。


「一丁上がり」


　気楽に口にした言葉にイェンが渋しぶい表情を見せた。


「あら、失言」


　オホホホホと笑って見せると、イェンはもっと嫌いやな顔をした。


「また来ました」


　さらなる追っ手が現あらわれる。今度はレアナが符を構かまえるよりも早く発はつ砲ぽうしてきた。


「お嬢様、伏ふせてください」


「なによ。わたしが……むぐっ」


　反はん論ろんするよりも早く、イェンの手がレアナとシィナをまとめて伏せさせる。


　イェンの手が荷台に放ほうられていたライフルを摑つかんだ。


「まったくよう……」


　帽ぼう子しを直しながらテリードが拳けん銃じゆうを引っ張ぱり出し、迫せまる追っ手に向かって発砲する。


「こういう荒あら事ごとは執事の仕事ではないのですが」


「よく言うわ」


　上を駆け抜けていく鉛なまりの音に頭を出すタイミングを計れず、レアナは頰ほおを膨ふくらませた。


　イェンは当たり前として、テリードも銃の腕うでは確たしかなようだ。二人が引き金を引く毎ごとに、標的の悲鳴が聞こえてくるような気がした。その証拠に、しばらくすると頭上を飛ぶ鉛の弾たまは数を減へらし、やがてなくなる。


　顔を上げれば、追っ手の姿すがたはすでになかった。


「さて、これからどういたしましょう？」


「あっ、それはあたしも知りたいです」


「街にはいられねぇだろう？」


「とりあえず、オージンから出ます」


　馬車が向きを変える。街中を迷めい走そうしていたのが、街の外へ向かって走り出す。


　その行く手に新たな妨ぼう害がい者しやが現れた。


「ドラグ・ヘッド！」


　ミランが緊きん迫ぱくした声を上げた。


「えっ？」


「たしかに」


　ミランの視し線せんを追ったイェンも頷うなずく。


　レアナには、前方に立つ人ひと影かげの正体もまだわからない。ただ一いち団だんがこちらの進路を妨害するように広がっている事だけはわかった。


（イェンはともかく、どうしてミランがわかったの？）


　夜だ。それにまだ相手は豆まめ粒つぶとそう変わらないぐらいの大きさでしかない。


　そんな目を持っている人間は、そうそういない。


「イェンさん、手た綱づなお願いします」
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　ミランがイェンに手綱を渡わたし、立ち上がる。


「危あぶないわ！」


　レアナの叫さけびに、ミランは淡あわい笑えみを浮うかべた。


「大だい丈じよう夫ぶです。あたしなら」


　そう言うや……


　レアナの目の前で、ミランに変化が起こった。赤い髪かみが強風に流されるのとは別の動きを見せる。空気に刺とげ々とげしいものが満ちた気がした。喉のどがいがらっぽくなる。


　襟えりの下から、何かが現れた。ミランの肌はだの上を覆おおうように這はっていく。


「！」


　レアナは息を飲んだ。隣となりのテリードも眉まゆをひそめる。


　ミランの肌に浮かんでいるもの……


　それは黒い線。線はやがてミランの顔に紋もん様ようを描えがいた。


《マキナ》と呼よばれる、現げん代だい文明ではいまだ解かい明めいされていないという原理不明の魔ま術じゆつ紋様。


　そしてそれを肌に持ち、戦う者の事を――





「行きます」


　その言葉とともに、ミランの姿がその場からかき消える。





　――ドラグ・ヘッドという。







　　　　†




　ドラグ・ヘッド。


　それは今から二～三世紀間の昔、空白の世紀、レスフォール時代と呼ばれる期間に存そん在ざいした魔術兵器。ホムンクルス、ゴーレム、キメラに代表される魔術生命の中でも間ま違ちがいなく最強の存在である。


　なぜ、空白の世紀と呼ばれるかというと、この時代を示しめす文ぶん献けん・芸術品等、あらゆるものが失われているからだ。


　考古学者たちがいくら発はつ掘くつ作業をしても、その時代の様子を示すものは見つからなかった。断だん片ぺんを見つける事はできるが、それらの多くは用よう途と不明の物体でしかなく、考古学者の豊ゆたかな想そう像ぞう力をもってしても、それらがなにに使われていたのか、判はん断だんする事はできなかった。


　その中で唯ゆい一いつ完全な形で――しかも大量に――見つかったのが、ドラグ・ヘッドである。


　人と同じ形をし、そして正体不明の魔術紋様を持つ魔術生命体に、考古学者たちは歓かん喜きした。


「これで失われた時代の事がわかる！」


　しかし、考古学者たちの期待を嘲あざけるかのように、ドラグ・ヘッドは沈ちん黙もくを保たもった。


「アークマスター・レスフォールの命により、情じよう報ほうの不用意な公開は禁きんじられております」


　それが、人類が最初に見つけたドラグ・ヘッドの言葉である。


　そしてレスフォールという名が現代に現あらわれた瞬しゆん間かんでもあった。





　ミランがドラグ・ヘッドだったなんて……


　それは、少なからずレアナにショックを与あたえた。


　消え去ったミランの居い場ば所しよは、空気を切り裂さく音と激はげしい火花が教えてくれた。《マキナ》によって生み出された剣けんが衝しよう突とつしたのだ。


「ドラグ・ヘッドは一人のようです。このまま突つき抜ぬけますよ」


　イェンは落ち着いた様子で手綱を操あやつる。


「ミランは……」


「化け物の心配なんざ、してる暇ひまないだろう」


　その言葉に、レアナはテリードを睨にらみつけた。


　ドラグ・ヘッドを化け物呼ばわりするのはテリードだけではない。それは世界中の人々の共通認にん識しきでもあった。


　魔術兵器の常つねとして、ドラグ・ヘッドもまたその行動様式に人に仕えねばならない、人の命令に従したがわなければならない、という大だい前ぜん提ていを持つ。


　それに目を付け、戦争でドラグ・ヘッドを使用するという考えは、それほど斬ざん新しんなアイデアでもなかった。世界中、ほぼ全すべての国が同時にドラグ・ヘッドの発掘に勤いそしんだ。


　そして、レスフォール時代を除のぞいて、初のドラグ・ヘッドの戦争投入が行われる。


　人々はその破は壊かい力に慄おののいた。


　戦場は一瞬にして火の海となり、普ふ通つうの人間である兵士たちはあっという間に死の運命を賜たまわった。


　今から百年以上前、レンゲンテ会戦と呼ばれるその戦争でぶつかった兵力は、双そう方ほう合わせて八万と言われる。


　会戦から六時間で、八割わりが死し傷しようした。戦死者は三万人を超こえ、指し揮き系けい統とうは一瞬で瓦が解かい。混こん乱らんした両軍は統とう率そつされた撤てつ退たいもできないまま殺されていった。国家を仮かりの主とし、軍首しゆ脳のう部ぶをその代理人としか考えていなかったドラグ・ヘッドは、主を守る事に固こ執しつする事なく、当初の命令である敵てき司令部の壊かい滅めつ、その後背はい後ごから敵軍を強きよう襲しゆうという命令を淡たん々たんとこなし続けた。


　ドラグ・ヘッドの高速運動に両軍は目をつけ、奇くしくも同じ命令を下していたのである。


　ドラグ・ヘッドの事をまだ詳くわしく知らなかったが故ゆえの悲ひ劇げきなのだが、世界中の人々はドラグ・ヘッドがいかなる存在であるのかを思い知らされた。


　そしてドラグ・ヘッドは恐きよう怖ふの象しよう徴ちようとなる。





　ミランの事を心配している余よ裕ゆうがないのは事実だ。レアナたちの前には、行く手を塞ふさぐ一いち団だんがまだいるのだから。


　レアナは唇くちびるを嚙かむと、符ふを握にぎり締しめる。


「汝なんじら破軍の飛剣」


　ばら撒まいた符が翼つばさを持つ剣に変わり、一団に襲おそい掛かかる。一団が統率を失った隙すきにイェンの操る荷馬車が一団の中に割わり込こみ、そのまま突き抜けた。


　一団とレアナたちがすれ違ちがう。


　襲い掛かる飛剣に慌あわてふためく男たち。罵ば声せいを放ちながら銃じゆうをこちらに向けようとしているが、飛剣に邪じや魔まされてそれもうまくいかない。銃声は鳴り響ひびくが、鉛なまり弾だまはあさっての方向に飛んでいるようだ。


　ヒュン！　と、すぐ近くを鉛弾が駆かけ抜けていった。


「イェン！」


「はい？」


　執しつ事じはまるで緊きん張ちようした様子もなく、のんびりとした返事をする。


　背せ筋すじに走った緊張が、それだけで溶とけていくような気がした。


「気をつけて」


「了りよう解かいいたしました」


　イェンの返事はあくまで落ち着いている。緊張感のない声に、レアナは張はり詰つめた気分が少し和やわらいだ気がした。


　イェンがそんな様子でいる限かぎり、大だい丈じよう夫ぶだ。


　レアナはそう思う。


　馬車は慌てふためく一団を置いてオージンの街を出る。


「これで一息つけるな」


　テリードが荷台に腰こしを下ろし、帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり直す。


「そろそろ話してくれる？」


「まだ聞きたいのか？」


　テリードの呆あきれた声に、レアナは彼を真まっ直すぐに見つめて頷うなずいた。


「こうなったら、もう逃にげられないわ」


　それだけではない。巨きよ人じん石が光るという謎なぞの現げん象しよう、シィナの胸むねにある《マキナ》……ドラグ・ヘッド。


　そして祖そ父ふの報ほう告こく書しよに咒しゆ文も字じで封ふう入にゆうされていた映えい像ぞう。


　見み過すごせないのだ、レアナは。


　レスフォールの遺い産さんが――その力が悪用されるのを、どうしても見過ごせない。


「地じ獄ごくの底まで付き合うから、聞かせて」


「物好きなお嬢じよう様さまだね」


　苦く笑しようを浮うかべると、テリードはシィナを引き寄よせ、その頭に手を置いた。シィナは大人しくそれを受け入れる。


　レアナの時とは態たい度どがまるで違う。


「まっ、見りゃわかるだろうが、おれたちは血の繫つながった兄妹じゃねぇ」


　テリードの苦笑に、レアナは黙だまって先を促うながした。


「おれたちはリィエンシーの秘ひ密みつ研究所にいた」


「秘密研究所？」


「ああ」


　帽子のつば先をいじり、視し線せんを馬車の外に向ける。


　リィエンシーとはレンドラントの南にある王おう制せいの小国の名前だ。


「レスフォールの遺産を発はつ掘くつして、色々実験する所だ。……ひでぇ所さ」


　その顔からシニカルな部分が消える。ぞっとするほど冷たい表ひよう情じようがその場所の悲ひ惨さんさを窺うかがわせた。


（やっぱり……）


　報告書にあった映像、あれにテリードたちは関係している。


　駆け抜ぬける光、視界一いつ杯ぱいに広がる爆ばく発はつ……そして灼しやく熱ねつに染そまる大地。


　あの映像では、一体なにがどうなってそんな事が起こったのかわからなかった。だが、一つの悲劇が起こった事――あるいは始まろうとしていた事をレアナに伝えてくれた。


　テリードは自分の胸にシィナを抱だき寄せる。


「おれとシィナはそこで知り合った。実験のためにな。おれもシィナも好き放題やられたよ。で、ある日実験の最中にどっかの特とく殊しゆ部隊かなんかが攻せめて来てな。おれたちはそのどさくさに紛まぎれてここまで逃げてきたのさ」


「じゃぁ、あの連中は……」


「リィエンシーか、攻めて来たどっかの国……のどっちかが雇やとった連中かもな」


「…………」


　もう一つの国……それは間違いなくレンドラントだ。


（では、もしかしてミランは……）


　レンドラントに属ぞくするドラグ・ヘッド……かもしれない。


　リィエンシー側なら、テリードたちの顔を知らないという事はないだろう。


（それとも……知ってて？）


　頭を振ふる。


　こんな所で猜さい疑ぎ心しんだけを募つのらせていたって仕方がない。


「それで、レンドラントに来て、どうするつもりだったの？」


「……奴やつらから逃げ切るために、必要なもんがあるんだよ」


「それは？」


　それに答えず、テリードはシィナの頭に鼻先を埋うめる。シィナはくすぐったそうに首をすくめた。


「おれたちは、誰だれの手にも届とどかない場所へ行く」


　そう言ったテリードの瞳ひとみには、反はん論ろんを許ゆるさない強い光が宿っていた。シィナが瞳を細めてテリードを見上げている。テリードを信しん頼らいしきった顔だ。


　二人を取り巻まく、第三者を許さない頑かたくなな雰ふん囲い気きにレアナは言葉が出なかった。


　そのテリードの表情が、一変する。


「え？」


　シィナが声を上げた。呆ぼう然ぜんとした目でテリードの肩かたを引き裂さいて顔を出した鋼はがねを見つめる。


「！」


　レアナは素す早ばやく反はん応のうする。遅おそきに失した素早さだったが、符ふをばら撒まき反はん呪じゆ壁へきを展てん開かいさせる。


　攻こう性せいの魔ま術じゆつを防ふせぐ透とう明めいな反呪壁に弾はじかれ、無数の飛ひ剣けんが宙ちゆうをキリキリと舞まい、符へと戻もどっていく。


「ぐっ、ちぃぃ……」


「テリード！」


　テリードは肩に刺ささった剣を引き抜く。裂けたコートはすぐに赤く染そまっていった。シィナが悲鳴に近い声でテリードの名を叫さけぶ。


「符道士！」


　次から次へと……舌した打うちをする。


　視界の隅すみでうめくテリードに気を取られながらも、目を凝こらす。


　闇やみの中から、ぬっと巨きよ大だいなものが現あらわれた。


　鳥だ。


　怪かい鳥ちようと言ってもいいだろう。


　その怪鳥に人が乗っている。それが、おそらく符道士だ。


　怪鳥に乗り、符道士が追ってくる。


「汝なんじら、黒こく翼よくの使者」


　レアナが符を放つ。それは無数の鴉からすの群むれとなって怪鳥に襲おそい掛かかった。


　しかし、無数の鴉たちは相手の符道士の放った符によって迎げい撃げきされた。相手が出してきたのは無数の猛もう禽きん類るいたちだ。


「ええい……」


　無数の鳥類同士が嘴くちばしで突つつきあい、爪つめを引っ掛けあう。その痛いたみを、レアナは針はりで突かれる程てい度どの痛みだが感じていた。
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　術とはいかなるものであっても術者と繫つながっている。瞬しゆん間かん的な効こう果かを生み出す雷らい撃げき等ならばそれはないが、いまのような擬ぎ似じ生命体を生み出せば、それが感じた痛みはレアナに返ってくる。


　防ぼう護ご策さくがあり、行っていたとしてもそれは完かん璧ぺきではない。肌はだを刺し激げきする痛みに集中力を奪うばわれながら、レアナは新たな符を準じゆん備びした。


「くそっ……が！」


　混こん戦せんの中から抜ぬけ出してきた猛禽類を、テリードが驚おどろくほどの技ぎ量りようで撃うち落としていく。


「無む茶ちやをしないで！」


「無茶をしないといけないんだよ！」


　青い顔で怒ど鳴なり返し、さらに銃ひき爪がねを引く。


　早く勝負を決めないといけない。でなければ、テリードの治ち療りようが間に合わなくなる。


符カード・道タオに、人の体を癒いやす術がないわけではない。だが、これは符道だけでなく全すべての魔術にいえることなのだが、その多くは肉体の本来持つ治ち癒ゆ能のう力りよくを促そく進しんさせるだけであり、一瞬で傷きずを癒すようなものではない。


　テリードの肩からは絶たえ間なく血が溢あふれている。荒あら々あらしく吐はき出される息におかしな音が混まじっている。肺はいを傷つけたのかもしれない。そんな状じよう況きようであんな射しや撃げきを可か能のうにするテリードには驚きだが、長く保もつはずもない。


　怪鳥は空中を覆おおった鴉と猛禽類の群れが邪じや魔まで直進できない。大きく迂う回かいした為ために距きよ離りが開いた。


　その隙すきを突いて、レアナは無数の符をばら撒き、長く咒しゆ音おんを呟つぶやく。


　やがて、追いついてきた怪鳥が空を斜ななめに切り裂くようにしてレアナたちの前にやってくる。


「汝、雷鳴の檻おり」


　握にぎっていた一枚まいの符を怪鳥に投げつける。


　レアナの言葉に合わせて地上に落ちかけていた符が弾け、紫し電でんが大気を駆かけ回る。それらはやがてレアナの投じた符に集まり、怪鳥に襲い掛かった。


　紫電が怪鳥を包み、やがて弾けるようにして消える。落下していく符道士をレアナは少し不ふ快かいの表ひよう情じようで見守った。


　人を殺す事は好きじゃない。さっきまで使っていた符術とて人死にが出ないように威い力りよくは抑おさえていた。


　だが、実力が似に通かよった符ふ道どう士し相手にそれをできるほどの余よ裕ゆうも、経けい験けんもレアナにはまだない。


　そんなレアナの傷しよう心しんも長続きしなかった。


「テリード！」


　シィナの叫びがレアナを現げん実じつに引き戻もどす。傷口から溢れる血はコートを伝って荷台までも濡ぬらしていた。


　テリードは自分で傷口を縛しばっている。レアナはその上から符を貼はり付け、治癒の咒音を唱える。


　これで止血はできるだろうが……


「新手です」


　イェンの言葉に、レアナは表情を歪ゆがめた。一体どれだけの人員が動員されているのか。


　しかし、その規き模ぼそのものが二人の重要性せいを示しめしてもいる。


　右手方向から無数の蹄ひづめの音が聞こえてくる。


「きりがないわね」


　手持ちの符も心もとなくなってきた。荷物を漁あされば符にする為ための無地のカードはたくさんあるが、それに咒文字を書き込こむ暇ひまを与あたえてくれるとは思えない。


「ん？」


　考え込んでいると、シィナがスカートを引っ張ぱった。


「なに？」


　物言いたげなシィナに顔を寄よせると、シィナは黙だまって指を指した。真まっ直すぐ……より少し左に傾かたむいている。


　胸むねの一点が痺しびれた。その違い和わ感かんにかすかに気を取られたが、すぐに忘わすれる。


「なにかあるの？」


　問い掛かけるレアナに、シィナがむっつりとした表情で何かを言った。


「えっ？」


「いいからあっちに行けよ！」


　いきなりの大声に、レアナは耳を押おさえて顔をしかめた。シィナはこちらをじっと睨にらみつけている。


「……行ってくれ」


　テリードがかすれた声を出す。


「どうなさいます？」


「……行って」


　問うイェンにレアナはそう指し示じする。シィナはまた視し線せんをそらし、むっつりとした顔で背はい後ごの連中に目を向けた。きつくきつく睨みつけていた。


　どういう事なのかよく分からない。だけれど、これはもしかしたらよい機会になるのかもしれない。


　シィナが彼らに狙ねらわれる理由。あの映えい像ぞうと、シィナの《マキナ》……関係があるのかないのか、はっきりする。


　レアナは我われ知しらず、唾つばを飲み込んだ。


　これから起こる事は、もしかしたら凄すごい事になるかもしれない。





　　　　†




　ミランの持つ剣けんはただの剣ではない。


《マキナ》という、現げん在ざいこの時代に存そん在ざいしない魔ま術じゆつ理り論ろんによって構こう成せいされた紋もん様ようが生み出した合成金きん属ぞくによって形作られた、現代では並ならぶもののない強度と粘ねん度どを持つ、耐たい久きゆう性せいに優すぐれた剣だ。


　それが、そう大した時間を必要ともせずに磨ま耗もうし、折れる。


　ミランはその剣を捨すてると新たな剣を生み出した。


　相手も同様に新たな剣を生み出す。


　音速に達する彼女たちの行動には衝しよう撃げき波はが伴ともなう。


　辺りには凄すさまじい破は壊かいの傷きず痕あとが刻きざまれていた。


　大地はめくれ、ストリートの端はしにあった建物は見事に倒とう壊かいしている。砂すなに変わった煉れん瓦がが戦いの余波に流され、夜気に赤い膜まくを張った。


　相手は男のドラグ・ヘッド。


　男は、燃もえるような目でミランを睨みつける。


「リィエンシーのドラグ・ヘッドさん」


　ミランが言葉を投げかけた。戦せん闘とうが始まって今まで、ミランは相手と会話を一度として交かわしていない。


「今いま更さらですけど、これは明らかなレンドラントに対する侵しん略りやく行こう為いです。いいんですか？　このまま戦争になっても？」


　あまり意味がない事を言っているとミランは自覚している。


「ドラグ・ヘッドにその選せん択たく肢しがあるとでも思っているのか？」


　男はそう言ってミランを嘲あざ笑わらった。


「ドラグ・ヘッドにある選択肢といえば仕える相手を選ぶ事だけだ」


　その通りだ。兵器として作られたドラグ・ヘッドは潜せん在ざい的に人間の主人を求めるようにできている。そして、主人の命令には基き本ほん的には逆さからえない。


　だから、ドラグ・ヘッド相手にそんな勧かん告こくをしても無む駄だなだけだ。


「お前はドラグ・ヘッドにしてはふざけた奴やつだ」


「余よ計けいなお世話です」


　自覚があるらしい。ミランは頰ほおを膨ふくらませた。


「そんなお前に、俺おれも勧告させてもらおう。ここは退ひけ」


「それこそ、できない相談です」


　ミランが険けわしい顔をする。ここでこのドラグ・ヘッドを見み逃のがせば、シィナを追うに決まっている。


「お前の立場ならそうだろう。だが俺は別に……最さい優ゆう先せんでやらなくてはいけない事ができた。それを片かた付づけるまで、休戦を申し入れたい」


　ミランが眉まゆを寄せる。


　ドラグ・ヘッドが、現在の命令を後まわしにしてまで最優先でやらなければならない事？


　ミランは幾いくつか考えた。


「もしかして……」


　男が頷うなずく。


　ミランは休戦の申し入れを受け入れるか否いなか、考えた。ミランに与あたえられた命令はシィナを守り、ウォレントに連れて行くことだ。その間の行動には、ある程てい度どの自由が許ゆるされている。


　休戦の申し入れを受ける事は不ふ可か能のうではない。


「その相手というのは、もしかして……」


　ミランの予よ測そくに男は頷いた。


　彼女の額ひたいに刻きざまれた皺しわが深まった。ミランは疑うたがわしげに男を見る。噓うそをついているのかもしれない。ドラグ・ヘッドだって噓はつく。


　だが、そう時を置かず、ミランは剣を下げた。


「いいでしょう。受けます」


「すまん」


　男がミランに頭を下げた。実直なその態度に、ミランは困こまった笑えみを浮うかべた。


「あたしはミラン・ソートです。あなたは？」


「デフ・アルト」


　名乗ると、男は姿すがたを消した。


「ふう……」


　男が消えると同時に、ミランは脱だつ力りよくした。辺りには戦いの余波で壊こわれた建物以外、誰だれもいない。遠くで逃にげ出した人々の騒そう々ぞうしい音が聞こえてくる。


「怪け我が人にん、出てないといいなぁ」


　音のする方を見ながらそう呟つぶやくと、レアナたちを追いかけるべく、《マキナ》を再さい起き動どうさせた。
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　車しや軸じくが不ふ吉きつな音を立てた。


　頭上では銃じゆう声せいが連続し、鉛なまり弾だまが空気を焼いている。


　荷台でシィナを抱かかえて伏ふせたまま、レアナは動けなくなってしまった。シィナも今は文もん句くを言わずじっとしている。


　隣となりではテリードも同じように伏せている。いや、倒たおれていると言った方がいいのかもしれない。その顔からは血の気がどんどん失われていく。張はり付いた符ふまでもが真っ赤に染そまっていた。


　騎き馬ばの一いち団だんは馬車とほぼ並へい走そうする形にまで、追いついて来ていた。


「まだなの？」


「もう、少し」


　腕うでの中で、シィナが苛いら立だった声を上げた。


　符は少しだが残っている。だが、こんな状じよう況きようになってしまってはうかつに動く事もできない。鉛弾が時々荷台に当たり、木もく片へんを吹ふき飛ばす。ここで体をさらして残り少ない符をばら撒まくのが勇気なのか無む謀ぼうなのか、判はん断だんがつかない。


「くっ」


　肩かたが腕が……体が震ふるえている。怖こわがっている。次の瞬しゆん間かんには鉛弾が荷台を突つき破やぶってレアナの頭ず蓋がいを貫つらぬくかもしれない。


　恐きよう怖ふが体と心を支し配はいしている。


　それが、許ゆるせない。


　歯を嚙かみ締しめても震えが消える事はない。


　シィナを抱だく腕に力を込め、体を丸めた。


「ちょっ、やめろよな！」


　暴あばれだしたシィナを無む視しして、しっかりと抱きしめた。


　最悪、この子だけでも守らないと。


　腕の中のシィナは歯をむき出してレアナを睨にらみ上げている。瞳ひとみに変化がある。瞳どう孔こうの奥おくで、何かがきらめいていた。


　その時だ。


　体の下で、破は滅めつの音が響ひびいた。


「お嬢じよう様さま！」


　イェンの鋭するどい声。荷台が地面に叩たたきつけられ、衝しよう撃げきがレアナを襲おそう。


　車軸が折れたのだ。


　馬の悲鳴を聞きながら、レアナは反動で宙ちゆうに放ほうり投げられた。


　冷えた大気が粘ねばるようにレアナを包む。


　落ちていく。


　来るべき衝撃にレアナは目を閉とじる。


　大地の感かん触しよくは柔やわらかかった。


「え？」


「お嬢様、お怪我は？」


　イェンだ。イェンがレアナの下にいた。細身のわりにがっしりとした腕がレアナを受け止めている。


「あ、ありがとう」


「どういたしまして」


　イェンに引っ張られ、立ち上がる。呆ぼう然ぜんとしたレアナの服に付いた土ぼこりを、イェンは手で払はらった。


　すぐに我われに返った。


　騎馬の足音がレアナたちに向かって殺さつ到とうしている。


「そんな事をしている場合ではないでしょう！」


　怒ど鳴なり、二人を探さがす。いつの間にか腕の中にシィナがいなかった。


「シィナ！　テリード！」


　シィナは地面にしゃがみこんでいた。地面に両手を付き、その格かつ好こうはうな垂だれているように見える。


　その前にテリードが倒れている。


「シィナ、逃にげるわよ。イェン、テリードを」


　少女に手を伸のばそうとした所をイェンに止められた。


「イェン？」


「……お嬢様、危き険けんです。お下がりください」


「え？」


　問い返すよりも早く、イェンに腕を引かれた。


　やってきた。


　馬の群むれに囲まれても、シィナはそのまま。


　一人が馬に乗ったまま近づき、シィナの頭にライフルを当てた。


　近づこうにも、銃じゆう口こうはレアナたちにも向けられている。


「やっと捕つかまえたぜ」


　下げ卑びた声には安あん堵どのため息が混まざっていた。


　シィナの前に倒たおれたテリードは震えながら、腕をシィナに向けた。シィナは無言でそれを見つめている。


「…………」


　テリードが何かを言った。だが、レアナには聞こえない。


「あっちの姉ちゃんの方が金持ってそうだがな」


　男たちが下卑た笑えみでこちらを見る。


　レアナは黙だまって睨み返した。


　それが何か功を奏そうしたわけでもなく、男たちは好色な視し線せんを浴びせかけてくる。


「こっちは、好きにしてもいいんすよね」


　そう言った男は振ふり返り、一人の男の反はん応のうを待つ。


　その男は身なりこそ他の連中のように薄うす汚よごれた格好だったが、気配は研とぎ澄すまされたものだった。


　きっと、この男は軍人だ。


「……好きにしろ」


　男の声が夜気をすり抜ぬけるようにして届とどく。冷たい声だ。


　イェンは……動かない。じっとレアナの背はい後ごに立っている。


　大だい丈じよう夫ぶなの？


　そう思うのは間ま違ちがいだろうか？　レアナが何か言うのを待っているのだろうか？


〝あの時〟と同じように、レアナの言葉を待っているのだろうか？


　あの、四年前と同じように……


　胸むねに点ともった不ふ吉きつな予感を、レアナは頭を振って追い払った。


（今は、やれることをやる）


　レアナはゆっくりとスカートに手を伸のばす。


「おっと、動くな！」


　前に来た男が、レアナにライフルを向けようとして……


　光が――月光ではない――白い光が辺りを切り裂さいた。


　地面が揺ゆれる。


「なに？」


　異い変へんにどよめくならず者たちと、レアナは変わらない。揺れる地面に足を取られた。


　光は、地面を切り裂くようにして地の底から溢あふれている。


　この白い光には覚えがある。


　オージンに来る前に見た、シィナと出会った場所で見た……あの光だ。


「来ます……」


　静かにイェンが告げる。


　胸の奥おくで、心しん臓ぞうではないものが鼓こ動どうする。


　違い和わ感かんの正体はこれだったのだ。


（ああ、始まる）


　地面を割わって現あらわれたのは、巨きよ大だいな手だった。黄こう砂さを舞まい上がらせ、表面に張はり付く赤茶けた粘ねん土ど質しつの土を振り落としながら、手が地面から生えてくる。


　地面が膨ふくれ上がる。


　膨れ上がり、亀き裂れつを生み、シィナとテリードを飲み込こもうとする。


「シィナ！」


　飛び出そうとしたのを、またイェンに止められた。


「大丈夫です」


　地面に埋うもれたと思ったシィナが顔を出す。小さな頭を振るい、髪かみに掛かかった土ど砂しやを払はらっていた。


　少女を受け止めているのは、もう一つの手。


　テリードの姿すがたはない。亀裂に飲み込まれたまま姿を現さない。


　光を全身に浴びて輝かがやく少女の頰ほおに、濡ぬれ光るものがあった。


　シィナを地面に下ろすと、両の手が地面を摑つかみ、体を持ち上げる。


　土砂崩くずれのような轟ごう音おんとともに、その姿が現れる。


　頭が見えた。ひび割れた鉄色の兜かぶとを被かぶっている。こちらからでは後頭部しか見えない。どんな顔をしているのかわからない。


　それから、大きな背せ中なか。


　地面から上半身を生やすようにして、辺りを睥へい睨げいする。


　巨人……だ。


　上半身だけでレアナの五、六倍はある。そんな巨人が大地から生えていた。


　その全身は金きん属ぞくに覆おおわれている。


　が、あちこちひび割れ、そして磨ま耗もうしている。兜に生えた角は元は尖とがっていたのだろうが、今は丸みを帯び、中には折れているものもある。


　これと同じようなものを、レアナは見ている。


　いや、この世界に住むものならば大半は見た事があるはずだ。


「巨人石」


　間違いない。


　男たちのほとんどは巨人が現れる際さいの崩ほう落らくに巻まき込まれて、今は地面の下だ。


　残っている者たちに、巨人の圧あつ倒とう的な視線が注がれる。


　男たちは悲鳴をあげ、腰こし砕くだけになりながら逃げていく。


　胸が、またざわめく。


　嫌いやな予感だ。


　巨人に？


　違ちがう、シィナだ。





「だめ！」


　反はん射しや的に叫さけんでいた。


　次の瞬しゆん間かん、視し界かいが真っ白に染そまる。


　熱と風が、レアナに襲おそい掛かる。轟ごう音おんが耳を覆い、何も分からなくなる。


　暴ぼう威いが、レアナの周囲で荒あれ狂くるい、そして静まった。


　目を開けたとき、イェンがレアナに覆い被かぶさっていた。イェンの背中から細かな土くれが落ちていく。髪をまとめていた紐ひもが切れて、銀色の髪が汚よごれていた。


「ご無事で」


　それに頷うなずいて答え、レアナはイェンの体越ごしにその向こうにある光景を見た。


　夜が、押おし退のけられている。


　祖そ父ふの部屋にあった報ほう告こく書しよの映えい像ぞうとまったく同じだ。


　駆かけ抜ぬける光、視界一いつ杯ぱいに広がる爆ばく発はつ……そして灼しやく熱ねつに染まる大地。


　溶とけていく大地。


「やっぱり……シィナが」


　あの映像を生んだ張ちよう本ほん人にん。


　絶ぜつ望ぼう的なまでの破は壊かいの光景が目の前で展てん開かいされている。


　大地が、燃もえている。


　灌かん木ぼくや雑ざつ草そう、燃えそうなものはそこら中にあった。


　だが、これは違う。大地そのものが燃えている。


　正せい確かくに言うと、溶けている。


　大地が溶け、まるで炭すみのように赤い光を放っている。沸ふつ騰とうしたお湯のように泡あわを生み、弾はじけていた。


　それが溶よう岩がんと呼よばれるものだと、レアナは知ち識しきでだけは知っている。


　巨きよ人じんの前方にある大地だけが、溶岩と化している。


　辺りには高温の風が吹ふいていた。


　男たちの姿は、跡あと形かたもない。


「これが……」


　いつの間にそこにいたのだろう。ミランが、少し息を荒あららげて巨人を見上げていた。


「マシン・ドライブ」


　そう呟つぶやいてすぐ後、巨人の全身に亀き裂れつが走り、砕けた。崩くずれ落ちる巨人を、シィナが見上げている。遠くから、しかも赤黒く濁にごった景色の中ではシィナの表ひよう情じようは分からない。


　地面が揺ゆれたのは、巨人が崩れる余よ波はだろうか、それとも……


　考えるよりも早く答えは出た。地面が割われる。ひび割れた地面が斜ななめに傾かしげ、そして地下へと崩れ落ちていく。


　その崩落にシィナの姿すがたが混ざる。


「シィナ！」


　今度こそ飛び出した。肩かたにイェンの手がかすったが、構かまわずに走る。背はい後ごでイェンの鋭するどい声が走る。ミランが小さな悲鳴を上げた。レアナの足あし下もとで自分の体を支ささえていたしっかりとした感かん触しよくが消失する。


　レアナは、落ちた。
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　全すべてが赤く燃えていた。


（やめて……）


　レアナは叫んだ。叫んだつもりだった。だがその言葉は頭の中だけで響ひびき、声になっていない。


　どうしようもない無力感がレアナに襲い掛かる。


　ついさっきまで、きれいな街まち並なみがレアナを取り囲んでいた。赤に白に黄色、様々な色の建物がレアナの周りにはあった。道路一いつ杯ぱいに並ならんだ人々がレアナの乗る符ふ動どう車しやを見つめていた。


　それら全てが、今――真っ赤な炎ほのおの中にある。


（やめて！）


　レアナは何度も声にならない想おもいを解とき放つ。だけどその願いは届とどけられない。


　声にしなければいけない。言葉にしなければ、それは届かない。


　目の前に立つ、黒い影かげには。


　あらゆる災さい厄やくからレアナを守り、あらゆる敵てきを討うち滅ほろぼすためにそこにある――


　その影には……


（やめて！）


　レアナは手を伸のばす。声が出ない代わりに――当時はただ震ふるえるだけでなにもできなかったからこそ――手を伸ばす。





　その手が空を切る。


「あっ」


　目を開けると、辺りは一転して暗く、冷たい。


　暗くら闇やみがレアナを押し包んでいる。自分の手さえも見えない。レアナは頭を振ふってぼやける意識を正気に戻もどす。体のあちこちに打だ撲ぼくと擦すり傷きずの痛いたみがあった。


　夢ゆめと体が一体化していたように、レアナは宙ちゆうに手を伸ばしていた。その手を引っ込める。


　地面は柔やわらかい。立ち上がるレアナの足を飲み込み、聞き覚えのある、キュッという音がした。砂すなだ。砂さ丘きゆうかなにかの上にレアナはいる。


　水の流れる音がどこからかしている。


　手で体をまさぐり、ポーチから符の束を取り出す。厚あつみの減へった束から一枚まい引き抜ぬくと、咒しゆ音おんを唱えた。


「汝なんじ、闇裂さく蛍ほたる火び」


　符が指の間で弾はじけ、光が散らばる。淡あわく白い、無数の光の粒つぶが拡かく散さんし、レアナの周囲でとどまった。


　光が、ゆっくりと闇を押し退のける。


　淡い光が切り出した光景は、さらなる闇に覆おおわれた広い空くう洞どうだった。大きな地下水脈跡あとのように見える。辺りには反はん響きようする水の流れが静かに充じゆう満まんし、大きな石柱が幾いくつも天……地上に向かって伸びていた。


「地下に、こんなものがあっただなんて……」


　肌はだ寒ざむさに体を震わせ、レアナは呟つぶやいた。見上げても地上の光は落ちてこない。落ちたという記き憶おくはある。それなのに辺りに崩ほう落らくの跡はどこにもなかった。


（落ちた場所から移い動どうしている？）


　そうでなければ説明が付かない。


　首が疲つかれたので視し線せんを戻し、レアナは目を瞠みはった。


　少し離はなれた場所からレアナを囲むように岩の柱が突つき出している。


　ただ突き出しているわけではない。それはわずかに湾わん曲きよくしていた。一つならばそうおかしくはないのだが、レアナを囲む五本全てが、似にたような湾曲を見せていた。


　指のようだ。


　それは大きな片かた手ての指だった。それが砂丘から突き出している。レアナを乗せているようにも見えた。


　手首のあるべき方向を見る。腕うでらしきものが砂丘に半ば埋うもれている。さらに向こうには一回りも二回りも大きな石柱が一本、地上に向かって伸びていた。石柱にそってもう一度、上を見た。蛍ほたる火びの一部を頭上高くに移動させる。


　闇から、それは顔を突き出してきた。


　石柱ではなかった。


「巨きよ人じん石」


　風化の激はげしい巨人石がそこにそびえ、半ば削けずれた顔がレアナを見下ろしていた。枝えだのように伸びた腕は肘ひじから折れている。おそらくレアナの足あし下もと、砂丘に沈しずんでいるに違ちがいない。


「おかしい」


　そう呟いた。これはどう考えてもおかしい。


　淡い蛍火の光を星のように照り返し砂丘は広がっている。だが頭上を見上げても砂が落ちてくる様子はないし、それならば少しぐらい光が降ふり注いでくれてもいいのではないだろうか？


　だが、光はない。


　砂を摑つかむと、掌てのひらから静かな音をさせて落ちていく。砂すな粒つぶの色は巨人石の色と同じだ。わずかに黄き味みを帯びた砂は、蛍火を受けて黄おう金ごん色いろに輝かがやいている。


　巨人石が砂に変わっていっている？　そう考えるのが正しいのだと思う。だが、風もあまりないのだから風化現げん象しようは考えられない。地下水流で削られたとしたら、ここに砂が残るはずはないし、もっと平らに広がっているのではないだろうか？


　それにもう長い事、この空洞には大量の水が流れた形けい跡せきはない。


　ただあるだけで砂になる？


　それならば、ロードブラウッド博物館にあるものの説明がつかない。あれは完全な姿すがたを保たもっているのだ。


　どうにも納なつ得とくいかない。


　そこまで考えて、レアナははっと気付いた。


「シィナは？」


　現実感がようやく首をもたげる。彼女も落ちたのだ。この大空洞のどこかにいるに違ちがいない。


（怪け我がでもしていたら……）


　それで動けなくなっていたら……


「シィナ！」


　嫌いやな予感がレアナの声を高くさせた。


　声を上げ、大空洞を歩き始める。レアナの声はあちこちに反響しながら闇やみに吸すい込こまれていく。広すぎる大空洞では蛍火の光もはかなく、右も左もわからない。蛍火の数を増ふやし、広く辺りに散らすと、レアナは注意深く周囲を見回した。


　闇の中で黄味を帯びた、ほとんど形を残していない巨人石が、蛍火によって無数に浮うかび上がる。多くは天てん井じようを支ささえる柱のようにそびえているが、中には倒たおれ、折り重なっているものもある。地面は黄こう砂さが敷しき詰つめられ丘きゆう陵りよう地帯のようになって、レアナは何度も砂さ丘きゆうを上り下りして進んだ。


　音はするが、いまだに水の姿は見えない。


　何度も叫さけんでいると喉のどに痛いたみが走った。喉を押おさえる。砂丘を歩くのは思った以上に体力を消費する。足はすぐに砂丘に飲まれ、靴くつに砂すなが入り込み不ふ快かい感かんも増ます。


　折れ落ちたらしい巨人石の腕に、レアナは腰こし掛かけた。靴を脱ぬぎ、砂を出す。素す足あしを砂に置くと意外に気持ちよかった。


「ふむ」


　砂は多少湿しつ気けを含ふくんでいるが、冷たく気持ち良い。同じように冷えた空気が、熱くなったレアナの体と頭を冷やしてくれた。


　もしかしたら……という考えが湧わいた。


　巨人石がこれだけあるのだ。巨人石を操あやつる――あるいは覚かく醒せいさせているのだろうか？――とにかく、そんな力を持つシィナだ。もしかしたらもう脱だつ出しゆつしているのかもしれない。


「シィナが……」


　あの映えい像ぞうと関係していたなんて……


　ショックと同時に何か納得できるものもあった。少女の胸むねにあった宝ほう石せきと《マキナ》。それは、少女が常じよう人じんには立ち入れない境きよう遇ぐうの中にいる事を示しめしている。


　リィエンシーの秘ひ密みつ研究所と、テリードは言っていた。一体、あそこで何をされたのか。ぶつける場所のない怒いかりに、レアナは拳こぶしを握にぎり締しめる。


　そしてテリード。


　彼は死んだのだろうか？


　シィナとともに誰だれにも手の届とどかない場所にいくと言った、あの男は。


　シニカルな笑えみでレアナを煙けむに巻まくような態たい度どを取っていた。


　その癖くせ、シィナとの間に何者も立ち入れないような空気を作っていた男。


（シィナは、残されてしまったの？）


　やりきれない想おもいが胸にたまっていく。


　国家によって強きよう制せいされた人生に翻ほん弄ろうされた男。


（あんなもののために……）


　マシン・ドライブ。ミランはそう言っていた。


　あの大地の上に生まれた、映像と全く同じもの。光線が走り、大地が爆ばく砕さいし、地面が溶よう解かいしていく様。思い出しただけで寒気がする。実じつ際さいに目にしなければ、だれが現実だと思うだろうか。


　あんなものが――力が――誰かのものになっていいはずがない。


　国家が力を誇こ示じするために持つものではない。そんな事をすればドラグ・ヘッドの悪名を世に広めたレンゲンテ会戦と同じ事が起こるに決まっている。


「ふう」


　ため息を吐つく。リィエンシーまで行くつもりだったのだが、その必要はなくなってしまった。それは別にいい事でも悪い事でもない。騒そう動どうがレンドラントで起こるかリィエンシーで起こるか……それだけの違いだ。


　騒動……


　そこには被ひ害がいを被こうむる人たちがいる。その事を考えるとレアナの気分は重い。唐とう突とつに四年前の事を思い出してしまう。


　レアナは頭を振ふった。


「ああ、もう」


　夢ゆめで見た光景と重くなった気分を振り払はらう。多少、疲つかれは取れた。それよりもここでじっとしている方が嫌な考えに捕とらわれる。休きゆう憩けいは終わり。そう決めると、靴を摑つかもうと手を伸のばす。靴は指先を滑すべり、地面に落ちた。手が巨きよ人じん石の上に散った砂で滑る。


　指先が溝みぞを撫なでた。


「ん？」


　その感かん触しよくに首を傾かしげた。磨ま耗もうによる溝ではない？　溝は何か形を描えがいているように感じた。砂を払う。蛍ほたる火びを寄よせて、溝を視し界かいに浮き上がらせる。


（これは……）


　砂の下から現あらわれたのは紋もん様ようだ。巨人石に刻きざまれているのならば《マキナ》なのだろう。


　だが、レアナはこれに似にたものを知っていた。


「これは、咒しゆ文も字じ？」


　紋様の一部を指でなぞる。それが一番、レアナの知る咒文字に近い形をしていた。


（まぁ、当然ではあるのだけれど）


　世界中に数あま多たに存そん在ざいする術じゆつ理りは、歴史をたぐれば精せい霊れい崇すう拝はいという根こん源げんに辿たどり着く。レアナの使う符カード・道タオもまた、その前身は陰いん陽よう五行から派は生せいしたものの一つだ。現げん代だいでは符ふ動どう機関が発明・発達した事によりポピュラーな術理となっているが、他の魔ま術じゆつもちゃんと存在している。


　のだが……


「そういえば、巨人石にこれを見るのは初めてね」


　この紋様はドラグ・ヘッドにある《マキナ》とは違ちがう。ドラグ・ヘッドの肌はだに映うつる《マキナ》を解明しようとする魔術学者はたくさんいるが、それに成功したという話は聞かない。《マキナ》に咒文字に似たものがあるのならば、それはとっくに発表されるなりしているはずだ。


　レンドラント国内だけならば、魔術学者の論ろん文ぶんを多く読んでいるレアナだが、そんな内ない容ようが書かれていた記き憶おくはない。


　空白となったレスフォール時代の前時代の魔術記録からも《マキナ》に酷こく似じしたものは見つけられなかった。


《マキナ》は、過か去こから現代を繫つなぐ魔術の系けい統とう樹じゆから離はなれた場所に存在している。それが学会での定説だ。


（単なる偶ぐう然ぜんかしらね）


　そう思う事にした。その紋様も、咒文字に似てはいるが、その意味までは分からない。符カード・道タオを学ぶ者としてはとても興きよう味み深いが、今は別にしなくてはいけない事がある。


　初めての場所のせいだろうか、興味がどうしても他よ所そへと飛んでしまう。


　まるで、そうする事で自分の中にある心細さや不安感を払いのけようとしているみたいだ。


「まったく。イェンの奴やつめ、何をしているのかしら」


　今度こそ、レアナは砂すなに足を乗せると、歩き出した。
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　休憩を繰くり返しながら進む内にようやく川を見つけた。レアナの身長ほどの幅はばで、深さもあまりなさそうだ。だが水流だけは激はげしく、うかつに足を入れれば流されてしまいそうなほど水面は荒あらく波打っている。


　いい加か減げん喉のどが渇かわいていた。お腹なかも空いているが、食料になりそうなものはどこにもない。


「飲めればいいのだけれど」


　そう呟つぶやいて川に近づく。


「あっ」


　いきなり、そんな声が聞こえた。聞き覚えのある声だ。視線をそちらに向けると声の主は慌あわてて近くにあった巨人石の残ざん骸がいに身を隠かくそうとする。


「待ちなさい！」


　鋭するどい声を掛かけると、声の主は体を震ふるわせて、その場に立ち止まった。


　背せを向けたままの声の主に、レアナは安あん堵どの吐と息いきを零こぼして近寄った。


「まったく……探さがしたわよ」


　すぐ側そばに立ち、呆あきれた声を掛けるとこちらを振り向く。


　シィナだ。その顔にはふてくされた表ひよう情じようが乗っていた。


「借りは返したろ？　もうほっといてくれよ」


「借り？」


　視し線せんをそらしたままそう言うシィナに、レアナは首を傾かしげた。『借り』はシィナを助け、食事を与あたえたりした事だろう。


　なら『返した』というのは？


「もしかして、あなたがわたしをあそこに？」


　やはり、落ちた場所から移い動どうしていたのだ。


　少女はふてくされた顔のまま、押おし黙だまっている。


「もう、ならなんで一いつ緒しよにいないのよ」


　心配したのよ。そう付け加えても、シィナはなにも答えない。


「とりあえず、休みましょう。あなたもそうしてたんでしょう？」


　返答も聞かず、レアナは川に近ちか寄よる。水を手ですくうとかなり冷たかった。それに驚おどろくほど透すき通っている。手を洗あらい、顔を洗い、それから飲んだ。水は冷たすぎた。舌したが麻ま痺ひしたようになって味が良く分からない。


　渇きを癒いやし、振ふり返ると、シィナはまだその場に立ち尽つくしている。慌てて視線をそらせたように見えた。


「どうかしたの？」


「……別に」


　無ぶ愛あい想そうな返答にはもう慣なれた。とりあえず逃にげ出す気配がないことだけを確たしかめると、レアナは少女のそばに腰こしを下ろす。


「…………」


「…………」


　シィナはむっつりとした様子でレアナを拒きよ否ひしている。話しかけづらい。気まずい空気がレアナを包囲していた。


　それでも、聞きたいことがある。


「ねえ……」


　聞きづらい事だ。誰がどう見てもそう取るだろう場面を見て、それでも確かく認にんを取らなければいけない。


「テリード……彼は……」


「死んだよ」


　ボソリとした声は冷たい。


「そう……」


　蛍ほたる火びに照らし出されるシィナの横顔は硬い。固く結ばれた唇くちびるには、まだ朱あかい血の跡あとがあった。まぶたが、少しだけ赤く腫はれている。


　強いというべきなのか、レアナは戸と惑まどった。


　こんな幼おさない少女が、あれほどまでに心を許ゆるしていたテリードの死を前にして、この程てい度どの哀かなしみしか面おもてに出さないなんて。


（わたしにはできない）


　思い出すのはさっき見た夢ゆめ。火の海に沈しずんでいく街。


　あの時は、こんなものではなかった。自分の言葉が生み出した現げん実じつに、レアナは耐たえられなかった。


　シィナの覗のぞいてきた闇やみの深さを想そう像ぞうして、レアナは眉まゆをひそめた。


「ここがどこか、知ってる？」


「知らない」


　シィナの答えは相変わらず素そっ気けない。


「でも……」


「ここにこいつらがいるってのは分かったけど、どうなってるかなんて、知らない」


　こいつらというのは辺りにひしめく巨きよ人じん石の事だろう。


「そう……」


　深く息を吸すうと大きく吐はき出す。いつまでもこうしていても、何も変わりはしない。


　気分を変える。強ごう引いんに、無む理り矢や理りに。


　レアナは明るい声をあげた。


「じゃあ、出口を探さがさないとね」


　シィナを見つけられた。後は本当にそれだけだ。


　テリードの遺い体たいを見つけるべきなのかもしれない。だが、今のこの状じよう況きようはそんな余よ裕ゆうを与あたえてはくれないかもしれない。


　イェンたちの事を考えた。蛍火はいまもレアナたちを包んでいる。あちらから見つけるのには最さい適てきな目印なのだが、これだけ広大な空くう洞どうの中ではどれだけの役に立っているのか、あまり自信はない。


「…………」


　ぼそりと、シィナが何かを言った。


「なに？」


　シィナはまだそこに立ち尽くしている。顔は川を睨にらみつけるようにしていた。


　そしてもう一度、今度ははっきりと、吐き捨すてるように言った。


「怖こわくないの。あたしが！」


　シィナの怒ど鳴なり声が闇の中でかすかに反はん響きようし、吸い込こまれていく。


「ああ……」


　言葉の意味を考え、納なつ得とくした。


　あんな、大地を溶よう岩がんに変えるような力を持つ巨人石――マシン・ドライブ。


《マキナ》を持つシィナ。どんな形かはまだ分からないが、巨人石があの力を発はつ揮きした事に関係しているのは間ま違ちがいない。


　シィナは服を摑つかみ、白い歯を軋きしらせる。


「村の人たち、みんな……あたしを怖がった。あたしが……あたしは！　村の……」


　口ぶりからして、シィナの育った村で何かあり、そしてマシン・ドライブの力を使わなくてはならない事じ態たいに陥おちいったのだろう。


　その結果、村の人たちに恐おそれられた。


「あなたが何の躊ちゆう躇ちよもなく、あの力を振ふり回すのなら、確かに怖いわ」


　ようやく、シィナがこちらを見た。その目はレアナの言葉に驚おどろいているようでもあり、次に来る言葉を恐れているようでもある。その目を見つめ、レアナは訊たずねる。


「どうなの？　あなたは何の躊躇もなく、その力を使って回りたいの？」


「そんな事！……するわけ、ないだろ」


「そう。なら何の問題もないわ」


　言うと、レアナはシィナの腕うでを摑み、座すわらせた。シィナはそれに黙だまって従したがう。


「それに……」


　レアナは苦い笑えみを浮うかべる。シィナが様子を窺うかがうように視し線せんを向けてくる。


「それに、わたしはあなたを怖がれないのよ」


　意味を理り解かいできていない様子のシィナの前で、レアナは服のボタンを外す。そうしてレアナは、シィナに自分の肌はだを見せた。


「！」


「ね？」


　シィナは息を飲んでレアナの肌に刻きざまれているものを見つめていた。そこにあるのはシィナのものとは形が違うが、シィナのものと同じもの。


《マキナ》だ。


　シィナのように青い宝ほう石せきが付いているわけではない。ドラグ・ヘッドのように状況によって形を変えるわけでもない。それは一つの形を止とどめてはいるが、現げん在ざいのどんな魔ま術じゆつ紋もん様ようとも一いつ致ちしない形をしている。


「ステューピッド……」


「え？」


　シィナがボソリと呟つぶやく。その顔は驚きで引き攣つっていた。


「じゃあ、あいつは……《ステューピッド》してるの？」


　背せ筋すじに一いつ瞬しゆん、冷たいものが走った。どうしてシィナがその言葉を知っているのか、どうして彼がそうだとわかったのか……


「そうよ」


　レアナは頷うなずいた。荒あらく揺ゆれる心を落ち着かせる。


「それでもわたしにはこれは……とても大切なものだわ」


　その言葉に噓うそはない。この《マキナ》はレアナに重く――夢ゆめに見るほどの――苦しいものを背負わせたが、それでも大切なものだという事に変わりはない。


　ボタンを嵌はめると、レアナは驚くシィナに笑みを見せた。


「そんなことより、今はここから出る事を考えましょう」


　川の音が聴ちよう覚かくを支し配はいする。そんな静せい寂じやくが二人を押おし包んでいた。シィナは何も言わず、レアナも何も言わない。砂すなの感かん触しよくは冷たく、鼻を抜ぬけた空気は鼻び孔こうを痛いたくさせた。天てん井じように張はり付いているような闇やみの奥おくで、幾いくつかの巨きよ人じん石が崩くずれかけた顔を虚こ空くうに向けている。伸のばした手はなにも摑んでいない。何も摑む必要はない。ここには何もないのだから。


（ああ、ここは墓ぼ地ちだ）


　唐とう突とつにそう思った。ここは巨人石たちの墓地なのだ。地下墓所カタコンベだ。暗く冷たい闇の中で、巨人石たちは緩ゆるやかにその巨きよ軀くを自然に還かえしていく。それが、この黄こう砂さだ。
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　頰ほおを撫なでる程てい度どに風は流れている。髪かみを撫で、絡からみついた黄砂を払はらう。黄砂の粒つぶはそのあるかなしかの風に乗り、川下に向かって流れていった。


　水の流れに埋うもれるようにして、空気が震ふるえているのをレアナは感じた。感じていた。レアナは視線を川に向けたまま動かない。右の鼓こ膜まくはその震えをとらえ、左の鼓膜は水音のみを聞き続けた。


　砂に触ふれていた手を放す。張り付いたままの粉のように細かい砂を払い、レアナはシィナに手を伸ばした。肩かたを摑み、引き寄よせる。少女はいつもの憎にくまれ口を叩たたく事もなく、その手を振り払う事もしない。少女の頰が肩に置かれた。震えが直じかに肩に伝わる。


「ばかね」


　レアナはそう言った。空気を静かに震わせていたものが激はげしくなる。レアナは肩にあるシィナをさらに抱だき寄せ、胸むねに抱かかえた。シィナの手が背に伸びる。肩を摑つかんでくる。握にぎり締しめてくる。胸でシィナの泣き声はくぐもって響ひびいた。布ぬの地じが温かく濡ぬれていく。


「ほんと、ばかばかりだわ」


　自分も含ふくめて。


　世の中には本当にばかしかいないのだろうかと、天井の闇を見ながら考えた。


　眠ねむる巨人石はレアナの問いには答えてくれなかった。


　微かすかに、シィナが口にした「テリード」という言葉が胸を震わせた。
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　オージンの街は普ふ段だんどおりに機き能のうしている。まるで昨夜の騒そう動どうなどなかったかのごとく、人々は通りを歩き、日々の生活に埋まい没ぼつしていた。街だけが、くたびれた印象をさらに濃こくしている。


「ああう……」


　昨夜、自分が壊こわした建物にはすでに大工たちがやってきており、修しゆう繕ぜんを始めようとしていた。保ほ安あん官かんが倒とう壊かいした建物の持ち主たちと立ち話をしている。


　気まずい気分で、ミランはそれを眺ながめていた。


　ミランは通りを挟はさんだ反対側にいた。ミランの側そばには新しい馬車があり、そこには幾つかの荷物がすでに積み込まれている。その側には馬が二頭、近くにあったガス灯に繫つないである。


　振ふり返れば、そこには一つの商店がある。『スミス＆ウェッジの』と看かん板ばんには書かれてあった。銅どう板ばんなのに残りの部分は割われている。もしかしたらミランのせいかもしれない。そう考えて、また気まずい気分にさせられた。


　ショウウィンド越ごしに店内を眺めると店主らしき男とイェンがなにやら交こう渉しようしている姿すがたが映うつっている。


　手持ち無ぶ沙さ汰たなミランはあうあうとうなりながら、挙動不ふ審しん気味に辺りを見回す。通りすがる人が不審げな目でそんなミランを見ていた。


　やがてイェンが店から出てくる。


「何を踊おどってるんですか？」


　イェンは太い紐ひも状じようのものを肩に何重も巻まきつけている。店員らしき男がイェンの後に続いて出てくると、指し示じにしたがって木箱を荷台に積んだ。


　ミランは慌あわててイェンの言う踊りを止めると、訊たずねた。


「あの、イェンさん。レアナさんを探さがしに行かないんですか」


「これから行くんですよ」


　肩に掛かけた紐を荷台に放ほうり、埃ほこりを叩く。神しん経けい質しつそうなその目を見て、ミランはなぜだか知れないが圧あつ倒とうされるものを感じ、彼と荷台にあるものを見み比くらべた。


「それで、これはなんに使うんですか？」


「もちろん、お嬢じよう様さまを救い出すためにです」


　当たり前の事を聞かないでください。そう言わんばかりの態たい度どで、一頭の手た綱づなを外し、引き寄せると御ぎよ者しや台だいに乗る。


「あなたこそ、どうするのですか？」


　イェンは今にも手綱を振りそうだ。ミランは慌てて残った一頭の手綱を外すと馬に飛び乗った。
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「それで、残るというのかね？」


「ええ」


　誰だれかと誰かが会話している。


「彼だけ残して、わたしが行くというのは気分が悪いわ。……わたしがそうさせたというのに。彼は、もう普ふ通つうのマスターに仕える事はできないのよ」


「くだらん感かん傷しようだと思うがね」


「あらっ、感傷にも浸ひたれないような人間を、わたしは信用しないわ」


「なら、私は君から信用されていないのかな？」


「あなたがここを去ることそれ自体、感傷的ではないの？」


「…………」


　男が押し黙だまり、女はフフッと笑った。


「誰かが残らなければいけないのよ。わたしたちの後に続くために。……なら、わたしがその種になるわ」


　女は誇ほこらしげにそう言った。





　――変な夢ゆめを見た。


　いつの間にか眠っていたのだろう。レアナはゆっくりと目を開けた。


「ん」


　ひどく寒い。眠ったせいで体温が奪うばわれた。体が芯しんから冷たくなっている。


　ただ、体の前面だけはなんとか温かさを保たもってくれていた。


「ん～」


　その温かさの元が、レアナが動いたためにできた隙すきを埋うめようと手を伸のばし、レアナの服を摑つかむ。レアナは苦く笑しようして自分から引き寄せてやると頭を撫なでた。


　シィナだ。


「眠ねむってると、まぁ年相そう応おうね」


　蛍ほたる火びの数が減へっている。蛍火はとても軽い。かすかにある風に押し流された。視し線せんをめぐらせると、闇やみの向こうで白い光の点が二、三見えた。


　その中にオレンジの光がある。


「イェン？」


　まだ眠気が取れきれていない。ぼんやりとした意い識しきでそう考えた。


　だが、違ちがう。


　茫ぼうとしたオレンジの光は無数にあり、闇を押し退のけている。


　意識が冴さえた。周りにあった蛍火をできるだけ自然に散らせる。それからシィナを起こした。


　薄うす闇やみの中でシィナの寝ね惚ぼけた声が聞こえる。


「静かに」


　レアナがそう言うだけで、察してくれたらしい。レアナに抱だきついていたシィナが離はなれ、砂すなを鳴らした。


「あれ？」


　レアナは頷うなずき、近寄ると、耳打ちした。


「そう。どう思う？」


　イェンではない。レアナの執しつ事じならば、あんな大人数を連れてくるような真ま似ねはしないだろう。ならば後は偶ぐう然ぜんここを見つけた考古学者の調ちよう査さ隊たいか……


「奴やつらだ」


　シィナの声は強こわ張ばっている。リィエンシーかレンドラントかは分からない。とにかく、やってきたのはシィナを追ってきた者たちだ。


「見つかると厄やつ介かいね」


　符ふはもう、数えるほどしかない。上手うまくやり過すごすしかない。


　そう考えていると、シィナが離れていった。


「シィナ！」


　声をひそめて呼よびかける。答えはない。周囲からは蛍火がなくなり、闇が色いろ濃こくレアナたちを包んでいた。砂の音はシィナが離れていくのを伝えた。気付かれないようにしながら、音を追う。


　音を追いかけていくと、シィナは川に沿そって上流に向かっているのがわかる。川に沿って歩くおかげで、足音は水音にかき消されてしまう。


　濃のう密みつな闇の中で足音だけを頼たよりに進んでいると、やがてその足音が消えた。


「シ、シィナ？」


　連中のランタンの明かりも近くにある。自分らしくないか細い声に、レアナは情なさけない気分になった。手を周囲に伸ばす。空を切っていた手が硬かたいものに触ふれた。砂で滑すべるこの感かん触しよくは巨きよ人じん石だ。


　もう一度呼びかける。巨人石伝いに歩いていると、いきなり手首を摑つかまれた。喉のどまで上った悲鳴を何とか飲み込こむ。手首に当たる感触は小さく細い。


「シィナ」


「しっ！」


　指を口に当てているのだろうが、見えない。引かれるままに座すわり込んだ。


「ちょっと静かにしててよ」


　押おし殺された苛いら立だちに、レアナは口を噤つぐんだ。闇の中ではシィナの感触だけが頼りだ。手を放され、レアナはシィナに手を伸ばす。肩かたに触れた。


　肩からの感触は、シィナが前方に手を伸ばしている事を伝えている。そのまま、シィナは動かない。微び動どうだにしない。服越ごしの肌はだの下、シィナの温ぬくもりがジワリと伝わってきた。


　石のように動かなくなったシィナの代わりに、静かだった空気がざわめきだした。緩ゆるやかにあった風の流れが強くなったわけではない。空気が縦たてに震ふるえていた。空くう洞どうを満たしていた水音までも細かく刻きざまれている。


　足の下の砂すな粒つぶも震えていた。


　何もかもが震えている。背はい後ごで男たちの戸と惑まどう声が聞こえた。振ふり返ればランタンの群むれがすぐ側そばで慌あわただしく揺ゆれている。


　闇の中、ほのかに輝かがやくものがあった。シィナの胸むな元もと、《マキナ》の中心にある、あの宝ほう石せきだ。


　闇の中だからこそ見えたのだろう、ほの青い光が服の隙間から零こぼれている。


　レアナは息を飲んだ。男たちにこちらの所しよ在ざいが知れる危き険けんもあったが、それよりもすぐ側にいるシィナが、レアナを圧あつ迫ぱくする。空洞を震しん動どうさせているのは間違いなくシィナで、震動しているものは目の前にあるはずの巨人石だ。


　そしてあの光が、周囲に満ち溢あふれる。巨人石の放つ白い輝きが、闇やみを息つく暇ひまもなく寸すん断だんする。レアナの視し神しん経けいは痛いたみに引き攣つった。眼がん球きゆうを切り裂さかれる錯さつ覚かくに思わず声をあげる。だが、そんな声は簡かん単たんに押し潰つぶされ、男たちのあげる悲鳴も踏ふみ散らされる。


　震動は激げき震しんに変わり、周囲の砂はその震えで舞まい上がった。


　空洞を圧迫する重い律りつ動どうがレアナを揺らし、甲かん高だかい、金きん属ぞくの回転する音が天てん井じようを突つき抜ぬける。


　地面が一度、大きく揺れた。下から砂が突き上げてきてレアナを浮うき上がらせる。シィナに触れていた手は完全に離れ、レアナの体は砂流に飲まれ、落下した。


　降ふり注いだ砂を振り払はらう。レアナは砂に飲まれようとしていた。目に砂が入り込んだ。涙なみだがまぶたの奥おくから溢れ出す。


「シィナ！」


　下半身を覆おおう砂を払いのけながら少女の名を叫さけぶ。砂は生き物のように揺れ動き、レアナを飲み込もうとしていた。


　恐きよう怖ふは刹せつ那なの内にレアナの足を摑んだ。そのまま底に引きずられていく感覚が、レアナを混こん乱らんの坩る堝つぼに叩たたき込む。


「イェン！」


　叫んだ。腕うでが砂すなを払うのを止め、宙ちゆうに突き出される。


　その手が摑まれた。握にぎり返してくる手の感触が誰のものかもわからず、その感触にすがる。レアナの体はゆっくりと砂の口こう腔こうから引きずり出された。


　解かい放ほうされた体を這はわせて、手の主を抱だきしめる。いや、すがりついた。レアナの頭の中ではその感触は逞たくましい。幼おさないレアナを抱き上げてくれた執しつ事じの腕だった。


「ちょっと！」


　慌あわてた声で我われに返った。それはレアナの考えていた声こわ音ねではない。細く、甲高い。レアナがしがみついているのはレアナよりも小さく細く、背せ中なかに回された腕も硬くはない。むしろ柔やわらかい。


　なんとか目を開けられた。染しみるように痛む目が映したのは、慌てふためくシィナの顔だった。


「あんた、大だい丈じよう夫ぶ？」


　顔を歪めて聞いてくるシィナに、レアナは何も答えられなかった。冷えた頰ほおがあっという間に熱くなる。自分がシィナに向かって何を口走り、そして何と間ま違ちがえていたのか、凄すさまじい速度で理解した。


　耳元でシィナが大声をあげる。


「ねぇ？」


「え、ええ。大丈夫、大丈夫よ」


　熱くなった頰を誤ご魔ま化かすように、レアナは何度も頷うなずいた。


　轟ごう音おんは空洞を支し配はいし、大声を上げなければ隣となりのシィナにも声がとどかない。光は消えていた。だがもはや、辺りを支配しているのは暗闇ではなく、仄ほの白じろい、蛍ほたる火びとは違う光だった。


　それは蛍火などと比くらべるまでもなく巨きよ大だいだ。


　もうそれは、巨人石ではない。


　マシン・ドライブ。人の形をした、巨大な存そん在ざい。


　絶ぜつ対たい的な存在が動き出すその姿すがたは……しかし痛ましかった。


　レアナの頭上で四つん這いになって、淡あわい光を放っている。


　銀色の巨きよ軀くを覆う鎧よろいはひび割われ、剝はがれている。剝がれ落ちた装そう甲こうの奥で金属を束ねた筋きん繊せん維いが蠢うごめいていた。


　そのたびに、隙すき間まから液えき体たいが噴ふき出す。


　装甲が輝いているのではない。筋繊維から飛び出す液体が輝いていたのだ。辺りの砂を濡ぬらすその液体が、白く淡い光を発していた。


　そして、装甲の表面にも発光体がある。それは線を引き複ふく雑ざつに絡からみ合い、紋もん様ようを描えがいている。


　レアナが見た、あの巨人石に刻きざまれていた紋様だ。


　装甲に幾いくつも散らばったその紋様は同じ形をしていた。


　呆ぼう然ぜんと見上げるレアナの眼前で、紋様の一つが激しい輝かがやきを放つ。やがて、その周囲の装甲にひびが入り、剝がれ落ちた。


　あの紋様は、マシン・ドライブに死を与あたえる？


　写真でだけだが、ロードブラウッド博物館にある巨人石にはこんなものは刻まれていない。ならば、そう考えるのが妥だ当とうなのだろう。


　あるいはあれこそがマシン・ドライブを大地に還かえす徴しるしなのかもしれない。


　シィナはその、いまにも死にいこうとしているマシン・ドライブを叩き起こし、戦わせようとしている？


　隣で、シィナが熱っぽい、取り憑つかれたような顔をしていた。顔には堪たえがたい笑えみが浮かび、目は爛らん々らんと輝いてマシン・ドライブの先を見ている。体が震ふるえている。それが怒いかりのためなのか笑いのためなのか……レアナには区別できない。


　視し線せんの先にはあの男たちがいた。ランタンは地面に落ち、零こぼれた油に引火していた。砂に埋うもれかけた連中は逃にげ出そうともがきながらも、マシン・ドライブに目を向け、意味のなさない悲鳴を上げている。


　探たん検けん家かや調ちよう査さ隊たいという出いで立ちではない。シィナを追ってきた連中に違いない。


　だが、もう戦意はない。見たところ、雇やとわれただけの者なのだろう。このまま逃がしても何の問題もない。おそらく、二度と関かかわろうとはしないはずだ。


「シィナ」


「なんだよ！」


　肩かたに手を伸のばすと、邪じや険けんに振ふり払はらわれた。シィナの顔には、楽しみを邪じや魔まされた子こ供どもの怒おこった瞳ひとみがあった。


「もう十分よ。やめなさい」


　そう言った後の、シィナの態たい度どの変化は激はげしかった。子供っぽい怒りではなく、はっきりとした敵てき意いが全身から溢あふれ出し、レアナを睨にらむ。


「なんで！」


「彼らにはもう戦意がないわ」


「うるさい！」


　シィナの指が男たちに突つきつけられる。足を取られて逃げる事もできない男たちを突き指し、叫さけんだ。


「あんな連中、殺して何がいけないって言うんだよ！」


「あなたの気持ちは分かるし、その衝しよう動どうも理り解かいできるけど……だめなのよ！」


　突き出した腕うでを摑つかみ上げる。シィナはもがき、レアナから離はなれようとする。レアナも逃のがさない。その内に揉もみ合いになり、倒たおれ、砂すなの上を転がった。


「人を殺すっていうのは、簡かん単たんな事ではないの」


「簡単さ！　ただ命じればいいんだ！」


「そういう意味の簡単ではないわ。人を殺すという事は、そこにある色んな繫つながりを引き裂さくという事なのよ」


　砂の上で暴あばれる少女を押さえつける。


「あの連中が今まで築きずき上げてきたものを壊こわすという事なのよ。あなたが殺すのは目の前にいるあの男たちだけではなくて、あの男を知っている人たちの心の一部さえも殺すという事なのよ。それが、分かっているの！」


　必死に、レアナは必死に叫んだ。レアナの叫びはレアナ自身にも返ってくる。胸むねの奥おくで切り刻まれたような痛いたみを感じた。はだけたシィナの胸むな元もとで《マキナ》が青い光を走らせている。それに、目がいく。シィナの顔が強こわ張ばり、レアナを押し退のける。はだけた胸元を隠かくし、叫んだ。


「じゃぁ、あたしは……。この、あたしの……殺された心はどうすりゃいいんだ！」


　その一言がレアナを束そく縛ばくした。


　シィナの背はい後ごで、マシン・ドライブが崩くずれた。


　剝むき出しになった胴どう体たいの筋きん繊せん維いが突とつ如じよとして融ゆう解かいする。露あらわになった背せ骨ぼねが折れて、巨きよ軀くの真ん中が崩れた。下半身が砂に倒れ、そのまま崩れていく。砂さ丘きゆうに突き刺ささった上半身は骨と、溶とけかけた筋繊維を引きずり、体をもたげようとする。


　砕くだけた兜かぶとに隠されていた頭部は巨きよ大だいな髑どく髏ろだった。穴あなだらけのそれから光が零れる。


「じいちゃんと、ばあちゃん……テリード！　あたしは、どうすりゃいいんだ！」


　光が放たれた。


　眩まばゆい光線が放たれる。巨人の頭部と地面が一いつ瞬しゆん白い線で繫がり、そして砂が爆ばく発はつする。火の柱が噴ふき上がる砂を押し退けるようにして立ち昇のぼった。


　炎ほのおが渦うずを巻まいた場所が、あの連中のいた場所だというのは確かく認にんする必要もない。人の焼ける臭においすら残らない。


　それが最後の力だったのだろう。空くう洞どうを圧あつしていた巨人の音は急速に静まり、そして消える。輝かがやきは失われ、ただの石に戻もどる。


　そして、崩れた。


「どうして、あの子を静かに逝いかせてあげなかったの？」


　その光景が、とても胸を痛くさせる。この言葉だけは理り屈くつではない。理屈では説明できない。ただ胸が痛む。四し肢しを腐くさらせながら、それでもシィナの意い志しどおりに動く、動こうとしたように見えた。そんな巨人の姿すがたはレアナをとても哀かなしくさせた。


　シィナははっとした顔をし、目をそらせた。


　レアナが推すい測そくした事は、シィナにだって分かっていたはずだ。


　暗い空洞で、冷たい闇やみに包まれて緩ゆるやかな死を迎むかえていく人じん造ぞうの巨人たち。そんな巨人の、命の残り滓かすを搾しぼり出させるようなこの行こう為いを、シィナだって正しいとは思っていない。


　その態度がレアナにそう伝えている。


「……だけどさ」


　シィナの言葉は突然の爆発にかき消された。岩を力任まかせに砕くようなその音に、二人の視線が集まる。


　爆発は川向こうからした。赤い閃せん光こうが岩がん塊かいと砂をばら撒まく。


　その奥から明るい、黄き味みを帯びた光が射さしこみ、二つの影かげを浮うき彫ぼりにする。


　シィナの顔が強張った。レアナも反はん射しや的に残りの符ふを構かまえる。


「げほげほ」


　影の一つが激はげしく咳せき込こんだ。


「もう、これ……ちょっと豪ごう快かいすぎます」


　砂すな埃ぼこりを吸すい込んだのだろう。影の一つは咳き込みながらもう一つの影に抗こう議ぎした。


「あなたに任せるとこれでは済すみそうにないですからね。もう少し力加か減げんというものを覚えておいてくだされば、私も楽ができたのですが」


「だからって、爆ばく弾だんて……」


「これでなかなか、配置の計算をするのは難むずかしいのですよ」


　澄すました声には覚えがある。


「イ……」


　レアナよりも先に、その声が空洞に広がった。


「お嬢じよう様さま、そこにいらっしゃるのはわかっています」






　第四章　追つい撃げき者しや







　赤く焼けた薪たきぎが弾はじけて火花を散らした。散った火花は炎の生む気流に飲まれて空に昇っていく。


　それはあたかも空に吸い込まれ、星になったかのようだ。


「ご飯ができましたよ」


　焚たき火の上で鍋なべをかき回していたイェンが言った。


「はぁ～ようやくですか。もうお腹なかペコペコです」


　ミランがふらふらと、口をだらしなく半開きにして焚き火に近ちか寄よっていく。


「お嬢様？」


「えっ、ええ……」


　物思いに耽ふけっていたレアナは空に昇る小さな火を追うのをやめて、地上に目を向けた。


　オージンの街から離はなれた街かい道どう沿ぞい。


　レアナたち一行はそこにテントを張はっていた。


　空洞から出てみると、そこはオージンからあまり離れてはいなかった。マシン・ドライブが融ゆう解かいさせた大地はすぐ近くにあり、今、その場所は黒々と凝ぎよう固こし、まるで巨きよ大だいな傷きず痕あとのようにささくれ立っている。


「シィナを見てくるわ」


　言うと、焚き火から少し離れた場所に張ったテントに向かう。空洞を脱だつ出しゆつした後、シィナは大人しくレアナたちに従したがってくれた。だが、レアナに心を開く様子はない。


　一度は、開いたかのように見えたのに……


『どうして、あの子を静かに逝かせてあげなかったの？』


　空洞でレアナが言った言葉。


　最後の最後で、ドジをした。


　その事を後こう悔かいしつつ、入り口の布ぬのをめくる。


　テントの中を覗のぞくと、シィナと目が合った。


　いつから目が覚めていたのだろう。少女は強こわ張ばった表ひよう情じようをしてレアナを見ている。


　違ちがう。


　強張っているのはレアナの方だ。それがシィナに移うつっている。


　レアナは表情を軽い笑えみに変えた。


「ご飯ができたわ」


　その笑みがどれだけ上手うまくできているのか、自分ではよく分からない。


「さあ、食べましょう」


　手を伸のばす。


　その手をシィナが摑つかみ返す事はなかった。そのまま横をすり抜ぬけていく。


　少し遅おそい夕食は野鳥の丸焼きに、乾かん燥そう肉にくの入った塩スープ、それに食後のコーヒーだ。


「うわぁ。あんなごたごたしてて、よくコーヒー豆が手に入りましたねぇ」


　少し大きめのコーヒーメーカーから黒い雫しずくが落ちていくのを、ミランは嬉き々きとした様子で眺ながめている。


「旅先だからとて、お嬢様が不自由を感じられてはいけません。執しつ事じとして当然の事です」


　イェンが澄ました顔で急きゆう造ぞうの、まだ生なま木きの匂においのする板の上で野鳥の丸焼きを切り分け、皿に載のせていく。


「では、いただきます！」


　フォークに肉を突つき刺さし、口に運ぶ。数度口を動かした所で、ミランはブルブルと体を震ふるわせた。


「美味おいしい！　うわぁうわぁ、塩だけじゃないですよね。なんですか？　この味？」


「秘ひ密みつです」


「ええ、そんな～。あっ、そういえばなんかゴリゴリすり潰つぶしてましたよね？　あれに秘密が？　うう～なにかななにかな……ああ、スープも美味しい。ほっとしますぅ」


　一人元気に喚わめいているミランの横で、レアナは黙もく々もくと食事を続けていた。


　その横、少し離れた場所で、シィナはさらに静かにスープをすすっている。


「美味しい？」


　話し掛かけると、シィナは顔をそむける。


「ねぇ……」


「レアナさん、レアナさん！　イェンさんひどいです。味付け教えてくれないんです！　うう……そりゃぁあたしは料理ができませんけど、でもでも、美味しい物の秘密を世間に公表すれば、世界中どこでも美味しい物が食べられるようになる。そう思いませんか？」


　ミランの怒ど濤とうの言葉によって、レアナの言葉は押おし潰つぶされてしまった。


「あれ？　レアナさん……」


「あ・な・た・ねぇ」


「あれ？　もしかして、怒おこってらっしゃいます」


「ええ、とってもね」


　フォークを持っていた手に、いつのまにか乗馬鞭むちが握にぎられる。


　パァン！


「うひゃぁ！」


　額ひたいに乗馬鞭の一発を食らって、ミランが転げる。それでも、手に持った皿からなにも零こぼれ落ちない。


「うう……レアナさん、ひどいですぅ」


「おとなしく食べなさい」


　ミランに言い捨すて、レアナはシィナを見た。シィナはもう食事を終え、テントに戻ろうとしている。


「ああ、シィナさん。コーヒー飲まないんですか？　美味しいですよ。大人の味ですよ。ちょっぴり苦いです」


　ミランがどれだけ言っても、シィナの足が止まる事はなかった。


　シィナがテントの中に戻ると、その場が一気に静かになった。


「はふぅ……」


　ミランがため息を吐つく。


「シィナさん、元気になってくれませんねぇ」


　その言葉ですこし考えを改めた。もしかしたらミランは、シィナの気持ちを解ときほぐすためにあんな行動に出たのだろうか？


「それで、イェンさん。このスープは何をダシにしてるんですか？」


　前言撤てつ回かい。やっぱり違ちがう。


「ミランさん」


　こめかみの辺りが痙けい攣れんしているのを感じながら、声をかける。


　できるだけ声を低くして、テントに入ったシィナには聞こえないように。


「はい？」


「あなたのあの言葉……意味を教えてくれませんか」


　マシン・ドライブ。


「あっ……」


　焚たき火でほの赤く染そまったミランの表ひよう情じようが、暗くなる。


　どんな存そん在ざいなのか、それは推すい測そくする事ができた。だが、それが正せい解かいだとは限かぎらない。


「それは……」


「リィエンシーの見つけた発はつ掘くつ兵器ですね。しかもマシン・ドライブとは……ずいぶんなものを掘ほり出してくれたものです」


　コーヒーをカップに注いでいたイェンがため息を漏もらす。それに、ミランはしっぽのようにしたみつあみを振ふり回す勢いきおいでイェンを見た。その目はイェンを非ひ難なんしている。


「なんで言っちゃうんですかぁ」


「あなた、まだ気付いていなかったんですか？」


　イェンの冷たい視し線せんに、ミランは戸と惑まどう。


「え、なにがですか？」


　頭に？マークを浮うかべたままのミランに、レアナはため息を吐いた。ついでにイェンを睨にらみつける。


　できれば知られたくなかった。


「お嬢じよう様さまの名はレアナ・バーミリオンです」


「レアナ……バーミリオン」


　キョトンとした顔で名前を繰くり返す。


「バーミリオン、バーミリオン……」


　しばらくもごもごと口の中で呟つぶやいていたミランはある拍ひよう子しに、顔を引き攣つらせた。


「バ、バ、バ……バーミリオン大だい統とう領りようのお孫まごさんですか！　て、て、てことはイェンさんは……」


「クリムゾン・イェン・シェンカー」喉のどを痙攣させるようにしてミランがその名を呟く。


「こここここ、これはとんだ失礼をいたしましたです」


「気付いてはいたのでしょう？」


「そ、そりゃぁ、イェンさんの事は気付いてましたけど、まさか、そんな凄すごい方だったなんて……ひぇ～お許ゆるしを～」


「……別にそこまで卑ひ屈くつになる必要はありませんが」


　凄すさまじい勢いで平身低頭するミランに、二人は呆あきれた顔をした。


「うう……そんな、とんでもないです！　レアナさんは凄いんです。あたしたちからしたら、大統領よりも偉えらいんです。なにしろ数少ないマスターなんですから！　はわー、いいないいな」


　目を輝かがやかせ、レアナとイェンを交こう互ごに見つめてくる。意外な尊そん敬けいの眼まな差ざしに、レアナは気け圧おされそうになりながらも聞きたいことを訊たずねた。


「では、やはりミランさんはレンドラントの……」


「あっ」


　しまったと、ミランは口を押さえる。


「うう……ずるいです」


　涙なみだ目めで睨みつけてくるミランに、レアナは苦く笑しようした。


「しかし、イェン……」


　正直な所、レアナも少し驚おどろいていた。


　イェンがマシン・ドライブについて何か知っている。


　そんな事、彼は一言も言ってくれなかった。


　いや、知っていたのだ。そしてどうなるか知っていたから、あの時シィナに駆かけ寄よろうとしたレアナを止めた。


「お嬢様、おかわりは？」


　平然とした顔で近づいてくるイェンの頭を、レアナは乗馬鞭むちで叩たたく。


「な、なんですか？」


「なんでもない。いただくわ」


　ツンと顎あごをそらせ、カップを差し出すレアナに、イェンは黙だまってコーヒーを注いだ。


　何で教えてくれなかったのか……そう問いたいが、それが無理な話だという事も分かっている。


　コーヒーを一口。イェンに対するちょっとした怒いかりをそれで静める。


「わたしが聞きたいのは巨きよ人じん石……マシン・ドライブというのでしょう？　それと、シィナとのかかわりです」


「ああう……」


「お嬢様の推察通り、現げん在ざい巨人石といわれるあの巨大な像ぞうがマシン・ドライブです」


　言いづらそうなミランに代わり、イェンが答える。


「では、シィナは？」


　彼女に刻きざまれた《マキナ》。あれはドラグ・ヘッドのものとは違ちがう。ドラグ・ヘッドにあんな宝ほう石せきはないし、《マキナ》もドラグ・ヘッドの不定形とは違い、しっかりとした形を持っている。


　彼女の《マキナ》は一体どんな役やく割わりを持っているのか。


「…………」


「…………」


　二人はそれに、答えようとはしない。


「では、マシン・ドライブはどのような力を持っているのです？」


　答えられない事なのだろう。レアナは質しつ問もんを変えた。


「マシン・ドライブ。レスフォールがこの世界に廃はい棄きしたものの一つです。その力は強大ですが、完全体はドラグ・ヘッドよりも数は少ないでしょう。あらかた、レスフォールが持って行ったはずですから」


　廃棄という言葉に、レアナは良い顔はしなかった。近くにいるミランは何のリアクションも示しめさなかったが、良い言葉ではない。


「レスフォール、どこに行ったの？」


　その問いにやはり答えはない。


　レスフォール時代の最大の謎なぞの一つは、その唐とう突とつな消しよう滅めつにもある。一世紀間の歴史をことごとく削けずり取り、消え去った謎の人物。レスフォール。


　一体どこへ行ったのか？


「それよりも問題なのは……」


　レアナはすぐに話題を変えた。


「彼女をどうするか、ですね？」


「ええと、このままウォレントに連れて行っていただけるとあたし的にはとってもラッキーな感じなんですけど」


「却きやつ下か」


「ええ！」


　ミランが哀かなしげな声を上げる。


「このまま連れ帰っても、リィエンシーがした事をレンドラントが繰くり返すだけでしょう。お祖父じい様が大だい統とう領りようだからって、わたしの我わが儘ままで国の事じ情じようを変えられるとは思っていませんから」


「我が儘だとは分かっていらっしゃったのですね」


　隣となりにいたイェンの頭に乗馬鞭を振ふるい、レアナは一つ咳せきをする。ミランが脅おびえた顔をしたからだ。


「じゃじゃじゃ、じゃぁ、どうなさるんですか？」


　そう訊たずねられたら、レアナにも返す言葉がない。


　何をする事がシィナにとって一番なのだろう。


　国に利用されるという事が良い事だとはレアナには思えない。そこに、個こ人じんの事情が介かい在ざいできる余よ地ちがあまりにも少ないからだ。


　レアナにも覚えがある。


　四年前のあの日……


　祖そ父ふに頼たのまれた事だった。あの頃ころは祖父が無む条じよう件けんに大好きだった。


　だから、一も二もなく頷うなずいた。旅行の気分だった。


　だけど、そうではなかった。


　あの日の事は思い出すだけで忌いま々いましく、呪のろわしく、そして罪つみの重さが全身を押おし潰つぶそうとする。


　炎ほのおの中に沈しずむ街、瓦が礫れきと化した建けん造ぞう物ぶつ、累るい々るいと地面に倒たおれた人々、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす幼おさないレアナ、その眼がん前ぜんで超ちよう然ぜんと立つイェン。


　レアナの一言によって起こった現実。


《ステューピッド》。シィナが驚きよう愕がくし、引き攣つるような声で言った言葉。


　今現在、祖父を恨うらんでいるわけではない。


　ただ、四年前の無知な自分を愚おろかだと思うだけだ。


「少なくとも、シィナの意見は尊そん重ちようしたいわ」


　呟つぶやいた後に、奇き妙みような沈ちん黙もくが降おりた。


「どうかしました？」


「いえ……」


「はい。それは……大切な事だと思います」


　微び妙みような表情をする二人に首を傾かしげたレアナだが、すぐに思いついた。


「あっ……ごめんなさい」


「へっ、あ、気にしないでください。ドラグ・ヘッドはそういう風にできているんですから」


「私も、お嬢じよう様さまに好きで従したがっているのです」


「そう、ありがとう」


　他意のない言葉に、レアナは頭を下げた。


「うわっ、うわっ、やめてください。大統領閣かつ下かのお孫まごさんにそんな事されたなんて知られたら、あたし、後で隊長さんになんて言われるか……」


「そうですね。そうなされるぐらいであれば、お側そば仕えの我われ々われの事をもう少し親身になって考えていただきたいですな。なにしろお嬢様はスケジュールを崩くずされる事が大好きですので。一体何度、習い事をすっぽかされました事か。真ま面じ目めに通われたのが符ふ道どう士しのクォレル先生のところだけというのは上流階級の御ご令嬢としての……」


「うるさい」


　顔面に乗馬鞭むちを叩たたきつけ、黙だまらせた。


　それを見たミランがポカンとした顔をし、その後に堪こらえきれずに笑い出した。


「まったく、変な事を言うんじゃありません」


「そうさせるお嬢様に問題があるのではと、執しつ事じとして愚ぐ考こうさせていただきますれば」


「なんですって！」


「ふひっふひっ、やめ、やめてください。くひひひひひひひひひひ！」


　ミランが腹はらを抱かかえて地面を転がりだす。それを見ているうちにレアナの頰ほおも緩ゆるんだ。イェンも苦く笑しようを浮うかべる。


　緊きん張ちようが解ほぐれていくのが分かった。テリードが死に、巨きよ人じん石……マシン・ドライブが追っ手を焼き払はらった時から、レアナは緊張していた。


　レアナはマシン・ドライブを恐おそれていた。


　あの現げん場ばにはそれだけの恐きよう怖ふがあったのだ。


　見み渡わたす限かぎりの地面が溶よう岩がんと化す。そこにいたはずの人々は形すら残らなかった。


　そしてあの大だい空くう洞どうで感じた哀しさも同時にある。それは強大な力を持ちながら、決して己おのれの意思を持つ事のできない存そん在ざい。銃じゆうや符動車に、レアナはこんな感情を抱いだく事はないだろう。あまりにも精せい巧こうで、そして人の形に似にているから、こんな風に感じてしまうのだろうか？


　違ちがう。


　レスフォールの遺い産さんだから、こう思うのだ。


　マシン・ドライブは、今焚たき火の前にいるドラグ・ヘッドと同じ存在だから、こう感じるのだろう。
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　ミランを見れば分かるように、ドラグ・ヘッドには『道具に徹てつしきれていない部分』がある。感情的で、普ふ段だんは人間とそんなに違いはないように見える。


　だからこそ、その本ほん領りようを発はつ揮きする場面を見れば、恐ろしくもなり、哀かなしくもなる。


　あの地下空洞を見て、レアナはマシン・ドライブにドラグ・ヘッドと同じものを見た。


　そしてシィナ。そんな力に踊おどらされてしまった少女。


（あの子はわたしを受け入れてくれたのだから……）


　たとえ一時的であったとしてもだ。


　自分が守ると決めたものを、無む責せき任にんに放ほうり出すことはできない。


　それが、レアナ・バーミリオンという人間のはずだ。


　少なくとも、そうでありたいはずなのだ。


「ああ！」


　今まで笑っていたミランが、いきなりそんな素すっ頓とん狂きような声を出す。レアナは目を丸くした。


「どうしました？」


「忘わすれてました！　デフ・アルト！　デフ・アルトです！」


　いきなりそんな事を言い出すミランに、レアナとイェンは顔を見合わせる。


「その、デフ・アルトという人が、どうかしたんですか？」


　訊たずね返すと、今度はミランがキョトンとした顔をする。


「デフ・アルトです。ドラグ・ヘッドの……知りませんか？」


「イェン……」


　首を傾かしげ、執事を見ると、彼も首を振ふった。


「お嬢様の今までの交友リストにその名はありませんが」


「いえ、お友達ではないと思うんですけど……」


「ふむ……しかし、覚えがありませんね」


「あれー？」


　しきりに首をひねるミランに、二人はまた顔を見合わせた。


「ミランさん、そのデフ・アルトという方がどうかしたのですか？」


「いや、あのですね～」


　そうして、ミランはそのドラグ・ヘッドの事を語った。







　　　　†




　テントに入ると、シィナはすでに眠ねむっていた。


　シーツに包くるまり、丸くなったその姿すがたを見て、レアナはなんとなくため息を吐つく。


　嫌きらわれてしまったかな。


　そう考えるのが、辛つらい。


　よくよく考えると、レアナとシィナ……二人の関係とは一体、どのようなものなのだろう？


　顔を知ったのはつい先日の事だ。


　追われているシィナを保ほ護ごした。その時はテリードも一いつ緒しよだった。そのテリードが死に、シィナだけが残され、レアナは自分がこの子を守らなければと、当然のように思った。


　だが、追っ手に追われた時も、空洞での一いつ件けんもシィナの力で終わった。


　守っているつもりが……守られている？


　そう考え、レアナはなんとも情なさけない気分になった。


「なんだ、そんなものか……」


　自分の努力とは所しよ詮せんそんなものなのだろうか？


　ふと見ると、シィナの瞳ひとみが開いていた。暗くら闇やみの中でシィナの瞳が、テントの隙すき間まから漏もれてくる月光を反はん射しやして光っている。


　レアナを見ている。


　苦く笑しようを一つ、浮うかべる。独ひとり言を聞かれたという恥はずかしさもあったが、こちらを真まっ直すぐに見つめているシィナの目に引き込まれたような感じを受けた。


　シーツに手を伸のばす。少女の細い肩かたの感かん触しよくが手に伝わる。


　その肩が震ふるえた。


　拒こばまれるかと思ったが、少女はそれ以上の事をしようとはしなかった。


「昔話をしましょう」


　シィナは何も答えない。ただその瞳はレアナからそれることはなかった。


「そうね。シィナぐらいの少女がある日、お祖父じいさんと旅に出ました」





　少女はお祖父さんが大好きだった。仕事が忙いそがしくて滅めつ多たに会えなかったけれど、会えば必ず優やさしくしてくれるお祖父さんの事が、少女は大好きだった。


　そんなお祖父さんが旅行をしようと言った。少女は一も二もなく頷うなずいた。お祖父さんと二人だけで外国への旅行。生まれた街を出た事のない少女には、それだけで大だい冒ぼう険けんだった。


　だけど、その旅行は少女が考えているほど楽しいものではなかった。


　たくさんの兵隊が少女とお祖父さんを守っている。


　どこに行くにも兵隊は必ずついてきて、好きに動けなくて、少女はとても窮きゆう屈くつな想おもいをした。


　飛行船に乗って海を越こえ、やってきたのは知らない風景の異い国こく。それに心を躍おどらせる暇ひまもなく、少女はまた車に乗せられてどこかへ連れて行かれようとしていた。


　そこで大変な事件に出会う。


　少女はここで初めて、自分がつれてこられた事の意味を知りました。


　お祖父さんは少女と旅行がしたかったのではなかった。


　少女を利用したかったのだ。


　正せい確かくに言えば、少女の持つ、あるモノを利用したかったのだ。





「それを知って、とてもショックだったわ」


　シィナの肩を撫なでる手を止め、レアナはそう呟つぶやく。


　シィナはじっとこちらを見ている。それだけだ。暗闇の中、もしかしたらシィナの目が開いているのは気のせいなのかもしれない。そんな事を感じた。


　それでも、口は止まらない。言葉を紡つむぐ。


「裏うら切ぎられるって事を初めて知ったんだと思う。そして、自分という存そん在ざいを道具のように扱あつかわれた事もあるのだろうけど、とても、本当にショックだったわ。家に帰った時、そのまま真っ直ぐベッドに入って、そのまま出てこれなかったもの」


　口を止めると沈ちん黙もくが降おりてくる。押おし立てられるように、レアナは言葉を紡ぐ。


　今まで言葉にしなかった結けつ論ろんを言葉にする。


「利用された事そのものはまだ許ゆるしてないの。だけど、利用されたものそれ自体は間ま違ちがいなく、わたし自身なのよ。わたしが望んだ状じよう況きようだったのよ。それを、わたしが否ひ定ていする事はできない。したところで、それはどうにもならない事だから。……だから、もう少し、付き合い方というものを考えなければならない。そう感じたのよ」


　この言葉が一体、どれだけの意味を持っているのだろう？　言い終わったところでそう考えて、レアナはとんでもなく恥かしい気分になった。頰ほおが熱くなる。年下の少女を相手に赤くなっている自分を感じて、さらに恥かしくなる。


　シィナがシーツの中で体を動かした。レアナに背せを向ける。


「そんなの、あたしが知るか」


　小さく、シィナが呟く。


「あたしだって、必死にやってる。他ほかに何か……上手うまくやれる方法があるのかよ？　なんもかんもが綺き麗れいに解決する方法が、どっかにあるのかよ？」


　その問い掛かけは滲にじみ出るようにして出てきた。


「あたしだって、頑がん張ばったんだ。じいちゃんとばあちゃんに、村の皆みなに……気付かれないように。気付かれた後も、なんとか皆の中にいられるように。だけど、だけど……」


　シィナを包むシーツがか細く震えた。声はない、必死にこらえているのが見て取れる。


「投げ出さないで、考えましょう」


　もう一度、レアナは手を伸ばす。シィナは今度も拒まない。


「皆で考えれば、きっとなにか、いい方法があるはずよ」


　もう、シィナはなにも答えなかった。レアナは手を離はなし、自分もシーツに包くるまる。テント内に落ちた沈黙は硬かたく、重かった。


　どうすれば良いのか、レアナにも答えはない。シィナが言ったように、何もかもがうまくいくことなんてないのかもしれない。リィエンシーはシィナを諦あきらめないだろう。レンドラントだって、諦めない。国という巨きよ大だいな存在を相手に、レアナはどこまでやれるというのだろうか。


　無力な自分というものを痛つう切せつに実感させられる。


　強くなりたい。四年前からずっとそう思っていた。


　四年後の今、レアナが感じているのは自分がいまだに無力な小こ娘むすめに過すぎないという、その事実だけだった。





　　　　†




　昨夜中ちゆう断だんした会話を、ミランは再ふたたび話題にした。


「考えられる事は幾いくつかあります」


　朝、キャンプ用具を片かた付づけながら、ミランがそんな事を言う。


　デフ・アルトの事だ。


「まず第一に、主人に別の、優ゆう先せん度どの高い命令をされていた」


　荷台に調理器具を入れた袋ふくろを載のせて、指を一本立てる。


「で、次が主人になんらかのトラブルが起きて、主人を守るために命令実行を一時停止させなくてはいけなくなった」


　イェンに渡わたされた荷物をまた荷台に載せ、二つ目の指を立てる。


「で、最後の一つが以前の主人の仇かたき討うちです」


「仇討ち……」


　何も手伝わせてもらえないレアナは自分の乗る馬を撫なでてやりながら、繰くり返す。シィナは少し離れた所にいて、興きよう味みないとばかりに遠くを眺ながめていた。


「で、あたしはこの三つ目の考えでデフさんは退ひいたんだって考えたんですけど……」


　ピンと立てられた三本目の指を眺め、レアナは問う。


「それで、どうしてわたしたちが狙ねらわれているって考えたんですか？」


「えっ、だってあの場でデフさんがいきなり退くのって、どう考えてもレアナさんたちを見たからだと思ったんですけど。ああーう、そういえばちゃんと話を聞いてない」


　しまったと頭を抱かかえ出すミランに、レアナはため息を吐ついた。


「まぁ、別にいいですけど。それより、仇討ちという考え方がドラグ・ヘッドにはあるんですね」


「当然ですよ」


　あっさり立ち直り、ミランが頰を膨ふくらませる。


「ドラグ・ヘッドにとっては主人を選ぶっていうのは、たった一つ残された自由な選せん択たく肢しなんですから」


「自由ねぇ」


　それを自由と呼よんでいいものなのかどうか、どうにも釈しやく然ぜんとしない。


　その前ぜん提ていにはドラグ・ヘッドは主人を選ばなくてはならないというものがあり、そしてそれには絶ぜつ対たいに逆さからえないのではないのだろうか。


　だが現げん状じよう、正式に主あるじを持つドラグ・ヘッドの数は少ない。全世界に千体もいないとされるドラグ・ヘッドの多くは、国という人でないものを擬ぎ似じ的に主人とする事で精せい神しんの安定を図はかっているという実じつ情じようがある。


　ミランもまた特定の主を持たず、レンドラントという国を主としているドラグ・ヘッドだ。


「自分で選んだ主を殺されるんですよ。ドラグ・ヘッドにはとても悔くやしい事です。自分の不ふ甲が斐いなさを乗り越こえる為ためにも、ドラグ・ヘッドは主人の仇を絶対に見み逃のがしたりしません」


　国という曖あい昧まいな存そん在ざいに仕える。その裏うらには現在の世界にドラグ・ヘッドの主となれる人間の数が少ないという事実がある。ドラグ・ヘッドがどのような価か値ち基き準じゆんで主を選んでいるのか、それを知るのはドラグ・ヘッドだけだが、それだけに、彼らの主に対する想いというものは計り知れない。


　力説するミランに、とりあえず頷うなずいてみせる。


「さて、正体が不明なドラグ・ヘッドの事はおいておくとして、問題なのはこれからどうするかなのですが？」


　準じゆん備びを終えたイェンが、手を叩たたきながら言う。


　二人の視し線せんがレアナに注がれた。


　そういえば、まだ決めていなかった。


　シィナもレアナを見ている。


「そうね……」


　言ったものの、レアナにも良い考えがあるわけではない。


　ミランはウォレントに行って欲ほしいのだろうが、やはりレアナはこのままシィナをウォレントに連れて行くことには承しよう服ふくできない。利用されるだけなのは分かりきっている。


　では、どうすればシィナにとって一番良い解かい決けつになるのだろうか。


「シィナはどうしたいの？」


　訊たずねると、シィナはぷいと顔をそむけた。どこかに目的地があるのかもしれないが、それをレアナに言うつもりはない。そういう顔をしていた。


「まいったわね」


　そのまま呟つぶやいて、レアナは重たくなった髪かみをかき上げる。お風ふ呂ろに入りたいな……そんな現実逃とう避ひ的なことを考えていると、レアナの目にあるものが映うつった。


「おや、のんびりしすぎましたかな？」


　イェンがそんな事を言う。


　シィナの体が一度震ふるえ、殺気が目に見えそうなほどに表情を強こわ張ばらせた。


　砂さ塵じんを上げてやってくるのは、符ふ動どう車しやの群むれだ。


「馬では逃にげ切れないですねぇ」


　手をかざして見ながら、ミランものんきに呟く。


「ああ、しかも今度はリィエンシーさんの軍人さんのようです」


「イェン、シィナを荷台に、ミランさん、手伝ってください」


　言ってから、レアナは馬に乗る。


「えっ、でも……符動車相手だと逃げ切れませんよ」


「まぁ、なんとかします」


　言うと、レアナはスカートから符の束を取り出した。





　　　　†




　荒こう野やを走る符動車の群れを、その男は離はなれた場所で見つめていた。


　目ま深ぶかに被かぶった鍔つば広ひろの帽ぼう子しの下で、目め尻じりの下がった目を細めている。


「国内に潜せん入にゆうしているリィエンシーの馬ば鹿かどもは、あれで全部だな？」


　男が訊ねた相手は馬に乗っていない。徒と歩ほで、男の横に控ひかえている。


　相手が、微かすかに頷く。


「ふん」


　男は砂すな埃ぼこりを巻まき上げて疾しつ走そうする符動車の群れを見て、唇くちびるの端はしを吊つり上げた。


「急場の策さくだったが、うまくいったわけだ。……笑いが止まらんぜ」


　実じつ際さいに歯を剝むき出し、体を震わせる。


　自分の存在を消し、大本命――シィナ――を囮おとりにする事で敵てきを一箇か所しよに集める。


　そして殲せん滅めつ。


　切り札はここにある。男のすぐ傍かたわらに控ひかえている。


　使いどころは、必ずやって来る。


　手た綱づなを引っ張る。馬が嘶いななき、前ぜん肢しを振ふり上げた。


「いくぜ、締しめにかかる」


　言うと、男はくたびれたコートを翻ひるがえして馬を走らせた。





　　　　†




　馬の揺ゆれにあわせて、レアナは体を上下させる。乗馬の授じゆ業ぎようも真ま面じ目めに受けていて正解だった。


　背はい後ごからは符動車が迫せまってきている。やはり、馬では勝てない。距きよ離りが徐じよ々じよに狭せばまっていた。


「なんだか、この前と同じような気分ね」


　手綱を片かた手てで持ち、スカートから一枚まいの符を引っ張り出す。咒しゆ文も字じの描かかれたそれにキスを一度、そうした後に囁ささやくように咒音を唱えた。


「汝なんじら、紅ぐ蓮れんの柵さく」


　指に挟はさんだ符が弾はじける。符の切れ端はあっという間に後方に流れていく。


　背後で激はげしい音が大気と地面を叩く。


　後ろに目をやれば、無数の炎ほのおの柱が符動車を阻はばんでいた。


　炎の柱に阻まれて、真まっ直すぐにこちらに向かっていた符動車がバラバラに方向転てん換かんする。だが、炎の柱は彼らを囲むようにして聳そびえており先には進めない。虚むなしくブレーキを軋きしませ、土つち煙けむりを舞まい上がらせるだけに終わった。


「さて、あれであちらの方は良いでしょうけど」


　ドラグ・ヘッドが残っている。罠わなを発動させるよりも先に、突とつ風ぷうがレアナたちを追い抜ぬいていったのを感じていた。


「ミランさん！」


「はい……って、三人もいるんですけど」


　隣となりでミランが、すがるような視し線せんをイェンに向けてくる。


　イェンはにっこりと笑って、


「頑がん張ばってください」


　そう言うと、御ぎよ者しや台だいで鞭むちを振る。


「あうう～、御ご無む体たいなぁ」


　泣きそうな顔をして、ミランの姿すがたが馬の上から消えた。


「大だい丈じよう夫ぶかしら」


　そう思いながらも、ドラグ・ヘッド同士の戦いでレアナにできる事はない。いや、ある事はある。ちらりとイェンを見たが、執しつ事じは黙だまって手綱を振るうだけだ。


　シィナも今回は荷馬車で黙っている。ただ後方で立ち往おう生じようする符動車の一いち団だんを険けわしい瞳ひとみで睨にらみつけていた。


「やれる事をやるしかないか」


　そう思いながらも、レアナは微かすかな痛いたみを胸むねに感じていた。


　やれる事……


　そうやれる事をやらないといけない。


　なのに……


　頭の奥おくでは四年前の火の海に沈しずんだ街がちらついている。


「半はん端ぱに臆おく病びようね。わたしは……」


　前方で激はげしい風が吹ふいた。おそらくミランが戦いを開始したのだろう。


　その戦いの姿はやはり目には見えない。


「お嬢じよう様さま、こちらに」


　イェンが馬車を方向転換させた。レアナはそれを追いかける。


　轟ごう音おんが背後を叩たたいた。


　地面が爆ばく発はつする。


　あのまま真っ直ぐ走っていれば、レアナはあの爆発に巻き込まれていただろう。そう考えると、背せ筋すじに冷たいものが走った。


　ドラグ・ヘッドの戦いに巻まき込まれれば、人の命なんて紙切れと同じぐらいに容易たやすく失われてしまう。


「イェン！」


　叫さけぶレアナを、イェンはちらりと見た。


「いざという時は、躊ちゆう躇ちよしなくてかまいませんからね」


「……了りよう解かいしております」


　そういうイェンの表ひよう情じようは渋しぶい。レアナは笑って見せた。


「死ぬよりはマシです」


　レアナはイェンの指し示じに従したがい、素す早ばやく馬首をめぐらせる。


　ドラグ・ヘッドの戦せん闘とう域いきは広大だ。高速運動によって次々と場所を変え、さらに《マキナ》によって生み出された兵器による攻こう撃げきが、辺りの大地を易々と果くだ物ものにナイフをつきたてるように抉えぐっていく。


　その戦闘域のギリギリのラインを見切り、逃とう走そう経路を指示するイェンに、レアナはじっと従った。下へ手たに口を出せば死ぬだけだ。あちこちで起こる爆音、鉄の打ち合う耳みみ障ざわりな音に、馬は恐きよう怖ふを爆発寸すん前ぜんまで高めていた。それをむりやり叱しつ咤たして、走らせる。


　だが、三対一というのはやはり絶ぜつ対たい的に不利なのだろう。


　二体のドラグ・ヘッドが、強風とともに姿を現あらわし、レアナたちの前に立ちはだかった。


「くっ」


　手た綱づなを引いて馬を止める。


「ふむ……」


　隣でイェンも馬車を止めた。


《マキナ》の浮うかんだドラグ・ヘッドの顔は鋭するどい。獲え物ものを追い詰つめた狼おおかみの顔をしていた。


「これは、もう無理ね」


　前足を叩いて猛たける馬をなだめながら、レアナは諦あきらめの言葉を呟つぶやく。


「そうですね。無む駄だな抵てい抗こうも、もうお終しまいですか」


　イェンも頷うなずく。


「そこの少女を渡わたしてもらおう」


　ドラグ・ヘッドの言葉は猛っていた。ミランとの戦闘の余よ韻いんなのか熱っぽいその言葉に、レアナは馬を下りた。


「シィナ」


　荷馬車に寄より、隠かくれていたシィナを手て招まねく。


　そんなレアナにシィナは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとし、次に罵ば声せいを浴びせてきた。


「この……バカヤロウ！」


　唾つばと一いつ緒しよに吐はき捨すてられた。逃にげ出そうとするシィナの腕うでを摑つかむ。


「放せよ！」


「シィナ、静かに」


　暴あばれるシィナを無む理り矢や理りに押おさえつける。目の前にはドラグ・ヘッドが迫せまり、手を伸のばしてきた。


「さあ……」


　レアナは胸むねに少し、冷たいものを感じた。緊きん張ちようしている。


　その時が来るのは近いと感じていたが、いざその時が来ると覚かく悟ごを駄目にさせてしまいそうなほどに怖こわくなる。


　口に入った砂すなを吐き出すようにして、レアナは告げた。


「お断ことわりします」


　腕の中でシィナが動きを止める。続けて、言い放った。


「イェン」


「承しよう知ち」


　返事は即そく座ざに。


　胸で、心しん臓ぞう以外のものが鼓こ動どうする。


　すぐにドラグ・ヘッドに背せ中なかを向ける。


「なっ？」


　戸と惑まどいの声がドラグ・ヘッドから上がった。暴ぼう風ふうがレアナの背を叩たたく。


　吹ふき飛ばされそうになるのを必死に堪こらえる。風は一瞬にして止やみ、続いて訪れる沈ちん黙もくには緊張が多分に含ふくまれていた。


「そんな、まさか……」


「詰めが甘あまかったですね。敵てきが一体どれだけの奥おくの手を持っているのか、それを完全に知るまで、余よ裕ゆうというものは持ってはいけません」


　淡たん々たんとそんなドラグ・ヘッドに答えるのはイェン。


　その手には剣けんが握にぎられている。


　そしてその剣は、ドラグ・ヘッドの胸に突つき立っていた。


　イェンの顔に、絶対的な力の象しよう徴ちようが浮き上がり、肌はだの上を踊おどっている。


《マキナ》だ。


「貴き様さま、ドラグ・ヘッド……まさか、ではどうして今まで」


　胸の中心に剣を突き立てられながら、そのドラグ・ヘッドはなおも言葉を紡つむいだ。肺はいがやられ、おそらく心臓にも傷きずが入ったはずなのだが、それでもなお言葉を紡げるのはドラグ・ヘッドの強きよう靱じんな生命力ならではだ。


「言ったでしょう？　奥の手は最後までさらさない」


　冷たく言い放ち、イェンは剣を振ふるった。胸を切り裂さき、それでその男は事切れる。





　そう、イェンはドラグ・ヘッドだ。


　十年以上前、レアナは家が経けい営えいする牧場の側そばで、イェンの眠ねむる遺い跡せきに偶ぐう然ぜん辿たどり着いた。


　偶然が偶然を呼よび、レアナは世界でも数少ないドラグ・ヘッドのマスターとなった。


　でも……


　レアナが望んだのはドラグ・ヘッドという絶ぜつ対たい的な力ではない。


　今でも思い出す、無数の鎖くさりに繫つながれたイェンの姿すがた。春だというのに、石いし室むろの中は吐く息が白くなるほどに冷たかった。


　暗く冷たい石室の中で、鎖に繫がれ……今のようにきちんとした身なりではなく、裸はだかに近い格かつ好こうで全身に《マキナ》を蠢うごめかせたイェンは、呆然と痛いたむお尻しりを気にする幼おさないレアナに問い掛かけてきた。


「マスターの資し格かくを持つ者よ。私が必要か？」


　幼いレアナは最初、何を言われたのか分からなかった。だが、その内になんだかよくわからないけれど、とにかくチャンスだと思った。


　ずっと前から思っていたこと――お祖父じいちゃんのセバスのような執しつ事じが欲ほしい――が叶かなうチャンスだと思った。


「マスターってご主人様って事よね？　だったら、お兄さんはレアナの執事になってくれるの？」


　それがその時の願い。そして胸の《マキナ》は約束の徴しるし。イェンはその言葉に忠ちゆう実じつに従したがっている。忠実すぎて最近は不満に思うのだが、レアナはドラグ・ヘッドとしてのイェンなど、望んでいない。


　絶対的な力なんて、イェンにはいらない。





　残った一人に、イェンは剣を突きつけた。


「さあ、このイェン・シェンカーの敵となりたいのならば、来るがいい」


　イェンの言葉に、ドラグ・ヘッドははっとした表ひよう情じようをし、次に顔を引き攣つらせた。


「クリムゾン血塗れ・イェン・シェンカー！　まさか！」


「懐なつかしい名で呼んでいただけたものです」


　苦く笑しようを浮うかべ、イェンは剣を構かまえる。


「さあ、あまり時間はないのです」


「くっ」


　慌あわてて後方に下がったドラグ・ヘッドの腕うでが変化した。


　左腕の周りに粗あらい粒りゆう子しが駆かけ回る。腕が、その粒子に飲まれるようにして周囲の景色の中に溶とけた。


　そして次の瞬しゆん間かんには青白い金きん属ぞくの棒ぼうに変わる。先せん端たんに穴あなが開いている。砲ほうだ。男の左ひだり肩かたには無数の、虫の羽のような金属板が生える。


　その金属板が赤く燃もえた。砲の周囲に刻きざまれた溝みぞに光が走る。


「ああああああああ！」


　男は恐きよう怖ふに押されるように、叫さけびながら砲口をイェンに向ける。


　光が吐はき出された。


「ふん」


　イェンは……避よけない。背はい後ごにはレアナがいる。


　剣を振るった。


　斬ざん線せんが直進する光を受け、真っ二つに裂く。


　それを見て、男の表情はさらに青ざめた。もはや、その顔には血の気がない。


　高速で向かってくるイェンに、光線を乱らん射しやする。イェンはそれをことごとく切り裂く。


「なぜだ！　なぜ貴き様さまがここにいる！」


　ドラグ・ヘッドはなおも叫び続ける。


「《ステューピッド》した貴様は、レスフォールによって封ふう印いんされたはずだ！」


「だが、封印とは解とかれるためにあるのですよ」


　イェンの顔がすぐ側そばに現あらわれた。吐と息いきが鼻先をかすめ、ドラグ・ヘッドの恐怖の相が凍こおりつく。


「真なる魂たましいを持った……」


　剣けんが振り下ろされ、白い斬線が、ドラグ・ヘッドの体を走る。


「正当なる主は、必ず私の前に現れる」


　ドラグ・ヘッドの体は間を置いて切り裂かれ。斜ななめに裂けた体が衝しよう撃げき波はで吹ふき飛んでいく。


「それは約束された事なのです」


　外気に晒さらされた顔から、《マキナ》が消えていく。


　そんなイェンをレアナは青ざめた顔で迎むかえた。


「お嬢じよう様さま」


「大だい丈じよう夫ぶよ」


　気き丈じように言い放つ。足が震ふるえていた。シィナを抱だいているのか、それとも寄よりかかっているのか分からない気分で、レアナは頷うなずく。


「あんた……」


　シィナの呆ぼう然ぜんとした声に、レアナは表情を青ざめさせたまま、微び笑しようを浮かべた。


「それよりも、ミランは無事かしら……」


　言葉は途と中ちゆうでかき消された。


「なに？」


　全員が背後を向く。


　爆ばく発はつが背後で起こっていた。


　立ち昇のぼる煙けむりの根元では炎ほのおが広がっている。


「あの場所は」


　追っ手の符ふ動どう車しやがいた方角だ。遠すぎて、どんな状じよう況きようなのかは判はん断だんできない。だが、あの爆発がリィエンシーの追っ手とは関係がないとは、考えられない。


「お嬢様、お下がりを！」


　その声が聞こえた時には、突とつ風ぷうが横を駆け抜ぬけて、イェンが目の前に立っていた。
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　ガラスが百枚まい単位で一いつ斉せいに割われたような、そんな甲かん高だかい音がして、火花が盛せい大だいに散る。


「イェン・シェンカー！」


　イェンの前に男が立っている。短い銀ぎん髪ぱつの、凄すさまじい形相をした男だ。


　顔には《マキナ》が刻まれていた。


「ドラグ・ヘッド。ミラン……」


　追っ手のドラグ・ヘッドは確たしかもう一人いた。嫌いやな予感がして、レアナの表情がさらに青ざめる。


「いえ、顔が違ちがいます」


　剣を受けたまま、イェンは否ひ定ていする。


「もしや、君がデフ・アルトかな？」


「そうだ！」


　怒ど気きをはらんだ声で応こたえる。


　イェンは黙だまって頷いた。


「ふむ、では君の主を殺したのは私か」


　イェンは小さく頷くと、振ふり返らず、レアナに声をかけてくる。


「申し訳わけありません。もう少し、お時間をいただきます」


「……ええ、しかしどうして……」


　レアナにはまだ事じ情じようが分からない。主殺し。ドラグ・ヘッドの主を殺す。そんな事をいつ……


　そんなレアナに、イェンは淡たん々たんとした口調で告げる。


「私が現げん代だいで活動していることを知っている者は限かぎられています。レンドラントのドラグ・ヘッドと……」


　一いつ拍ぱく置いた。その空くう隙げきでレアナは察する。


　イェンが力を使ったのは後にも先にも……今日と、あの時だけだ。


　それを、イェンが告げる。


「四年前の、レッグモールでの生き残りだけです」


　過か去こが襲おそい掛かかってきた。


　吐はき気けがするほどに、意い識しきが飛んでしまいそうなほどに、その言葉がレアナの思考を貫つらぬく。


　あれは祖そ父ふに従したがってテルトアという国を訪ほう問もんした時の事だ。


　当時、レンドラントとテルトアは緊きん張ちよう状じよう態たいにあった。その根こん幹かんには国家思想の相そう違いから貿ぼう易えき問題、両国家のある地ち域いきに以前からあった民族的諍いさかい……さまざまな要よう因いんが交こう錯さくし、戦争を回かい避ひするのは不ふ可か能のうだと言われていた。


　だが、長く綿めん密みつな外交交こう渉しようの末に、その緊張状態は緩かん和わした。


　後は両国家の首しゆ脳のうが顔を合わせ、友好を示しめせばそれでお終しまい、という所まで行った。


　そのための祖父、バーミリオン大だい統とう領りようのテルトア訪問だった。


　そして親しん睦ぼくを求める態度が、ただの形ではないことを示す最後の手として、祖父は家族を……つまりは孫まごのレアナを伴ともなった。レアナに付き従い、イェンもまたいる。


　訪問一日目、テルトアのレンドラント大使館へ向かう途中……


　場所はレッグモールと呼よばれる大通り。


　テルトア和平派はの国民に歓かん呼こをもって迎むかえられながら、符動車を緩ゆるやかに走らせていると、それは起こった。


　後の公式記録では、それはテルトア政せい府ふから追放された強きよう硬こう派のゲリラだったと記されている。


　公式の発表がどうであれ、大統領とレアナを乗せた符動車が襲しゆう撃げきされた。


　武ぶ器きを構かまえた無数の兵士と、ドラグ・ヘッドに囲まれた大統領の命は風前の灯ともしびとなっていた。


　だが、レアナがいた。そしてイェンがいた。


　当時のレアナはまだ、荒あら事ごとには無む縁えんの幼おさない少女だった。


　無む邪じや気きに訪おとずれた異い国こくでの、突然の惨さん事じ。銃じゆう声せいと魔術とドラグ・ヘッドとが引き起こす強きよう烈れつな音の渦うずと眼がん前ぜんで起こる惨さん劇げきに、レアナの心は張はり裂さけ、ただ防ぼう衛えい本能に従って声を張り上げた。


　その叫さけびを、主の命に絶ぜつ対たいのドラグ・ヘッド……イェンが聞き逃のがすはずがない。


　主を害する全すべての物を排はい除じよする。


　その意い志しの元に動いたイェンが導みちびいた結果が……レッグモールを火の海に変えた。


　そこにいたゲリラと、大統領である祖父を守るためにいた兵士たち、関係のないテルトア国民数百人が火の海の中に沈しずんだのだ。


「そうだ」


　デフが肯こう定ていする。


「四年前のあの日、貴き様さまは我わが主を殺した！」


「殺さねば、我が主が死んだが故ゆえに……」


　冷静にイェンは答えた。その顔に再ふたたび《マキナ》が現あらわれる。


　全身から血の気が引く感覚に、レアナは今度こそ立っていられなくなった。


「お、おい」


　座すわり込こむレアナをシィナが心配げに見るが、「大だい丈じよう夫ぶ」と返す余よ裕ゆうもなかった。


「恨うらむなら、己おのれの無能さを恨むがいい」


　イェンのその一言で、デフが動く。


　デフの斬ざん撃げきを、イェンはなんなく受け止めた。


　鍔つば迫ぜり合いは、押おし合うだけで火花が散る。


　その瞬しゆん間かんからレアナには見えない戦いが展てん開かいされる。突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、辺りには小さな竜たつ巻まきさえ生まれた。


　それに飲まれないように、レアナはシィナを抱だきしめ、必死に堪こらえる。


　歯がカタカタと鳴っていた。


　恐きよう怖ふではない。体から何もかもが抜ぬけていく感かん触しよくがある。


　寒い。


　唐とう突とつに、頭に硬かたいものが押し付けられた。


「え？」


　それはあまりにも唐突で、何かを感じる隙すきもない。表ひよう情じようの抜けた顔でレアナは見上げた。


　にやけた顔がレアナを見下ろしていた。


　その顔がそこにある事に、現げん実じつ感が伴ともなってくれない。


「噓うそ……」


　シィナも呆ぼう然ぜんと、その人物を見上げる。


「そんな、あなた……」


　信じられない。あの時……


「残念ながら、死んではいないようで」


　そう言って、テリードはレアナに銃口を向けたまま唇くちびるの端はしをさらに吊つり上げた。


「お嬢じよう様さま！」


　一度、強い突風が吹きぬけたかと思うと、イェンがすぐ側そばに現れる。


　その背はい後ごにデフがいた。


　イェンの緊きん迫ぱくした声が、遅おそまきにレアナに現実感を与あたえる。


「おっと、動かないでもらえるか？」


　テリードが銃口を強く押し付けてくる。


「動けば、あんたのご主人はちょっと困こまった事になる。その距きよ離りなら、こちらが引き金を引く方が早いぜ？」


　イェンは動かない。それが答えだった。


　テリードの目がシィナに向く。シィナは呆然とテリードを見上げたまま動かない。


　視し線せんがあったのか、レアナに触ふれていた手が一度震ふるえた。


「さあ、シィナ。こっちに来るんだ」


　テリードがシィナに手を伸のばす。


　シィナはすぐにレアナの腕うでから離はなれテリードに飛びついた。


「生きてたんだな！」


「しんどい思いをさせたが、これでリィエンシーの方はしばらく動けなくなった」


　シィナの頭を撫なで回す。それでも、片かた手ての銃はレアナに向けられたままだ。


「なるほど、囮おとりに使ったわけですか」


「そっ。死んだ事にしとけば、色々と動きやすいだろ？　いい加か減げん邪じや魔まくさかったし、お嬢ちゃんみたいなお人よしにも出会えた。おれにはデフっていう切り札もあったしな。後はその使いどころを見み誤あやまらなければいい」


　名を呼よばれたドラグ・ヘッドはイェンを睨にらみつけたままだ。


「リィエンシーのドラグ・ヘッドだったんだが、脱だつ出しゆつの直前におれがマスターになった」


「マスター……」


　自分以外のドラグ・ヘッドマスターに出会ったのは初めてだ。レアナは驚おどろいてテリードを見つめた。


　テリードは最初に出会った時と変わらない、シニカルな笑えみを貼はり付けたままだ。


「さて、追っ手はもう一つあるわけだし、あんま時間の無む駄だもできねぇんだわ。デフ、そっちのドラグ・ヘッドを片付けろ」


「！」


　その言葉にシィナが顔色を変える。


「別に、殺さなくても……」


　コートの裾すそを握にぎって見上げてくるシィナに、テリードは首を振ふる。


「シィナ……変な情でも移うつったか？　こいつはバーミリオン家……知らねぇか？　現レンドラント大だい統とう領りようの孫まご娘むすめなんだぜ？」


　シィナは驚いた顔をレアナに向けた。


「デフに聞いたが、イェン・シェンカーってのはとんでもないドラグ・ヘッドなんだそうだ。……そんなの、敵てきには残しておけねぇよ」


　唐突にめまいが襲おそってくる。まずい、と思った。


「でも！」


　それでもシィナは反はん論ろんしようとする。その態たい度どにレアナはこんな状じよう況きようながら嬉うれしかった。レアナたちを庇かばおうとしている。その事実が嬉しい。


「シィナ……」


　テリードはそんなシィナに少しだけ眉まゆを曲げ、片手を伸ばす。


「いいから・言う事を・聞け」


　単語一つ一つを強調したその言葉に、シィナの体が震えた。


「シィナ？」


　テリードの態度に脅おびえたとかいうのではない。いきなり、シィナの瞳ひとみから力がなくなり、表情が消えた。


「良い子だ」


　そんなシィナの様子にテリードは満足し、デフを見た。


　ドラグ・ヘッドの猟りよう犬けんじみた視線を受けて、頷うなずいた。


（なに、なんなの……？）


　視界がグラグラと揺ゆれる。これは一体何なのか？　目の前の現実に耐たえられないためだろうか？　敗北という言葉から逃にげようとしているのだろうか。


（イェンが……死ぬ？）


　そんな事はあってはならないのだ。


（それは、だめ）


　やってしまえと叫さけびたい。だが、口が思うように動かない。まぶたはどんどん重くなり、抗あらがえない。


「やれ」


　デフの剣けんが閃ひらめく。


　イェンは動かなかった。


　閉とじた意い識しきの向こうで、肉の裂さける音がした。


　叫ぶ事もできないまま、レアナは暗い意識の底に落ちていった。
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　レアナは夢ゆめを見ていた。


　懐なつかしい情じよう景けいだ。ただ、懐かしいと思うにはまだ時の経けい過かが足りないように思う。


　そして、懐かしむべき情景でもない。でき得るならば時間を遡さかのぼって消し去ってしまいたい過去だ。


　よく覚えているだけに、レアナは自分が夢を見ていることを自覚できた。


　舞ぶ台たいはウォレントの自じ宅たく、レアナの部屋。


　レッグモール事じ件けんから半年ほど経たっていただろうか。この頃ころのレアナには、時間の経過が良くわからなくなっていた。昼であったのか夜であったのか……分ぶ厚あついカーテンに仕切られた部屋では、その判はん別べつは難むずかしい。


「ううううう……」


　レアナは闇やみを見つめていた。それは象しよう徴ちよう的な闇だ。時にカーテンの隙すき間まから射さしこんでくる陽光や、部屋に灯ともされたランプの火を見ることなく、レアナの目は闇を捕とらえていた。


　その闇の向こうには自分がいた。辺りは倒とう壊かいした建けん造ぞう物ぶつの残ざん骸がいがあり、煙けむりが幾いく筋すじも立ち昇のぼり、空は赤黒く染そまっている。


「……やめて」


　シーツの温ぬくもりに守られながら、レアナは闇を見つめていた。


　闇はレアナを取り囲んでいる。


　レアナはベッドの中で震ふるえながらも、それから目を離はなすことができない。逃のがれる事ができない。シーツに頭をうずめても、その気配だけは常つねにレアナの周りにある。逃れられないから、レアナは見ていた。


　それはレアナの罪つみの形。そしていまだに下らない罰ばつに、レアナは怯おびえていた。


　罪があれば、そこには罰がある。


　罰を恐おそれているのではない。あんな恐おそろしい事をしたのだ、罰は下るべきだ。


「お嬢じよう様さま」


　背はい後ごから声が聞こえてくる。おそらくは扉とびらの前に立っているのだろう。


　レアナの罪の象徴。人の形をしながら、人ではない。


　レアナは震える。


　その存そん在ざいがレアナは好きだった。どんな我わが儘ままも、いたずらも受け入れてくれる素す敵てきな存在だった。母親に怒おこられて天てん井じよう部屋に入れられた時には、内ない緒しよで食事を持ってきてくれた。家を飛び出して迷まい子ごになると、必ず一番に見つけてくれた。小さな頃、抱だき上げられて眺ながめる世界が本当に好きだった。


　そんな存在が、カードを裏うら返がえすように反転する。


「お嬢様」


　応こたえないレアナに、呼よびかけの声が繰くり返される。


　それにつれて、闇も近づいてくる。血塗れの人々もやってくる。


「お嬢様」
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　目覚めた場所は、硬かたい鉄の塊かたまりの中だった。


「ここは……」


　ぼんやりとした意識で考える。貧ひん血けつ気味なのか頭に血が回っていない感じがする。


　四方上下を鉄の壁かべに囲まれ、さらに揺ゆれている。


　符ふ動どう機関の律動がくぐもって聞こえた。


（ああ……）


　思い出した。


　テリードに銃じゆう口こうを突つきつけられている間に、気を失ってしまったのだ。


（久ひさしぶりだったから……かしら）


　慣なれれば、まだそういう事はなくなるのだろうか。そんな事をぼんやりと考える。


（とにかく、捕つかまってしまったようね）


　それらの考えをおいて、現げん在ざいの状じよう況きようを確かく認にんする。符動車の中のようだ。囚しゆう人じんを護ご送そうするためのもの……そんなイメージを受けた。あながち間ま違ちがってはいないだろう。


　蒸むし暑あつい空気で体が汗あせばんでいた。レアナはシャツの上のボタンを外し、空気を招まねきいれる。そのついでに胸むねの部分を確認する。


　冷たい予感が、それを確認するまで頭を支し配はいしていた。


《マキナ》は……ある。


「イェン……」


　ほっとする。少しだけ、表情を緩ゆるめる。


（そうね。そんな事があってはいけないわ）


　それは自分に言い聞かせるような言葉ではあったけれど、さっきよりも嫌いやな感じはなくなった。


　それよりも、もっと切せつ迫ぱくした現実が目の前にはある。


（やってくれたものね）


　テリードだ。まさか死んだ事にしてシィナをつれたレアナたちを囮おとりにし、一度で追っ手を殲せん滅めつさせる機会を窺うかがっていたなんて。


　ガン！　怒りにまかせて鉄の壁に拳こぶしを叩たたき付けた。手に伝わる痛いたみと、意外に大きく響ひびいたその音がレアナをほんの少しだが落ち着かせてくれた。


　でも、腑ふに落ちたわけではない。


（あの怪け我が、あんなにはやく治るわけがないわ）


符カード・道タオによる剣けんが背せ中なかから突き抜ぬけていたのだ。かなりの重じゆう傷しようだった。二日三日の短期間で治るものではない。


　それに、レアナたちを囮に使った事もだ。ミランがいたから？　だが、ミランはレンドラントのドラグ・ヘッドで、そのままウォレントに連れて行かれる危き険けんもあった。いつ、仲間と合流するかも分からない状況だ。レアナなら、絶ぜつ対たいにそんな事はしない。


　イェンがドラグ・ヘッドだという事を、あの時すでに知っていたとも考えられない。


　どうも、納なつ得とくしがたい。


　それに、シィナが最後に見せたあの表ひよう情じよう……


　テリードはレアナが知らない秘ひ密みつを隠かくしている。


　そうだ。テリードもまたリィエンシーの秘密研究所にいたというのだから、その可か能のう性せいは高い。


　車が止まった。


　荒あれ地ちを走っていたのだろう、何度も小こ刻きざみに震ふるえていた車体がピタリとそれをやめた。


　外の様子を見たいが、外界との接せつ点てんは上部にある狭せまい換気口だけだ。レアナの背よりも高い位置にある。なにか踏ふみ台になるものを探さがしたが、見つからなかった。


　背せ伸のびしてなんとか届とどかないかと苦心していると、足音が後部の入り口で止まった。


　スカートを探さぐる。符はない。


　鉄の軋きしむ音が辺りに満ち、暗くら闇やみになれた目に鋭するどい光が射さしこんだ。


　痛む目を細め、そこに立つ男を睨にらみつける。


「よう、元気かい？」


「……それなりにね」


　ニヤニヤ笑いを浮うかべるテリードに、レアナはなるべく平静を装よそおった。内心では飛びかかりたくて仕方がない。だが、それをしたところで勝てるとは思わなかった。テリードの背はい後ごにはデフが控ひかえている。


「……これから、どうするつもりなの？」


　開かれた鉄てつ扉ぴの向こうは代わり映ばえのしない荒こう野やの風景だった。少し先に岩だらけの山が見える。それぐらいで、他ほかにはこれといったものは何もない。


「あれ？　言わなかったか？」


　意外そうな顔にレアナは眉まゆを寄よせる。


「言ったはずだぜ？　おれたちは誰だれの手も届かない場所に行くんだってな」


「一体、どこなのかしらね？」


　単なる戯ざれ言ごとにしか聞こえない。投げやり気味に呟つぶやくと、テリードは笑い出した。


「あ～あ～あ～、なるほどな。お嬢じようちゃんはそういうふうに解かい釈しやくしたわけかい？　いや、そうだそうだ。普ふ通つうは、そういうふうに解釈するわな」


　バカにされているようで、レアナは頭に血が上る。


「そういう意味じゃねぇんだよ。場所じゃねぇんだ」


「場所じゃない？」


「立場って言いかえた方がいいのかね？　今のこの世界、どこにいたってクソみたいな奴やつらが群むらがってくるんだ。だったら……」


　笑いの質しつを変える。


「誰もおれに逆さからえないぐらいの力を手に入れる。それが正しい方法じゃないのか？」


　力。そう言ったテリードの目の輝かがやきは底冷えのするものが宿っていた。


　レアナが何も言えないでいると、笑えみをシニカルなものに戻もどす。


「さて。あんまりぼやぼやとしてられないんでな。レンドラントの方は片かた付づけてないわけだし。まっ、ここで待っててくれや」


「……わたしをどうする気？」


「まさか、自分の身分を忘わすれたわけじゃねぇだろう？　んじゃ」


　鉄扉が閉とじられる寸すん前ぜん、テリードの声が隙すき間まから入り込んだ。


「そうそう。あんたの執しつ事じだけどな、問題なく処しよ分ぶんさせてもらったんで」


　間を置く暇ひまもなく頭の中が沸ふつ騰とうした。飛びかかった時には、すでに鉄扉は閉じられ、突つき出した拳こぶしは虚むなしく鉄扉を叩たたく。


　ガン！


　先ほどの比ではない痛いたみが骨ほねにまで響ひびいてくる。その向こうでテリードの笑い声がしたような気がした。


（イェンは死んでなんていない……だけど）


「……覚えて、いなさいよ」


　唸うなるように声を絞しぼり出すと、レアナはここから脱だつ出しゆつするための手しゆ段だんを必死に考えた。





　　　　†




「さて」


　符ふ動どう車しやから離はなれたテリードは岩山の頂いただきに立っていた。眼がん下かには山やま肌はだに沿そって平屋の建物が幾いくつも建ち並ならび、山やま裾すそには扇おうぎ状じように街が広がっている。


　街のざわめきはさすがに聞こえてこない。


　山肌にある建物はほとんどが赤レンガ造づくりだが、ただ一つだけはっきりと違ちがうものがある。


　白はく亜あの、しかもかなり背せの高い建物だ。山肌に作るには非ひ常じようにバランスの悪い建物だが、その存そん在ざい感はかなり強きよう烈れつだった。かなり遠くからでもその姿すがたを見つける事ができるだろう。


「ついに辿たどり着いたわけだ」


　軽けい薄はくな声には感かん慨がい深ぶかいものはなにもなかった。だが、その唇くちびるには満足げなものが宿っている。その背後にはシィナとデフがいた。


「テリード……なんで？」


「ん？」


　シィナのおずおずとした態たい度どにテリードは首を傾かしげる。


「なんで、あいつ……レアナを捕つかまえたりしたんだ？」


「ああ……言わなかったけか？　レンドラントの方の足止めに使える。なにしろ、大だい統とう領りようの孫まご娘むすめだからな」


　どうでもいいとばかりに、テリードの口調は軽かった。


「まっ、もしかしたらそんな事すらどうでも良くなるかもしれんがな。あいつを手に入れれば……」


　テリードの視し線せんは白亜の建物に向けられている。真まっ直すぐに、そこしか見ていない。唇に張はり付いた笑みを、シィナは不安げに見つめていた。


「最強の力だ」


「なぁ、本当に……本当にあんなものが必要なのか？　本当に、あんなものがないといけないのか？」


「シィナ……」


　テリードは腰こしを屈かがめてシィナの視線にあわせると、その頰ほおに両手を添そえた。


「人間て奴やつは、いつだってより強い流れに乗るようにできているもんさ。それに逆さからいたけりゃあ、おれたちがその強い流れになるしかねぇ」


　テリードの手がシャツにかかる。シャツを開き、外気に触ふれた胸むねをシィナに見せた。


　少女の瞳ひとみがそれを見て歪ゆがむ。


「駕か籠ごの中の虫けらが外の世界を見るには、その駕籠をぶっ壊こわさなくちゃぁならねぇ。飛び立ちたければ、蝶ちようの羽をむしり取って奪うばうしかねぇ。わかるな？　おれたちは、他人の作った駕籠から飛び出すんだよ。他人の勝手であんな目に遭あうのは、もう嫌いやだろう？」


　シィナがテリードから目をそらす。その視線の先にあるのは眼下の白亜の建物だった。


　ロードブラウッド博物館。


　そう呼よばれる建物だった。
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　もともと、ジオストックは金きん鉱こう山ざんにやってくる労ろう働どう者しやを中心に発はつ展てんした町だった。


　が、十年ほど前、鉱脈を掘ほり尽つくした頃ころに、労働者たちがあるものを発見した。


　それは大陸を歩き回ればよく見られる類たぐいのものではあった。


　だが、保ほ存ぞん状じよう態たいのあまりの完全さに、学者たちはレスフォール時代を伝える貴き重ちような史し料りようとして保ほ護ごを訴うつたえる。国はそれに応こたえ、囲むようにして博物館を建てた。


　それを機に、ジオストックは鉱山の街から学がく術じゆつの街に変わる。当初は考古学だけだったが、現げん在ざいでは多種の学科が集まる高等教育施し設せつへと形態が変わり、そのまま街は生き残った。


　発見されたものとは三体の巨きよ人じん石である。


　それが収おさめられた施設の名はロードブラウッド博物館。





　そこは驚おどろくほど静かな場所だった。涼すずしい空気が流れている。高い天てん井じようから注がれる陽ひの柱が、見た目よりも狭せまい空間に陰いん影えいを作り、どこか浮うき世よとは隔かく絶ぜつした雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


　そこにはただ一つのものしかない。空間を狭く感じるのも、それがあるからだ。


　黄き味みを帯びた巨大な、人ひと形がたをした石の塊かたまり。巨人石。それが三つ、並ならんでいる。


　形は三つともに違ちがう。一つは長い髪かみをたらした優ゆう美びな戦いくさ乙おと女め。線が細く、鎧よろいのあちこちには薔薇ばらが浮うき彫ぼりになっている。一つは仮か面めんを被かぶった騎き士し。その重じゆう厚こうさは人がそんな鎧を着れば重くて動けないだろう。最後の一つは、形けい容ようの難むずかしい獣けものじみた顔をした巨人。手足が長く、めくれ上がった唇の下には太い牙きばがずらりと並んでいた。


　大陸のあちこちにあるものと見み比くらべることができない。その威い容ように、迫はく力りよくに、テリードは一いつ瞬しゆん、我われを忘わすれてその姿に魅み入いられた。


　その姿は完かん璧ぺきだった。


　鈍どん重じゆうさなど欠片かけらもない。特にポーズをとっているわけでもないのに、今にも動き出しそうな躍やく動どう感があった。


「素す晴ばらしいとは思わんかね？」


　不意に声をかけられ、テリードは我に返り、辺りを見回した。


　巨人石の足の陰かげから、ひょっこりとその人物は顔を出してきた。白い髭ひげを蓄たくわえた老人だ。巨人石の周りには立ち入りを禁きんじたロープがあるというのに、その老人はまったく気にした様子もなく巨人石の足を撫なでている。


「ここまで完全な状態で残っている巨人石など、大陸のどこを探さがしたって見つかりはせんよ」


　少し自じ慢まんげに、老人は語る。テリードは口を挟はさまなかった。語るに任まかせ、黙だまって耳を傾かたむける。


「だが、この巨人石の存在価か値ちはそれだけではない、もちろん。これらに儂わしらが求めるべきはその存在理由ともいうべきものじゃよ。一いつ般ぱんにレスフォールの時代といわれる、喪そう失しつした歴史。二百年以上前の一世紀だけが、この世界の全すべての歴史書より喪失しているというのは驚くべき事じゃ」


　老人はロープをくぐり、二人に近ちか寄よりながら語っている。


　巨人石の足を一撫ですると二人を手て招まねく。テリードは神しん妙みような態度でその言葉に従したがった。その後に、シィナが従う。デフは入り口に控ひかえ、その鋭するどい視し線せんは博物館の外に向けられていた。


「触さわってみなさい」


　シィナは動かない。代わりにテリードが手を伸のばした。つるりとしている。


「きれいなものじゃろう？　これが人の手によって、彫ちよう刻こく家かによって削けずりだされたものだとは到とう底てい思えん」


　言いつつ、老人も撫でた。


「それで儂は、こう思った。もしかしたら、これは初めから石だったのではなく、巨人が石になったのではないかとな」


　それから、老人は延えん々えんと自説を語り出す。その半分以上を、テリードは聞き流していた。だが、邪じや魔まをする気にもなれない。


　老人の余よ興きように付き合う時間はある。


「と、すまんのう。老人の長話につき合わせてしもうたか」


「じいさん……真実に興味があるか？」


「ん？　真実とな？」


「そ、真実。巨きよ人じん石が、本当は一体なんなのか」


「なんじゃと……」


　怪け訝げんな顔をする老人の前で、テリードがシィナの肩かたに手を置いた。シィナは両手を広げ、目を閉とじる。


「若わかいの。老人をからかうものでは……」


　そこで老人の声が止まった。老人の目がシィナに止まる。その体で蠢うごめくものに目が奪うばわれているようだった。


「お嬢じようさん、あんた……」


　老人が呆ぼう然ぜんとした声を出す。


「なっ、なんじゃ？」


　強きよう烈れつな光が巨人石から溢あふれる。


　辺りに音がひしめく。地を揺ゆるがすその音は足あし下もとを脅おびやかし、博物館中に響ひびき渡わたって乱らん暴ぼうに揺らす。その音と震しん動どうはあまりに凶きよう暴ぼうで、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、レンドラントが、そしてジオストックの街が唯ゆい一いつ自じ慢まんとするロードブラウッド博物館を壊こわさずにはいられないという思念が暴あばれまわっているようだった。


　目を開けると、そこには光を発する巨人石の姿すがたがある。光は多少弱まったのだろう。目が痛いたいが、見られないほどではない。シィナの見ている前で、巨人石の表面が変化していくのがわかった。


「成功だ」


　三つの強大な力が、テリードの前にそびえ立っている。


　それは新たな絶ぜつ対たい的強者の象しよう徴ちようのように、テリードの目に映うつった。
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　鉄の壁かべが何かに共鳴した。


　それは甲かん高だかく、細い。絞しぼり込こむような音が徐じよ々じよに音量を上げていく。耳に届とどく音はそれほど激はげしくはない。高音部ははるかに高まり人の可か聴ちよう領りよう域いきを超こえ、低音部は空気を重く揺する。


　符ふ動どう機関にどこか似にている。人の作り上げた、生命に似せた鼓こ動どう。


　腹はらに響くその音に、レアナは覚えがあった。


「マシン・ドライブ」


　荒こう野やで、そして地下空くう洞どうで感じた震動だ。そしてこの震動は以前のものと明らかに違ちがう。壊れかけの符動車と、工場から入荷したばかりの新品の符動車ぐらいに違う。


「そうよ、ロードブラウッド博物館！」


　レアナは不意に頭に浮うかんできた単語に舌した打うちした。


　巨人石をマシン・ドライブとする事のできる少女……シィナ。彼女を連れたテリードがレンドラントに来た目的はそれしかないではないか。


「迂う闊かつだわ」


　内ない臓ぞうが揺れる感覚に顔をしかめる。血けつ液えきまで揺れているようで不ふ快かいだ。


「のんびりしている暇ひまはないようね」


　さっきまでずっと脱だつ出しゆつする方法を考えていた。辺り一面を鉄の壁に囲まれている。唯ゆい一いつの扉とびらは正面にあるが鍵かぎをかけられている。


　だが、強度はやはり、そこが一番弱いに違いない。


「手しゆ段だんはこれしかない……」


　覚かく悟ごを決めると、レアナは右手の人差し指を口にくわえる。


「ん」


　思い切り歯を当てると、じんわりと口の中に鉄の味が広がっていく。人差し指の先から赤い血が粒つぶになって溢れ出してきた。


　傷きず口ぐちからたっぷりと溢れ出てくる血を確かく認にんすると、レアナは壁に向き直り、思い切り指を振ふるった。
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　白亜の建物が壊れていく。


「あああああ……」


　レンドラントの文化遺い産さんが壊れていくのだ。ミランはその光景を見てただ声を上げるしかできなかった。


「遅おそかったか」


「ライコーン隊長」


　淡たん々たんとした声に振ふり返れば、そこに灰はい色いろの男がいる。刈かり上げた髪かみも灰色なら、瞳ひとみの色も、着ている軍服も灰色だ。


　その背はい後ごにいる男たちも髪や目の色は違えど、皆みな、一様に灰色の軍服を着ている。ミランだけが違った。


　そして全員、肌はだには《マキナ》が浮かんでいる。


　レンドラントに属ぞくするドラグ・ヘッドたち……レンドラント特軍第五連隊。


　その隊長が灰色のドラグ・ヘッド、ライコーンである。


「後手に回りすぎた。このまま博物館を強きよう襲しゆう、マシン・ドライブが動き出す前にユニットを破は壊かいする」


「ま、ま、待ってください」


　ミランが慌あわてて隊長を止めた。


「あの、レアナさ……レアナ様の事なんですけど」


「優ゆう先せん度どが低い」


　にべもなく、切り捨すてられた。


「そんな……あの、でも、大だい統とう領りよう閣かつ下かのお孫さんですし」


　あたふたと言葉を紡つむぐレアナに、ライコーンは冷たい視し線せんを浴びせる。


「……元の時代であれば再さい検けん査さに修しゆう正せいだな」


　問題ありだと言われたも同然だ。ミランはうっと言葉を詰つまらせた。


「閣下の血けつ縁えんであるからこそ、逆ぎやくに人ひと質じちなどという状態においておく事はできない。作戦に支し障しようをきたすのであれば、排はい除じよするしかないだろう」


　そして、レアナを奪だつ回かいするために戦力を割さくことはできない。


　そんな事はミランにだって分かっている。


　倒壊した博物館。瓦が礫れきを押おし退のけるように、粉ふん煙えんの中から姿すがたを現あらわしたのは黄ばんだ石でできた、ただの巨きよ像ぞうではない。


　マシン・ドライブ。ミランが生まれたのと同じ時代、ミランを作ったのと同じ存そん在ざいによって作られた……ドラグ・ヘッド以上に戦争というものを、破壊というものを追求して生まれた最悪の兵器なのだ。


　今、この場にいるドラグ・ヘッドはミランを含ふくめて五体。


　三機のマシン・ドライブを相手にするにはあまりに心もとない。


　だからこそ、ライコーンはユニットの確かく保ほすらも諦あきらめた。


　そんな事はミランにだって分かっている！


「でもっ！」


　それでも、ミランは叫さけんだ。


　そしてこれこそが、致ち命めい的なタイムロスとなる。


　凶きよう悪あくな気配にミランがはっとなって振り返る。


　崩くずれた博物館、瓦礫の上に立つマシン・ドライブの一機が、光線を放った。


「散開！」


　叫びよりも早く、ドラグ・ヘッドたちはその場から高速移い動どうで退たい避ひする。


　大地を貫つらぬいた光線は一いつ瞬しゆんで地面を融ゆう解かいさせると大爆ばく発はつを起こした。





　　　　†




　ドン！


　鉄の箱と形けい容ようしてもいい符ふ動どう車しやが大きく揺ゆれた。四つあるタイヤがバラバラのタイミングで宙ちゆうに浮うき、符動車がギシギシと音を立てる。


　後部にある鉄てつ扉ぴに掛かけられていた鍵かぎは、鉄てつ棒ぼうを差し込んであるだけの簡かん素そなものだ。


　ドン！


　さらに音が鳴る。鉄棒がギシリと歪ゆがむ。真まっ直すぐであったはずの鉄棒はいまや曲がりくねっている。平らだった鉄扉も内側から膨ふくらみ、そしてさらに膨らもうとしていた。


　ドン！


　何度目かの音。そしてそれが最後の音。硬こう度どを優ゆう先せんした鉄棒は粘ねん度どに欠け、見事に折れた。歪んだ鉄扉の接せつ合ごう部ぶが悲鳴を上げ、吹ふき飛ぶ。


　まず現れたのは巨大な獣けものだった。


　熊くまよりもさらに大きな獣だ。獅し子しに似にている。四つの足を地面に乗せると狭せまい場所から脱だつ出しゆつした開放感に体を震ふるわせ、そしてもう一人が地面に降おり立つのを見守る。


　獣の後に符動車から出てきたのは、もちろんレアナだ。


　レアナの背はい後ご、符動車の内ない壁へきの面に大きく咒しゆ文も字じが描えがかれていた。その文字は朱あかい。


　自らの血によって咒文字を描き、符ふ術じゆつを起こしたのだ。


　目の前の獣はその符術の成果、符ふ獣じゆうだ。


　符術は紙に咒文字を書かなければいけないわけではない。レアナが符として用いているカードには術的効こう果かを助けるものは何もない。


　携けい帯たいに便利だからカードを用いているだけだ。


　咒文字を正確に描き、その咒文字が現している現げん象しようを咒音によって現世に招まねくのだ。


「ふう」


（テリードが符カード・道タオに疎うとくて、助かったわ）


　頭をすり寄よせてくる符獣をかまいながら、レアナは山の頂いただきに目を向ける。


　空が真っ赤に燃もえていた。


　巨大な爆発音をレアナは耳にしている。おそらくマシン・ドライブが動き出したに違ちがいない。


「はやく、止めないと」


　そう思う。


　思うが、では、どうすれば良いのか？


　イェンはいない。完全にいなくなったと思っているわけではないが、今、この場にいるわけではない。だから、当てにするわけにもいかない。


　テリードにはデフ……ドラグ・ヘッドがいる。


　そして今、マシン・ドライブをも、その手にしているに違ちがいない。


　レアナが持つものは何だ？


　符術しかない。しかし、レアナは符道士として達人というわけではない。


（勝算はかぎりなくゼロね）


　符獣がレアナの指を舐なめた。すでに新しい血は流れなくなり、指先は乾かわいた血で赤黒く染そまっている。乾かん燥そうした血を符獣が舐め取っている。


　心配されている。


（それでも……）


　もう一度たてがみを撫なでてやる。符獣は気持ち良さそうに目を細め、喉のどを鳴らした。擬ぎ似じ生命体なのだが、その行動は本物の動物のようだ。


「それでもやるしかない」


　マシン・ドライブは悪用されてはならない。いや、できうるならばこの世にある全すべてのレスフォールの遺い産さんは悪用されてはならないのだ。


　そこにはもちろん、ドラグ・ヘッドも含ふくまれている。


　符獣の背せに乗ると、レアナはたてがみを手た綱づなのように摑つかむ。とたん、符獣の顔が百獣の王にふさわしい厳いかめしいものに変わった。


「はっ」


　レアナのかけ声に応おうじて符獣が走る。


　目指すのは音のする方向。ジオストックだ。


　符獣は跳はねるようにして岩いわ肌はだを駆かけ上がっていく。


　激はげしく上下する符獣の背にしがみ付いていたレアナは、突とつ如じよとして全身を打った強風に苦鳴を漏もらした。


　強風に目を閉とじ、そして開けると目の前には人が立っていた。


　符獣が獰どう猛もうな唸うなり声を上げ、警けい戒かいを露あらわにする。


「あなたは……」


　そこにデフが立っていた。
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　喧けん騒そうと悲鳴が混まぜ合わさって、ジオストックの空に充みちていた。


「ふっ」


　中ちゆう腹ふくから街を見下ろし、テリードは満足げな笑えみを浮うかべる。


　彼の背後には三機のマシン・ドライブがあった。


　三つの、力の象しよう徴ちよう。


　最強の証しよう明めい。


　それを操あやつるのはシィナだ。少女は焦しよう点てんの合わない瞳ひとみでテリードの背はい後ごに控ひかえている。肌には《マキナ》が浮かび、青い光をその線上に走らせていた。


「う、ああ……」


　苦しげな声がシィナの口から漏れる。


　その姿すがたは大きく変化していた。


《マキナ》は全身に及および、ドラグ・ヘッドとは違う固定した紋もん様ようを描えがいている。服の外で露になった手の甲こうに爪つめほどの大きさの宝ほう石せきが幾いくつも張はり付き、青い光を明めい滅めつさせている。


　額ひたいにもそれはあった。だが、もはや宝石と呼よぶよりも原石と呼ぶ方が相応ふさわしい。しかも巨きよ大だいな原石だ。


　縦たて長ながの瞳に似た青の原石は、どんな宝石よりも眩まばゆく輝かがやいていた。


「くっ、くく……これだ、これが強い流れって奴やつだ」


　ジオストックの街は蜂はちの巣をつついたような状じよう況きようだった。突如として火の海と化した街。混こん乱らんし、事情を理り解かいできないままとんでもない危き機き感に背中を押しまくられて逃げ惑まどう人々の統とう率そつのない動きが見て取れる。


　それがとてもおかしい。


　悠ゆう然ぜんと立ち、ジオストックの街まち並なみを見下ろしていたテリードが、不意に笑みの質しつを変えた。


　シィナが苦しげな顔を傾かたむけて、テリードの横顔を見る。


「来たか、レンドラントのドラグ・ヘッド」


　テリードにはこちらに向かってくるドラグ・ヘッドたちの姿が見えていた。


　それは旧ふるい力の象徴。


　テリードの手がシィナの肩かたに伸のびる。引き寄よせるその仕草はあくまで優やさしげだ。


「さあ、シィナ。出で迎むかえの準じゆん備びをしなくてはな」


　見つめられ、シィナは思わず視線をそらす。


　その顔をテリードは無む理り矢や理り自分に向けさせる。


「不満か？」


　少女の瞳の中にテリードの笑みが鏡のように映うつりこんでいた。テリードはその奥おくにあるはずのシィナの真意を覗のぞき見ようと、さらに顔を近づける。


　瞳の中のテリードが笑みを消す。


　シィナから視線をそらす。


　デフがいた。


「なんだ？」


　その声は冷たい。ドラグ・ヘッドに対する明めい確かくな嫌けん悪おがこもっていた。


「この任にんから解かい除じよしていただきたい」


　その申し入れにテリードは眉まゆをひそめた。ドラグ・ヘッドがこのような要求をするなど、考えた事もなかった。


　だが、彼にとって、ドラグ・ヘッドはもはやどうでもいい存そん在ざいだ。それ以上考える事もなく、要求の意味を問う。


「なぜだ？」


「イェン・シェンカーが死んだとは思えない」


　その言葉に、テリードはしばらく呆あつ気けに取られ、そして笑った。


　死んだとは思えない？　壊こわれたか？


　イェン・シェンカーは確たしかに死んだ。テリードの目の前で、デフによって首を切り落とされた。


「はっ！　くだんねぇ。戦いに狂くるったてめぇの、性質たちの悪い妄もう想そうだろうが」


「あなたはクリムゾン・イェン・シェンカーがどんな存在か知らない」


　存在？


　あくまで淡たん々たんと、しかし力を込こめて呟つぶやくデフに、テリードは興きよう味みを示しめした。


「ドラグ・ヘッドだろう？」


「そうだドラグ・ヘッドだ。それも《ステューピッド》したドラグ・ヘッドだ」


「それがどうかしたか？」


《ステューピッド》がどんなものか、その説明はすでに受けている。


　――主を食い物にする規き格かく外がいのドラグ・ヘッド――それが《ステューピッド》だ。


　所しよ詮せんはドラグ・ヘッドだ。くだらない矛む盾じゆんを抱かかえている。


　だが、デフはそんな嘲ちよう弄ろうの笑えみを受けても怯ひるむ事なくテリードを見つめていた。


「そしてあれはクリムゾンの名を持つ、稀け有うなドラグ・ヘッドでもある。現在この世界に残された……予備兵力として作られた最終生産型ドラグ・ヘッドとは違ちがう」


　違う。


　違うとは特別であるという事だ。


　クリムゾンの名を別に持ち、《ステューピッド》したドラグ・ヘッド……


　イェン・シェンカー。


「くだんねぇ」


　吐はき捨すてた。


　特別なのはおれだけで十分だ。


「まぁ、いいか」


　それでも、テリードはそう言った。


　これからやってくるレンドラントのドラグ・ヘッドはどうせ一人ではない。デフ一人がいたところで、形けい勢せいに変化があるとは思えない。


　なにより、マシン・ドライブがいる。その破は壊かい力の前では敵てきも味方も関係ないだろう。


　皆みな、死んでいく。


「好きにしな」


　その言葉が意外だったのか、デフはしばらく戸と惑まどう表ひよう情じようを見せた。


　だがすぐにテリードに頭を下げると消える。


　向かった場所はレアナを監かん禁きんしている山向こうだろう。イェンが来るとすればそこしかない。


「来るのなら、な……」


　テリードの皮肉は吹ふき抜ぬけた突とつ風ぷうにかき消された。
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　目の前に立つデフに、レアナは緊きん張ちようした。


　人間の前にドラグ・ヘッドが立つ。しかもそれが敵のドラグ・ヘッドであるならば、人間に助かる術すべはない。


　だが、デフはすぐに動く様子を見せなかった。夥おびただしい殺気をレアナに放ちながら、自身は根でも生えたかのようにそこから動かない。


「通していただけないかしら？」


　その声はレアナにしては珍めずらしく弱気だ。


「断ことわる」


　言い放つと、デフは剣けんを出した。


　だが、それでも動かない。その剣をレアナに向ける様子を見せない。


「貴き様さまもまた俺おれにとっては、主殺しの大だい罪ざい人にんだ」


　その言葉が胸むねを刺さす。


　脅おびえていたわけではない。強気になれなかっただけだ。


「あなたの主は……」


　それを聞こうとして、レアナは止めた。


　和平派はだったのですか？強きよう硬こう派だったのですか？


　つまり、レアナを襲おそった者なのか、それとも守ろうとしてくれた者なのか。


　だが、たとえどちらであろうと変わりはない。


　守ろうとしてくれた者ならば、自じ責せきの念はより深まる。


　しかし襲った者であったとしても、殺したという事実は変わらない。


　殺そうとした者を自じ衛えいのために殺した。


　それは罪つみか？　人はそれを罪とは言わないだろう。それが過か剰じようであれば責せめられるかもしれないが、自分を守ろうとしたという事実そのものを責める事のできる者は存そん在ざいしない。


　あの時のレアナの心の悲鳴、それによって引き起こされたイェンの暴ぼう走そうは、〝過剰〟の一言で事足りる。


　そして人を殺したという事実はレアナの胸に深く突つき刺さっている。


　だからデフを前にして、レアナはふだんの気き丈じようさを保たもつ事が困こん難なんとなっていた。


　デフの剣、その切っ先がレアナの胸に突きつけられる。肌はだに当たってはいない。だが、その先せん端たんから発せられる殺気はレアナの心しん臓ぞうを貫つらぬいていた。


「さあ、イェン・シェンカーを呼よんでもらおう。俺は実力で奴やつを倒たおし、仇かたき討うちを達成する」


　その言葉と、ほぼ同時だ。


　レアナの胸で、心臓ではないものが鼓こ動どうした。


「くっ……」


　ドクン！


　鼓動したのは《マキナ》だ。肌が焼けそうなほどの熱を帯び、それに比ひ例れいするように体の奥が冷たくなる。あまりの温度差に、レアナは意い識しきをもって行かれそうになった。


　レアナの中で何かが失われ、何かが生まれようとしている。


（イェン！）


　その姿が頭の中に浮かぶ。鉄の鎖くさりに繫つながれ、暗い石いし室むろの中でレアナを待っていたドラグ・ヘッド。


　レアナの大切な……


「ああああああああああああ！」


　鼓動はレアナの中から何かを吐き出すように、そのリズムを強めていく。


　声を迸ほとばしらせながら、レアナは目の前で幾いくつも白い光が破は裂れつするのを見た。白い閃せん光こうの中には幾つも映えい像ぞうが浮うかぶ。


「あっ、ああ……」


　それはレアナが今まで見たことのない映像ばかり。


　空を貫くほどに高い、白い塔とう。


　気球もないのに空を飛ぶ船。


　空から落ちて来る……黒いモノ。


（これは……なに？）


　胸が疼うずく。胸に刻きざまれた徴しるしが疼く。何かをレアナに伝えようと、熱く疼く。


（これは……ナニ？）


　船から、次々と大地に落とされていく巨きよ人じんたち……マシン・ドライブ。


《マキナ》を輝かがやかせ黒いモノを薙なぎ払はらっていくドラグ・ヘッドたち。


　高空から……空飛ぶ船の上から、レアナはそれを見ている。誰だれかの目でそれを見ている。


　黒いモノがなんなのか、はっきりとわからない。一体、マシン・ドライブは、ドラグ・ヘッドは、何と戦っているのか？


　強大な力で大地を粉々に砕くだきながら、何と戦っているのか？


（誰か……教えて！）


「これでは、世界が壊こわれてしまう」


　知らない女じよ性せいの声が、痛いたましげな口調でそう呟つぶやいた。


（誰の声？）


　声の主の姿すがたは見えない。


　いや、まるでレアナ自身の声帯から発せられているような感覚がする。


（もしかして……）


　誰かの体験をレアナは追体験している？


「だから、クリムゾンを《ステューピッド》させたのか？」


「その呼び方は好きではないと言ったはずよ。……でも、そうね。そうよ」


　背はい後ごから声がした。淡たん々たんとした男性の声。


「わたしは、この世界を壊してしまいたくないもの」


「たかがドラグ・ヘッド一体、《ステューピッド》させたからといって、大たい勢せいが変化するわけがないだろう。そのために、命を削けずる……馬ば鹿かな事を」


「あらっ、そんな事はない。蟻ありの一いつ穴けつのたとえもあるわ。どんな大きな流れだって、最初は小さなものよ」


「…………」


　女性が振ふり返る。男性の姿が映る。映っているのに、その姿は逆ぎやつ光こうではっきりと見えない。


「……わたしはその、最初の小さな流れを作る」


　そう言う『わたし』の声はとても強かった。


「レスフォール。わたしはこの世界が大好きなの」


（え？）


　この、逆光の中に立つ男がレスフォール？


　はっきりと見えない。見なくてはならない気がするのに、その姿は見えない。逆光のためだけではない。黒いモノと同じように、何かが邪じや魔まをしてその姿をはっきり見えなくさせている。


「わたしの命がイェンからドラグ・ヘッドの限げん界かいの壁かべを奪うばい去る。その力は確たしかに小さなものかもしれない。でも、それはきっかけとなる力なのよ」





〝真なる忠ちゆう誠せい心しんは、いかなる限界の壁をも突き破やぶります〟


　そんな言葉が、脳のう裏りに響ひびいた。


「来たか！」


　デフの声が荒あれ狂くるう血流の向こうから聞こえた。


　レアナは全身から力が抜ぬけ、いつの間にかのけぞっていた体がバランスを崩くずし、符ふ獣じゆうの上から滑すべり落ちる。


　それを誰かが受け止めた。


（まだ……夢ゆめの中？）


　涙なみだでグシャグシャになった視し界かいに映るのは、長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらせた、青年。服ふく装そうはいつものラウンジングジャケットだ。


（違ちがう……これは現げん実じつ。これは……本当）


　そう思うのに、頭の中はあの光景から抜け出せない。まるで繫つながりがあるかのように、レアナはイェンと最初に出会った時のことを思い出した。


　暗い石室。「執しつ事じになって」そう言ったとたんにイェンを束そく縛ばくしていた鎖くさりは解ほどけた。自分の足で地面に立ったイェンは幼おさないレアナの前で跪ひざまずくとこう言ったのだ。


「では新たなるマスター。イェン・シェンカーの名に懸かけ、いかなる時間、次元、空間、生死を超こえ、あなたを守しゆ護ごし仕える事を誓ちかいましょう」


　そしてレアナはイェンから忠誠の〝徴しるし〟をもらった。


　それがなくなっていなかったのだから、イェンが死んだなんて信じない。





　そして信じていた通りになった。


「イェン」


「お待たせいたしました」


　澄すました顔でイェンは頷うなずいた。


「この……ばか……」


　弱々しくレアナは呟つぶやく。本当は乗馬鞭むちでひっぱたいてやりたい所だが、今はその力が出ない。代わりに、その胸むねに頭を預あずけた。


「しばらく、楽になさっていてください」


　そう言うと、イェンはレアナを下ろした。符獣の体に背を預ける形で下ろされたレアナは、イェンを見上げる。


「イェン……」


「これはドラグ・ヘッドとしては逃のがれられぬ宿命のようなもの。お気になさらぬように」


　レアナが続けようとした言葉はイェンによって押おしとどめられた。


　重く、深く、息を吐はき出す。


　諦あきらめと呼ぶには切なすぎるため息だった。






　第六章　ドラグ・ヘッド







　強い風が周囲を覆おおい始めた。砂すなを取り込こんだ風の流れは螺ら旋せんを描えがき、巨きよ蛇じやがとぐろを巻まいたようにも、長大な塔とうが現れたようにも見える。


　満面に憎ぞう悪おの表情を浮うかべ、デフが双そう剣けんを構かまえる。


　常じよう人じんならば凍こおりついてしまいそうな殺気を受けて、イェンはただ眉まゆをひそめただけだった。


「同情はしますが……」


　髪かみをまとめた紐ひもを取る。荒あれ狂くるう強風に煽あおられて、デフとはまた違ちがう、青味がかった銀ぎん髪ぱつが踊おどる。


「それもまた、この時代に残されたドラグ・ヘッドの運命のようなもの」


「ほざけ！」


　両りよう腕うでに握にぎられた剣が凄すさまじい速さで襲おそい掛かかる。イェンはそれを、片かた手てに提さげ持つ一振ふりの剣だけで受け、さばく。


　不意に、イェンの体がぶれた。


　その途と端たん、獲え物ものに肉にく薄はくしていた双剣が砕け散る。


　高速で左右に動く事によって生まれた衝しよう撃げき波はだ。


「くっ！」


　デフは飛び退のき、距きよ離りを取る。衝撃波で引き裂さかれた袖そでの下で《マキナ》が蠢うごめく。左腕が砲ほうと剣を兼かね備そなえた銀色の物体に変化した。


　銃じゆう剣けんと、ドラグ・ヘッドの間では呼ばれている。


　腕が銃剣に変化し、雷らい球きゆうを連れん射しやする。


「ふっ」


　迫せまり来る超ちよう高熱の塊かたまりを、イェンは空いた左腕を振るだけで迎げい撃げきする。大気にひびが入るような音が走り、イェンの前方に透とう明めいな光が走る。不ふ可か視しの壁かべに遮さえぎられた雷球はその場で破は裂れつし、熱と雷いかずちを周囲に撒まき散らした。


　乱みだれ咲さく光が視界を覆う。その中からデフが飛び出してきた。


　上空から、イェンめがけて急きゆう降こう下かしてくる。


　突き出された銃剣を、イェンは跳ちよう躍やくして躱かわす。地面を貫つらぬいた銃剣の先で雷が荒れ狂い、土ど砂しやが跳はね上がった。


　デフは土砂をかき回すようにして銃剣を引き上げ、宙ちゆうに浮いたイェンに照しよう準じゆんを合わせる。


《マキナ》の上で淡あわい光が走り、肩かたに生えた羽根のような金きん属ぞくの板……放熱板が赤く染そまる。


　デフの顔に歓かん喜きの表ひよう情じようが走った。


　たとえドラグ・ヘッドといえど、空中でこれを躱す事はできない！


　確かく信しんとともに放つ。砲口より放たれたのは雷球ではない。それは一本の光放つ柱……光線だ。


　夜気を焼く光の柱が、天と地上を一いつ瞬しゆんにして繫つなぐ。その通過線上にいたイェンの姿は光にかき消されてしまった。


　歓喜を深くして、デフは強烈な光に追いやられていた夜空の星を見上げた。


　その顔が一瞬で曇くもる。そして引き攣つる。


　空から舞まい降りてくる影かげがある。


「おのれぇぇ！」


　そちらに銃剣を向ける。


　だが、向けるや、影が空中で角度を変えた。


「なっ」


　銃剣が空中でジグザグに折れ曲がる影を追う。


　だが、追いきれない。


　影の動きに戸と惑まどうデフは、視界の端はしで〝緩ゆるやかに降下する砂すな粒つぶ〟を見た事によって、その正体を摑つかんだ。


　高速運動中は、あらゆるものの動きが緩やかに見える。


　影は、空に舞い上がった砂粒を足がかりに空中で軌き道どうを変えているのだ。


「くそがぁぁぁぁぁ！」


　乱らん射しやする。だが、光線は虚むなしく夜を切り裂くだけに終わった。


　射撃のモードを収しゆう束そくから拡かく散さんに変えれば、まだ勝機はあったかもしれない。が、イェンはそれをさせる余よ裕ゆうを与あたえない。


　影が、一気に降下する。


　デフがわずかに身を仰のけ反ぞらせる。影はデフのすぐ前に落下した。


「残念ですが」


　イェンの冷たい目がデフを見み据すえた。


「あの時代の戦せん闘とう経けい験けんのない最終生産型が……」


　剣を振り下ろし、銃剣を半ばから切り折る。


「この私に勝てるわけがありません」


　振り下ろされた剣が引き戻もどされ、さらに軌道を変える。飛び退く。が、遅おそい。デフの左腕と左足が、血を撒きながら胴どう体たいから離はなれていく。


　バランスを崩くずし、デフは地面に倒たおれた。
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　全すべては一瞬の出来事だった。レアナには、爆ばく音おんと強風と光が一つの塊となって膨ふくれ上がって、破裂したようにしか感じられない。


　その後には吹き乱れる強風に長い髪を逆さか立だてたイェンと、両腕と片かた足あしを失って倒れたデフだけがいる。


　レアナは足を動かした。


「お嬢じよう様さま……」


「危き険けんです」そう言わせる前に、イェンを押し退け、デフの前に立つ。


　地面に倒れたデフの目はレアナの心しん臓ぞうを貫つらぬきそうなほどに、鋭するどい。


　その憎ぞう悪おの目の奥おくには〝あの日〟がある。


　レッグモール事じ件けんと呼ばれた、あの日……


　呆ぼう然ぜんと四年前の……少女のレアナは火の海に沈しずんだテルトアの街まち並なみを見つめていた。


　ドラグ・ヘッドと呼ばれる存そん在ざいの真の姿すがたを、そして執しつ事じにつけられたクリムゾンという名の意味を理り解かいしたあの日。


　イェンは一いつ斉せいに襲おそい掛かかってくるドラグ・ヘッドを瞬時に切り捨すてた。


　燃もえ盛さかる火の海の中で、それでもなお襲い掛かって来た強きよう硬こう派はの兵士たちとともに黒い塊となっていく人々の姿を見て、レアナは恐きよう怖ふした。


　己おのれの発した言葉の意味を、その力を理解した。


　デフの瞳ひとみの中にその光景を見、レアナは静かに目を閉とじた。


　あの日、自分の言葉が辺りの命を全すべて失わせるきっかけになったと気づいた時の、驚きよう愕がくと恐怖……忘わすれるわけがない。


　それは常つねにレアナを苛さいなみ、いたぶり続けてきた。眠ねむれぬ日々を幾いく夜よも重ね、部屋から出る事ができなくなった。


　あんな恐おそろしい事がまたあったら……


　その時、また、レアナが同じ選せん択たくをしたとしたら……


『いやっ、みんな消えてなくなれ！』


　また、そう叫さけんでしまったら……


　考えただけでたまらない。あんな場所に連れて行った祖そ父ふを責せめた。あんな事をしたイェンを責めた。そして、あんな言葉を口にした自分を呪のろった。


　ドラグ・ヘッドなんて物がどうしてこの世にあるのか？


　どうしてわたしは、こんなモノを側そばに置いているのか？


　いや、イェンに選ばれたのか？


　考えに考え抜き、そして結けつ論ろんは出なかった。


　ただ、負けてはいけないとだけ思ったのだ。


　この力に、イェンという名の、人の形をしながら、人ではない、行く先を知らない力に命令する事のできる自分に……


　負けてはならないと、そう感じたのだ。


　それは、レアナ本来の気き質しつであった。


　だからいま、その過か去こが襲い掛かってきたからといって、負けるわけにはいかない。


「あなたに償つぐなう方法が、わたしにはわかりません」


　静かに、そう呟つぶやく。


「わたしの命を差し上げれば、満足なのでしょう？　ですけれど、それはできない。死ねば全てが解かい決けつするわけではないもの」


　テルトアでは、レッグモールを火の海に変えたのはゲリラ側のドラグ・ヘッドであると情じよう報ほう操そう作さされているらしい。だから、真実を知る者は一いつ般ぱん人じんにはいない。だが、だからといってあそこで死んだ人々の肉親が、友人が、それを行った者を恨うらんでいないわけではない。


　その恨みは、全てレアナの身の上に降ふり注ぐべきだ。


　彼らは、事の張ちよう本ほん人にんが死ねば満足かもしれないが、張本人であるレアナにとって、それはただの逃にげでしかない。


　そんな事で、許ゆるしを得たと思ってはいけない。


　だから、ここでは死ねない。


　まして、同じように巨きよ大だいな力に翻ほん弄ろうされたままのシィナを放ほうって置くなど、論外だ。


「ごめんなさい」


　そう言えれば、なんと楽だろう。


　だが、それは口にはしない。デフへの侮ぶ辱じよくであると、感じたからだ。


　このまま、デフが退ひけばそれで良し。


　今は、それ以上の答えは出ない。


　デフの目には消える事のない憎悪が、宿っていた。


「ふざっ……けるなぁ！」


　吠ほえる。


　地に投げ出された体を跳はねさせて、レアナに襲い掛かる。


　武ぶ器きは、己の口のみ。一いつ杯ぱいに開き、レアナの細い喉のど元もとに歯を立てようと迫せまる。


　そのデフの額ひたいに、鉄の塊かたまりが埋うまった。


　イェンがレアナの前に立ち、デフの額に剣けんを突つき立てたのだ。


　イェンの手からはなれた剣は、デフの体をレアナから遠く引き離はなす。緩ゆるやかな弧こを描えがいたデフは地面の上を数度跳ねて、そして沈ちん黙もくした。


「…………」


　その終わりを、レアナは目をそらさずにじっと見つめた。


　それこそが、レアナがはたさなければならない義ぎ務むだ。


　己の生み出した結果から、決して目をそらしてはいけない。


　頭では、そうわかっている。


「お嬢じよう様さま……」


「ええ……わかっています。シィナを、追わなくては。でも、その前に……」


　イェンの腕うでを摑つかむ。その腕が震ふるえていた。


「葬ほうむってあげて……いえ、手伝って……ください」


「承しよう知ちしました。お嬢様」


　崩れ落ちそうな体を、イェンの腕が支ささえてくれた。





　　　　†




　その巨人は青かった。


　無ぶ骨こつな直線と曲線で構こう成せいされたそのラインは間近で見れば複ふく雑ざつだが、遠目で確かく認にんすると、凹おう凸とつの少ない男だん性せい形がたにしか見えない。


　手には己の身長とほぼ同じ長さの槍やりが握にぎられ、見上げる立場からすれば、それはまさしく天を突いている。


　巨人を覆おおう青銀色の鎧よろいは人が着れば、あまりの重さに身動きも取れないか、みせかけだけの道どう化けにしかならないだろう。


　それを纏まとい、巨人は足を踏ふみ出す。


　ただ、地を踏み鳴らすその音は巨きよ軀くにふさわしく、大地を震しん撼かんさせた。


「…………」


　人の五、六倍はありそうな巨人を見上げ、ミランは息を飲む。


　巨きよ人じんの周りには無数の残ざん骸がいがある。木材、石材、崩れた煉れん瓦が……それらが渾こん然ぜん一体となり、元の形の残ざん滓しすら残す事なく大地にばら撒まかれている。その中には〝人であったもの〟も混まじっている。


　巨人が地面に降り立つ。


　ただそれだけの事で、周囲の建けん築ちく物ぶつは崩ほう壊かいしてしまった。


「うう……」


　我われ知しらず声が出てしまう。


　情報として、マシン・ドライブの事をミランは知っていた。それはミランが作られた時に脳のうに焼き付けられたものだ。そしてその破は壊かい力りよくをミランはリィエンシーの秘ひ密みつ研究所から今日までに二度、その目にしている。


　完全体を見るのは初めてだ。ミランが生まれた時には、現げん在ざいでレスフォール時代と呼ばれる〝一連の出来事〟はすでに終息を迎むかえつつあった。予よ備び兵力として製せい造ぞうされた最終生産型のミランは実戦投入される事なく、この大地に凍とう結けつ封ふう印いんされて残された。レスフォールが多くのドラグ・ヘッド、マシン・ドライブ、その他のものを引き連れてどこへ行ったのか、それは知らない。知らされなかった。


　戦せん闘とう兵器でありながら、その活かつ躍やくの場もなく眠ねむらされた事は不幸だったのか？


　ミランだけの意見を言えば、それは不幸ではない。ドラグ・ヘッドの能のう力りよくを行使する事には行き過すぎを感じないではないが、人間とともに生活を送る事を苦く痛つうとは感じなかった。《マキナ》を人前で出すと怖こわがられるのは悲しくはあるが。


　地面の揺ゆれが、ミランのそんな現げん実じつ逃とう避ひを壊こわす。


　青い騎き士し型がたのマシン・ドライブは、ミランたちを目標として移い動どうしていた。


「……各自散開」


　ライコーンの声はいつも硬かたい。だが、今聞こえた声はもっと硬かった。ふだんが岩なら、いまのは鉛なまりの塊のように硬く……重い。


　その声でミランを含ふくめた五体のドラグ・ヘッドは行動を開始した。


　高速運動によって生じる衝しよう撃げき波はが、いつもより激はげしく周囲を襲い、ジオストックの街を破壊する。


　逃にげ惑まどう人々の悲鳴や喧けん騒そうはすでに遠い。


　甲かん高だかい音をばら撒きながら移動するドラグ・ヘッドたちはそれぞれに腕うでを銃じゆう剣けんに変化させる。


　高速運動時に張はる結界を我われ知しらず強化した。辺りには火花が散っている。


　視線を青い巨人から引き剝はがせない。


　マシン・ドライブを怖こわがっているのかと言われれば、ミランは力強く頷うなずいた事だろう。確実に自分よりも強い。〝生物〟兵器として生まれた以上、自じ己こ保ほ存ぞんの本能は当然に備そなえている。


　だが同時にマシン・ドライブと戦う事は任にん務む遂すい行こうの上での逃のがれられない選せん択たく肢しとなってしまっている。


　その二に律りつ背はい反はんの結果が、この結界強化だったのだろうか？


「うう……」


　冴さえない表情をするミランに答えはない。だが、どうしても結界強化をしなければならないという意識だけがあった。


　結界の向こうで、仲間のドラグ・ヘッドが銃剣から光こう条じようを吐はき出した。


　ミランも遅おくれて結界から銃剣の先を突き出して光条を放つ。結界に触ふれた部分がスパークし、銃剣の表面が赤熱化する。


　青いマシン・ドライブとミランたちは一いつ瞬しゆん、白い光の線で繫つながった。その一瞬だけを切り抜けば、巨人を絡からめ取ろうとしているかのように見える。


　次の瞬間には巨人の全身で激しい光の破は裂れつが起こった。


　光の破裂の中で巨人の体が揺ゆらぐ。


「くうぅ……」


　命中の感かん触しよくを確かめる事なく、ミランはさらに光条を放ち続ける。肩に生えた放熱板は鈍にぶい赤から鮮せん烈れつな朱しゆに変わり、辺りの空気を歪ゆがませた。


　やがて、結界に触れた部分の砲身が形を歪め、溶とけ崩くずれる。


　銃剣を解かい除じよし、元に戻ったミランの腕には赤い火傷やけどの跡あとが張はり付いていた。


　そこでようやく、ミランはマシン・ドライブを少しは冷静な目で見る事ができた。


　ほどなく、他の場所からの砲撃も止やむ。


　巨人の周囲は爆発による熱気が立ちこめ、景色を歪ませていた。残ざん骸がいが発火し、炎ほのおを生む。一いつ斉せいに燃え上がった炎が巨人の下半身を覆おおい、立ち昇のぼる黒こく煙えんがさらに巨人を隠かくした。


　影のみを見せるその姿すがたには、ただ存そん在ざいするだけで威い圧あつ感がある。凶きよう悪あくな存在感だ。


　額ひたいに汗あせが滲にじむのは熱いからではない。


（怖い）


　今度こそ、しっかりと、ミランは認にん識しきした。


　マシン・ドライブは怖い。


　下へ手たに情じよう報ほうを知っているというのがいけない。マシン・ドライブが動き出せばどうなるかというのが分かってしまっている。その性せい能のうを知っている。ここにいるドラグ・ヘッド五人との戦力比ひが計算できてしまう。


　勝てないという事が分かってしまった。


　でも、もう逃にげる事もできない。


　任務を遂行するためという義務ではない。


　マシン・ドライブはいま、明確にミランたちを〝敵てき〟として捉とらえてしまっている。


「うう……」


　だから、唸うなる。


　それはミランたちドラグ・ヘッドが最も慣なれていない行動を強要する。


　それをしないというわけではない。


　ただ、ここまで時間を置く事がないのだ。普ふ段だんならば、思考する隙すきを与あたえられる事なく、強きよう制せい的に行われる。


　時間をかけてそれをするという事に慣れていないが故ゆえに、戸と惑まどう。二の足を踏む。弱気になる。


　それは覚かく悟ごだ。死ぬと分かっていても戦う事への覚悟。戦せん闘とう兵器であるドラグ・ヘッドはそんなものを必要とせずに戦う。


　殺し、殺される可か能のう性せいを秘ひめた戦場へ赴おもむく事こそがドラグ・ヘッドなのだから、本来覚悟は必要ない。


　だがこの戦いは、任務途と上じようの取しゆ捨しや選せん択たくが可能な戦いのはずだった。そして逃げる事のできなくなった戦いだ。


　だから、覚悟が必要になる。


　他のドラグ・ヘッドたちも同じなのだろうか。黒煙の中で揺れるマシン・ドライブに対してなんらかの行動を見せる事がない。


「！」


　マシン・ドライブが動いた。


　黒煙に穴あなが開き、ミランにそれが向かってくる。


　光の点。


　それは瞬時に巨大な、ミランを覆い尽つくす光の塊かたまりになった。


　マシン・ドライブから放たれた光こう条じようがミランを押おし包んだ。





　　　　†




　ジオストックの街で炎の津つ波なみが起こる。


　それを引き起こしたのは青いマシン・ドライブから放たれた光条によるものだ。


　光線が撫なでた大地が、わずかに残っていた建けん造ぞう物ぶつが瞬時に溶よう解かいし、赤い塊になって爆散する。溶解した大地が赤い高波となってジオストックの街を飲み込こんだ。


「くっ……」


　それをレアナは山の頂いただきから見下ろしていた。


　青い巨人はその手にある槍やりで沸わき立つ溶よう岩がんを切り裂さく。


　その周囲では黒煙を引き裂いて、何か激しい流れのようなものが取り巻いていた。それを追うように、再ふたたび光条が放たれる。光条は大気を切り裂き、ジオストックの外にある荒こう野やを切り裂いた。


「あれは……」


「おそらくはレンドラント特軍……数は五人。一小隊ですね」


　イェンが目を細めて呟つぶやく。ドラグ・ヘッドである彼の目にはマシン・ドライブに取り付く同類の姿が見えているのだろう。


「ミランは……」


「さて……」


　イェンの視力でもそこまでは確認できないのだろう。テリードにさらわれる前に別れてそれきりだ。ミランの安あん否ぴが気き遣づかわれる。


「勝てるの？」


　ドラグ・ヘッドは最強の兵力だ。現げん在ざいでは、それが定説となっている。


　だが、ドラグ・ヘッドはレスフォールの時代の産物だ。


　そしてマシン・ドライブもまた。


「……可能性は非ひ常じように低いでしょう」


　淡たん々たんとしたイェンの言葉には容よう赦しやがない。


「現在残っているドラグ・ヘッドのほとんどには戦闘経験の蓄ちく積せきがありません。持てる能力を使う事はできますが、応おう用ようする事ができない」


「では……」


「ドラグ・ヘッドは戦闘用。マシン・ドライブは殲せん滅めつ用に作られました。破は壊かい力という点ではマシン・ドライブにはかないません」


　レアナの目の前でジオストックの街並みが溶けていく。街の形が、バターが熱せられるように崩れていき、赤黒い溶岩に変わっていく様はレアナの胸むねを締しめ付ける。


「こんなもの……レスフォールは、どうして、こんなものを……」


　作ったのだろうか。


「それが必要な時代でした」


「必要？」


　睨にらみつける。こんな、世界を壊す事しかできないようなものが必要？


　そんな事、考えられない。


　レアナの視し線せんを受けても、イェンは何も答えない。


「信じられないわ」


「信じられなくてよろしいのです。それはもう、この世界とは何の関係もない話」


　返したイェンの言葉も、表情も、やはり淡々としている。


　ただ、あまりに何も映うつさないためにレアナは突つき放されたような気分になった。


「そしてお嬢じよう様さまの怒いかりは正しいのです。その怒りこそが正せい当とうなもの。その怒りが許きよ容ようされる現在こそが、レスフォールが望み、私たちドラグ・ヘッドが……レスフォールに生み出されたものたちがその能力の限かぎりを尽くした結果」


　イェンが笑った。


　この笑えみだ。レアナはイェンを見上げながら思い出した。


　レッグモール事じ件けんの衝しよう撃げきから抜ぬけ出せなくて部屋に閉とじこもったレアナを、外の世界に導みちびき出したのは。


　この、優やさしい笑みなのだ。


「それをお持ちのあなたであるからこそ、私は誇ほこりをもってあなたの忠ちゆう実じつなる下しも僕べとなり、剣けんとなり、執しつ行こう者しやとなりえるのです」


　イェンが胸に手を当て、静かに傅かしずく。その手はレアナの言葉を授さずかるためにある。胸の奥おくにある心しん臓ぞうはレアナの言葉を実行するために鼓こ動どうする。


　それはとてつもない高こう揚よう感を生む。


　しかし、レアナは、だからこそ悲しい。


　自分をあの暗い部屋から解とき放ってくれた笑みが、決してそれ以上になってくれない事を、その笑みはまた物語ってもいるからだ。


「さあ我がマイ主マスター、命令オーダーを」


　執しつ事じになってくれと願った。イェンは全力でその願いを叶かなえてくれた。


　でも、もう……執事はいらない。


「わたしの……」


　この言葉の意味をイェンはきっと、ちゃんとは理り解かいしてくれないだろう。


　額がく面めん通りにその言葉を受け取ってしまうだろう。


「あなたを、わたしの騎士ナイトに格かく上あげしてあげるわ」






　第七章　滅ほろびのロンド







　肝きもが冷えるとはまさしくこの事なのだなと、ミランは尻しり餅もちを付いて実感した。


　マシン・ドライブの放った光こう条じようはまっすぐにミランを直ちよく撃げきした。


　だが、強化した防ぼう御ぎよ結界が数すう瞬しゆん――まさしく数瞬だ――その光条の破壊力を防ふせいでくれた。


　その隙すきに脱だつ出しゆつする事ができた。


「ふー」


　安あん堵どの息は震ふるえている。全身の神しん経けいが弛し緩かんと緊きん張ちようを繰くり返して不ふ快かいな感覚で満たされていた。


　伸のばした足のすぐ先で、溶よう岩がんが緩ゆるやかに流れている。


　どれだけこうしていたのだろう？　そんなに長い時間ではないはずだ。


　だが、ドラグ・ヘッドにとっては十分すぎる時間でもある。


　戦いが起こっている。


　仲間たちは遠えん距きよ離りでの攻こう撃げきを諦あきらめて、なんとか至し近きん距離からの砲ほう撃げきを敢かん行こうしようとしている。それを迎むかえ撃うつべく巨きよ人じんは槍やりを振ふるい、光条を乱みだれ撃っていた。


「いかなきゃ……」


　立ち上がる。足の震えはすぐに収おさまった。


　しかし、怖こわいことには変わりがない。


「いかなきゃ……」


　繰り返す。


　行かなければならない。戦わなければならない。


　なぜならば、それがドラグ・ヘッドだからだ。


　主の命の下、鉄火溶け合う闘とう争そうの渦うずの中に飛び込み、己おのれの命の灯とも火しびを燃もえ立たせる事こそが、ドラグ・ヘッドなのだから。


　ミランが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている間に、一人消えた。


「！」


　巨人の放った光条が一人のドラグ・ヘッドを飲み込む。


「グリーク……さん？」


　光条の中で人の形が崩くずれ、細かな塊かたまりに変わり、そして消えていく……刹せつ那なの出来事を目に焼き付けて、ミランは消えた仲間の名を呟つぶやいた。


「うう……」


　ミランの足が動かない。消したはずの震えが、膝ひざを襲おそった。


　また一人、槍の一撃を受けて、粉々になって吹ふき飛ぶ。撒まき散らされた内ない容よう物ぶつが、辺りの熱気に当てられて瞬時に燃ねん焼しようする。


「うう……」


　開いていた手を力強く握にぎり締しめる。


　ジャケットの下で、《マキナ》が激はげしく蠢うごめいた。


　強く、目を閉とじる。顔を歪ゆがませて閉じたまぶたから、涙なみだが押おし出された。


　震えは全身を襲う。


　それでもミランは、足を踏ふみ出した。


「怖いよぅ」


　跳ちよう躍やくする。


　巨人の足あし下もとに辿たどり着いたミランは、強く大地を蹴けって上じよう昇しようする。光条がすぐ側そばを駆かけ抜ぬけた。強めた防御結界の一面が激しく震える。


　その間にミランの腕うでが変化する。両腕が銃じゆう剣けんに変化し、さらに二つが融ゆう合ごうする。肩けん甲こう骨こつの辺りから放熱板が幾いく重えにも広がり、羽のように空を切った。


　交わった二つの銃剣はミランの前で巨大な砲ほうになり、その先せん端たんで赤い光が灯ともり、揺ゆらめく。


　跳躍力が絶たえた瞬間、ミランの体が重じゆう圧あつから解かい放ほうされる。


　眼がん前ぜんにマシン・ドライブの顔があった。


　青い金きん属ぞく板ばんに覆おおわれた、人の顔を直線だけで作り上げたような仮か面めん。


　その仮面の奥おくで、ガラスと金属で作られた……精せい巧こうに人の物を模もした目がある。


　その目が、ミランを見た。


「わっ……」


　全身が強いものに押し包まれた。圧あつ迫ぱく感。巨大な……それは視線だ。


「わあああああああああああ！」


　砲の先に灯っていたものを迸ほとばしらせる。


　ミランの体が反動で後方に吹き飛ばされる。砲から放たれた赤光はマシン・ドライブの頭部を包み、巨きよ軀くを揺さぶる。


　地面が激しく揺れた。マシン・ドライブがバランスを崩し、足が地面を何度も踏みつけたのだ。


　両腕を拘こう束そくしていた砲が消え、自由になる。高速運動から解とき放たれたミランはゆっくりと引力の腕に摑つかまれながら、その光景を見ていた。


　赤光が消え、幾いく筋すじもの煙けむりを引きながら巨人の顔が現あらわれる。


　仮面の奥の瞳ひとみが、ミランを見つめていた。


「そんなっ！」


　巨人の仮面は塗と装そうが剝はげ、焦こげ目が張はり付いている。


　そしてそれだけだ。


　至近での砲撃でもビクともしないなんて……


「勝てるわけ、ない」


　絶望が、引力と一いつ緒しよにミランを摑み、地面に引き摺ずり下ろそうとする。


　巨人が槍を持ち上げた。視し線せんはミランを見み据すえたまま。他のドラグ・ヘッドたちが砲撃しているが、まるで意に介かいした様子もない。ミランだけを見、ミランを粉々にする為ために槍を高々と振り上げる。


　終わった。ミランは目を閉じた。


　そんなミランの耳を轟ごう音おんが叩たたく。衝しよう撃げき波はが起こす大気の悲鳴だ。風圧が支ささえのないミランの体を押し、クルクルと回転させる。


「わっ！」


状じよう況きようの変化に驚おどろいて、ミランは目を上げた。回転する視界で、マシン・ドライブの胸むな元もとで爆発が起こり、巨人が再ふたたび仰のけ反ぞるのが見えた。


「え？　え？　え？」


　わけがわからず、ミランはただ声を上げる。そうしている間にもミランの体は落下を続け、赤熱した地面がすぐそこまで迫せまっていた。


「わっ！」


　衝撃波で溶よう岩がんを割わり、まだ無事な地面に着地すると、割れ目が閉じる前に脱だつ出しゆつする。


　ミランと交差するようにして、何かが落ちていった。それは赤い水柱を上げ、溶岩に飲み込こまれていく。


　マシン・ドライブの胸きよう部ぶ装そう甲こうが何枚まいか、剝げ落ちている。


「噓うそ……」


　いままでどんな攻こう撃げきにもビクともしなかったマシン・ドライブが傷きずを負っている。


「あっ……」


　信じられない事に空中で何度も軌き道どうを変へん更こうして跳ちよう躍やくを続けているドラグ・ヘッドの姿すがたを、ミランの目は捉とらえた。


　青銀の髪かみをたなびかせて飛ぶその姿をミランは知っている。


　クリムゾンの名で呼ばれ、同時にドラグ・ヘッドにとって最も不ふ名めい誉よだといわれている《ステューピッド》してしまった……しかしそれゆえに強力な力を持つドラグ・ヘッド。


　イェン・シェンカー。


　それが今、青いマシン・ドライブと凄せい絶ぜつな戦いを始めようとしていた。
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　レアナは勢いきおい良く山を駆かけ下りていた。


　眼下にあるのは、山の中ちゆう腹ふく部分に作られた大学の学がく舎しやとその敷しき地ち……


　そしてロードブラウッド博物館があった場所。


　そこには後二機、マシン・ドライブがいる。


　レアナはそこに向かっていた。


　体が重い。胸の表面がざわめいている。足がふらつく。何度も岩いわ肌はだに足をとられそうになったのは、レアナの運動神しん経けいが鈍にぶいからではない。


　危あぶなげな足取りで大学の敷地に辿たどり着く。辺りは静まり返っていた。すでに逃にげ出したのだろう。人の気配はない。無事に逃げ果おおせた事を信じて、レアナは二体の巨人の下へ向かった。


「はぁ、はぁ……」


　体から何かが抜けていく。血を抜かれるのに似にた感覚が、ひっきりなしにレアナを襲おそっていた。だから、体が重い。


　だが、血が抜けるのとは違ちがい、体力は奪うばわれない。だからこうして走り回る事ができる。


　それでも、絶たえ間なく襲う喪そう失しつ感はレアナの精せい神しんを圧あつ迫ぱくし続ける。


　足を止めた。


　マシン・ドライブの巨大な足がそびえている。さらに少し離はなれた場所に大きな人ひと影かげと、小さな人影……テリードとシィナだ。


「っ！」


　シィナの姿にレアナは息を飲んだ。遠目から見ても、全身が薄うす青あおく発光しているのが分かる。


「シィナ……」


　一体、シィナに何が起こったのか。額ひたいで激はげしく発光する光に、レアナの目が吸すい寄よせられる。


　秘ひ密みつ研究所。テリードはそう言っていた。その秘密研究所でシィナは一体、なにをされたのか。


「止めないと……」


　シィナがマシン・ドライブを操あやつっている。そう思って間違いない。


　眼がん下かのジオストックの街を見る。巨人を中心にして炎ほのおと煙けむりと溶岩に埋うめ尽つくされたそれは、もはや街とは呼よべない。


（シィナがこんな事をしている。させている？）


　そう考えるのは苦しい。


　地下空くう洞どうで見せたシィナの怒いかりがこんなにも激しいものだったとは思いたくはない。


「止めないと」


　もう一度呟つぶやく。


　何度も深しん呼こ吸きゆうを繰り返して息を整える。


　シィナだ。シィナを確かく保ほし、逃げ出せばいい。それだけを考えて行動すればいい。


（うまくいけば……いいえ、いかせるのよ！）


　堅かたく決心し、小さく咒しゆ音おんを呟く。それだけでいい。空気を震ふるわせる。ただその事実のみが大事なのだ。


　紡つむがれた咒音は意味をなし、そして伝えられる。


　符ふ獣じゆうがレアナから離れていく。


　それを確かく認にんして飛び出す。全力疾しつ走そうする。スカートが足に絡からみつく。その感かん触しよくを忌いま々いましく感じながら、テリードに、その背はい後ごにいるシィナめがけてひた走った。


　距きよ離りがどんどんと縮ちぢむ。二人の姿がはっきりと目に映うつる。テリードの目はいまだ符獣に向けられている。シィナは《マキナ》の浮うかんだ顔をぼんやりとさせている。


（あの男に体当たりして、それから……）


　合図の咒音を唱える。そう決めて、体たい勢せいを低くする。


　飛び込こむ。その寸すん前ぜんに、テリードがこちらを見た。


　その顔は笑っている。


　空を切った。


「あうっ」


　レアナの体は虚むなしく地面に投げ出された。


「悪くねぇ」


　テリードの足がレアナの眼前に置かれた。見上げると、黒いリボルバーが突つきつけられている。銃じゆう口こうの奥おくは暗く。その中からは火薬の臭においが零こぼれていた。


「勢いきおいもある。変な迷まよいもない。……悪くねぇ。だが、通じねぇんだな、これが」


　そのテリードの横で、シィナが苦しげな表ひよう情じようを浮うかべていた。歪ゆがんだ瞳ひとみがレアナに向けられている。


　間近で見たシィナは美しかった。全身を青く発光させ、額に瞳のようにしてある縦たて長ながの宝ほう石せきがシィナに幻げん想そう的な美しさを与あたえていた。


　それは確かに美しい。だが、それは破は壊かいを生む美しさなのだ。


「シィナ、やめなさい！」


　レアナは叫さけんだ。シィナは苦しげな表情のまま、わずかに唇くちびるを震わせる。


「やめなさい！　こんな事に、何の意味もないわ。この街を壊こわす事が、あなたの復ふく讐しゆうになるわけでもないでしょう！」


　どれだけ叫んでも、シィナは何も答えない。


　だが、その瞳に浮かんだ歪みがレアナに何かを伝えようとしているように見えた。


「無む駄だだぜ、お嬢じようちゃん」


　テリードが低く笑っていた。


「……あなた、シィナに何をしたの？」


「なにも」


　軽く答えるテリードに、レアナは目つきを険けわしくした。テリードは肩かたをすくめ、空いた手でシィナを引き寄せる。


「一つ、勘かん違ちがいをしている」


「勘違い？」


　目はそのままにテリードを見み据すえながら、レアナは内心で困こん惑わくした。


「おれは何もしていない。したとすれば、それはレスフォールだ」


　レスフォール。


　その名前が出たとたん、レアナの脳のう裏りに逆ぎやつ光こうの中の人影が浮かんだ。


「こいつはマシン・ドライブのコントロールユニットとして造つくられた生体部品だ。人間じゃねえ。……ドラグ・ヘッドと同じだよ」


「なんですって……」


　ドラグ・ヘッドと、同じ……


「リィエンシーが発はつ掘くつした、発掘兵器だ」


「そんな……」


　声がわなないた。てっきり、リィエンシーの秘ひ密みつ研究所で何かされたのだと思っていた。


テリードは笑っている。


「正確にはちと違う。ちぃと昔に、こいつはとある村で放ほう浪ろうしているのを老夫ふう婦ふが見つけた。老夫婦は身寄りも記き憶おくもないこいつを養った」


　空洞でシィナが言った「じいちゃん、ばあちゃん」を思い出した。


「だが、悲しいかな。こいつは普ふ通つうの人間ではなかった。身寄りなんざ、まさしくこの世には存そん在ざいしていない。悲ひ劇げきはすぐに起こった。村に強ごう盗とう団だんが押し寄せ、こいつは巨きよ人じん石を起動させて追い払はらっちまった。それで足がついて、リィエンシーがとっ捕つかまえた」


「……その時、シィナの祖そ父ふ母ぼを殺したのね」


「さぁて」


　あらぬ方向を見つめ、テリードは肩をすくめた。


「まっ、そこら辺はどうでもいいわな。重要なのは、シィナがマシン・ドライブの脳のう、マシン・ドライブの意思、マシン・ドライブを操る者、そしてドラグ・ヘッドと同じ、人に仕える者だ、ってことだ」


　言葉の積み重ねがテリードを興こう奮ふんに誘さそった。


「操り人形の糸！　そして、おれがその操り手だ」


　呆ぼう然ぜんと、レアナはテリードとシィナを見た。


　シィナが、ドラグ・ヘッドやマシン・ドライブと同じ、レスフォールの遺い産さん。


　納なつ得とくできないわけではない。感情的には否ひ定ていしたいが、納得できてしまう。リィエンシーの秘密研究所が、現代の人間がシィナをこんなにしたと言われるよりも、それは理に適かなっている。


　そしてテリードがシィナの主。


　シィナを見る。体を震ふるわせ、テリードを見ている。その目は大きく見開かれていた。


　なにか……大事なものを奪うばわれた。そんな顔をしていた。


「お嬢ちゃんのおかげで、こうして事は為なせた。……感かん謝しやしてんだぜ、これでも」


　笑いを収おさめ、テリードは淡たん々たんと呟つぶやく。


「だけどな、レンドラントにはぶっ壊れてもらわねぇといけねぇんだ。これが」


　悪いな、そう言うテリードの顔はまるで、学校の友人がちょっとした事で謝あやまるような、そんな気楽さだった。


「なっ」


　あまりの事に一いつ瞬しゆん、言葉を失ってしまった。


「なにを！……なぜ、そんな事を」


「この辺りじゃぁ、レンドラントが一番の強国だ。それをおれがぶっ潰つぶす。そうすればとりあえず、誰だれもおれに逆さからおうなんて思わないだろ？」


　ごく当たり前の事を言うような口調だ。表情にはどこもおかしな所はない。変わらず皮肉げに唇くちびるを歪めている。この状じよう況きようを傲ごう慢まんに楽しんでいる。


「ふざけないで！」


　レアナは叫さけんだ。


「そんなことはさせない」


「させない？　誰が？　お前がか？」


　青いマシン・ドライブを見る。そこには新たなドラグ・ヘッドの影かげがまとわり付いていた。


「それともお前の下しも僕べがか？」


　レアナの頰ほおに朱しゆが走った。手が動く。頰めがけて振られた手は、しかしテリードに摑つかまれてしまった。


「イェンを、下僕だなどとは言わせない！」


「ふん。主あるじがそうならば、下僕がアレなのも良く分かる」


　テリードは嘲あざけりを浮かべた。その手がレアナの胸むな元もとを摑む。


「《ステューピッド》――ドラグ・ヘッドが限げん界かいを超こえるための最後の、そして禁きんじられた手しゆ段だん」


　手が引かれる。旅用の硬かたい生き地じがあっさりと引き裂さけた。引き裂けた布ぬの地じの下で肌はだが露あらわになる。


　胸を覆おおう純じゆん白ぱくの下着の下、鳩みぞ尾おちから下した腹はらにかけてにテリードの目が注がれる。


　白い肌の上に刻きざまれているのは、黒い、曲線と直線が複ふく雑ざつに絡からみ合った紋もん様よう。


　レアナの《マキナ》、イェンとの約束の徴しるし。


「《ステューピッド》したドラグ・ヘッドが主しゆ従じゆう関係を結ぶと、ドラグ・ヘッドの限界を突つき破やぶった性せい能のうを出す。だが、その代だい償しようは主人である人間の魂たましい！　主を守り、その命令を遂すい行こうするドラグ・ヘッドが、主の命を代償にして力を振るう。その矛む盾じゆん。はっ！　《ステューピッドまぬけ》とは、良く言ったもんだ。後あと戻もどりのできない、壊れっぱなしのドラグ・ヘッドを持って、好いい気になってんじゃねぇよ！」


　手を開き、ちぎれた布切れを捨すてる。


「だが、たとえ《ステューピッド》しようと、所しよ詮せんはドラグ・ヘッド。死の淵ふちからは脱だつ出しゆつできたみてぇだが、はたして絶ぜつ対たい的な力の差を覆くつがえす事ができるのかな？　そして、それにおまえの魂は耐たえる事ができるのか？　おもしれぇ、見てみようじゃねぇか」


　そう言うと、もはやレアナから興きよう味みを無くしたのか、テリードはジオストックの街に目を向けた。


（イェン……）


　レアナは、イェンの勝利を祈いのった。そして祈るしかできない自分を呪のろった。
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　巨きよ人じんの放つ光線があたり構かまわず焼き尽つくす。地面を薙なげば大地は爆ばく砕さいし、それらはさらに時を置かず溶よう解かいし溶岩流に変わる。


　その中をイェンの小さな影が走る。


　青いマシン・ドライブは、体の各所から光線を発して、己おのれの周囲を飛び回る小さな存そん在ざいを追いまわした。


「ふっ！」


　呼こ気きを漏もらして、イェンは空中を跳はね回る。


　駆かけ抜けた光線が足の底を焦こがした。イェンはわずかに表ひよう情じようをしかめさせる。


　その顔に浮うかんだ《マキナ》は他のドラグ・ヘッドとは違い、青い光を走らせている。


　イェンの手にある剣けんは片かた手てにぶら下げられたまま、剣先は大気を引き裂き続ける。


　その剣先で刹せつ那な刹那に生まれる真空が、乱みだれる大気の流れに修しゆう正せいを加えていく。生まれた大気はマシン・ドライブの巨体を叩たたく。自らの放った光線で生まれた熱風を受けて巨体がわずかに傾かしいだ。


　その瞬しゆん間かん、イェンが跳ちよう躍やくを止める。


　空高く飛び上がったイェンは、体をひねらせ、剣をななめ上段に構える。


　露になった手の甲こうで《マキナ》が激はげしく蠢うごめき、一つの形を作る。


　剣身に向けて、大気が流れを作った。空に向かって這はい上がっていく、蛇じや身しんのような煙けむりまでもがその流れに飲み込まれ、形を見せた。


　それは巨大な大気の渦うずだ。


「はっ！」


　剣を振り、剣身に集つどっていた渦が解とき放たれる。


　真横に伸のびる風の螺ら旋せん……竜たつ巻まきがマシン・ドライブに直ちよく撃げきする。巨大な音がマシン・ドライブの左肩部を激しく震わせる。その巨体が斜ななめに傾ぎ、ついに膝ひざを折らせた。左肩部では装そう甲こうが剝はがれ落ち、束ねた金きん属ぞくでできた筋きん組そ織しきが露になり、それもまた断だん裂れつしていた。


　地面を揺ゆらす音を聞きながら、落下していたイェンは再ふたたび跳躍する。


　そこに、マシン・ドライブが槍やりを突き込こんで来た。


　真正面から迫せまる巨大な鋼はがねの山に、イェンは剣を平にして受け止めた。剣の上を巨大な鉄の塊かたまりが滑すべっていく。火花散る中で、イェンは風に吹かれた落ち葉のように穂ほ先さきの上を滑り、槍の柄えに辿たどり着いた。


　穂先との衝しよう突とつで磨ま耗もうした剣が折れ飛ぶ。それを放ほうり捨て、イェンは柄の上を走る。一気に柄を走破し、マシン・ドライブの腕を伝い、肩まで上がったイェンは新たな剣を生み出した。


　その剣を投じる。


　剣は軌き跡せきの残ざん像ぞうすら見せず、マシン・ドライブの仮か面めんの隙すき間まに入り込んだ。仮面に覆おおわれた眼がん部ぶから火が噴ふく。


「メインカメラは封ふうじた。これで、私の姿すがたは追えまい」


唇くちびるにわずかな笑えみを浮うかべると、その場から跳躍する。


　光線が追いかけてきたが、イェンにはかすりもしない。


　地面に飛び降おりたイェンはさらにマシン・ドライブから十分な距きよ離りを取ると、足を止め、振り返る。


　イェンの姿を見失ったマシン・ドライブは頭部から煙を噴きながら、あちこちに体を向けていた。


　右腕をマシン・ドライブに向けて突き出す。


　その腕が形を変じた。腕としての形けい態たいが失われ、真まっ直すぐに伸びる。それは他のドラグ・ヘッドが見せた銃剣に似ているが、少し違う。


　それは剣の部分がない。円えん筒とうの砲ほう身しんは二ふた股またに分かれ、背はい面めんで膨ふくらんだ渦巻状の機関はイェンの動きを束そく縛ばくするほどに巨大だ。機関から伸びた放熱板が地面に突き立った。


「グラビトロ・カノン……まさかこれをマシン・ドライブに向ける事になるとは……」


　口元に皮肉の笑みが浮かぶ。


　機関内で何かが高速で回転する音が響ひびく。渦巻きの線に沿そって光が走り、砲身では無数の電流が行き交かう。


「さあ、終わりです」


　その言葉が引き金になり、黒い光が砲身から放たれる。


　光はまっすぐにマシン・ドライブに突き刺ささる。突き刺さり、それは巨体の内部に吸すい込まれるようにして消えた。


　途と端たん、マシン・ドライブが揺ゆれた。


　上下に、小こ刻きざみに。


　煙を上げる頭部から、巨きよ体たいの割わりには細いつま先まで余あます事なく揺れている。その揺れは地面にまで伝でん播ぱして小規き模ぼの地じ震しんを起こした。


　まるで、その揺れによって分ぶん解かいされたかのように腕が落ちた。


　その腕が捻ねじ曲がり、縮んでいく……いや、圧あつ縮しゆくされている。地面に届とどくよりも早くそれは一個の丸い塊かたまりとなり、爆ばく発はつした。


　その異い変へんはマシン・ドライブの全身にも起こる。頭が潰つぶれ、足が折れた。崩くずれ落ちる胴どう体たいは放電現象を起こし、内部から火を噴きながら縮まっていく。


「私が勝つのは偶ぐう然ぜんではない」


　崩ほう壊かいを起こすマシン・ドライブを見上げながら、イェンはそう零こぼす。


　最後に、黒い波は紋もんが大気の上を走り、マシン・ドライブの巨体が消しよう滅めつする。


「これは、主の差というものだ」


　黒い気体と化していく砲身を振り捨てて、イェンは背を向けた。





　　　　†




「あああああああああ！」


「シィナ！」


　その瞬しゆん間かん――青のマシン・ドライブがその姿を消滅させた瞬間、シィナが体を硬こう直ちよくさせて甲かん高だかい悲鳴を上げた。額ひたいの角が激はげしく明めい滅めつする。パキンと細い音がして、宝ほう石せきが欠片かけらを飛ばした。


　悲鳴が止まると、ぐったりと地面に倒たおれる。レアナはすぐにその体を助け起こした。苦く悶もんの表情はさらに深くなり、服はぐっしょりと汗あせで濡ぬれている。
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「大だい丈じよう夫ぶ？」


　その声にシィナは荒あらい息を吐はくだけで、答えない。


　テリードを見ると、彼は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたまま動かない。


　眼下の光景に言葉もない、まさしくそんな様子だった。


「どう？」


《ステューピッド》によって心が削けずれていく感覚に、レアナは倒れそうだった。


　イェンが、やった。


　それでも、その事実は冷たくなるレアナの心を奮ふるわせてくれる。


　テリードはじっとジオストックの街を見下ろしている。そこにはもはや、青いマシン・ドライブの姿は影も形もない。


　テリードが動いた。


　レアナの脳のう裏りに圧縮された感覚が襲い、咄とつ嗟さにシィナの体をきつく抱だきしめる。


　その肩かたに激しい痛いたみが襲おそった。テリードの拳こぶしがレアナの薄うすい肉を叩たたく。レアナの口から悲鳴が上がった。


「くぅぅぅ」


　肩の骨ほねが嫌いやな音をたてた。折れたかもしれない。


　シィナの手が、レアナの頰ほおにそっと伸のびた。手は震ふるえている。まるで病人のように、思うままにならない体を無む理り矢や理り動かしているような、そんな震えだ。


「…………」


　テリードが低い声で何かを言った。


　その顔からは斜しやに構かまえた部分も、傲ごう慢まんさも消え、満面にどす黒い赤が染しみ出している。見下ろす目は今にも火を噴ふきそうだ。


「あなたは、なにを！」


　叫びを無む視しし、テリードはシィナからレアナを引き離はなすと、少女の襟えり首くびを摑つかみ、引き上げる。シィナの足が宙ちゆうで揺れる。シィナをたすけようと体を動かすなり、蹴けりが、レアナの折れた肩を襲った。


「シィナ……」


　底冷えのする声がテリードの口から漏もれる。


「分かってんのか？　勝たねぇと、おれたちは元の立場に逆ぎやく戻もどりだ。てめぇは、本当にわかってんのか？」


　妄もう執しゆうに取り憑つかれたその声に、レアナはぞっとした。


「さあ、残りのマシン・ドライブを向かわせな。徹てつ底てい的に破は壊かいしてしまえ」


　テリードの声はポツリポツリと呟かれる。抑よく揚ようのない声が吐はき出され、まるで澱おりのようにレアナの耳に堆たい積せきする。そこにこめられた重みに、冷たさにレアナは震えた。


「なにもかもをだ。レンドラントも、ドラグ・ヘッドも……全すべてだ」


　レアナの背後で、二機のマシン・ドライブが甲高く、重い起動音を奏かなでた。
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　その瞬間、イェンは気化していくグラビトロ・カノンに再ふたたび腕うでを突つっ込んだ。


　再さい構こう成せいされる長砲を振り回し、迫せまる気配に向ける。


「イェンさん！」


　ミランの叫びが遠くから聞こえた。イェンはそれにかまわず砲の中に瞬時に収しゆう束そくした力を解とき放つ。


　黒い線が、赤黒く汚よごれた大気の中を突き進む。


　そこには二体の巨人が、今まさに大地に降おり立とうとしていた。


　赤い、女じよ性せい形がたのマシン・ドライブと、


　青と白に彩いろどられた獣じゆう人じんのマシン・ドライブ。


　獣けものの口が開いた。荒あら々あらしい歯列の奥おくで光が灯ともる。


　吐き出される仄ほの白じろい光こう条じようがイェンの放った黒いエネルギー流に衝しよう突とつする。


　衝突点を中心に、白と黒の斑まだらな波は紋もんが走った。


「！」


　イェンの目が驚きよう愕がくに見開かれる。


　波紋を突き抜けて、細い光条が乱気流に弄もてあそばれるように無茶苦茶な軌き跡せきを描えがいて迫ってくる。


　跳とぶが、間に合わない。腕の長砲の重みが邪じや魔まをした。


「がぁ！」


　イェンの足が切り裂さかれる。片かた足あしが、傷きず口ぐちから白っぽい血を噴ふき、回転し、地面を跳ね、燃もえ盛さかった。


　衝突の轟ごう音おんがやってきたのはその後、衝撃波がイェンの体を突き飛ばす。


　体たい勢せいを立て直し、跳躍する。片足だ。速度も、高さも以前ほどではなくなった。


「やってくれる」


　額ひたいに汗あせを滲にじませて、イェンは吐き捨てた。追いすがってくる光条を、空中で飛び跳ねて躱かわす。


「イェンさん！」


　ミランがすぐ側そばを跳んでいた。


「だ、だ、だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「大丈夫に見えますか」


　痛いたみで引き攣つった笑えみを返すと、ミランは顔を青ざめさせる。


「あ、あ、あ、あうあう」


　ミランは言葉が出ない様子で喉のどを痙けい攣れんさせる。その間も二人は空を駆かけ、溶よう岩がんの海を突き抜けると地面に着地した。ミランは少し地面を滑すべったが、イェンは片足でも危あぶなげなく立つ。


「そうだ！」


　ポンとミランが手を打つ。


「あれ、あれです。あの黒い奴やつ、あれがちゃんと命中すれば、あの二体だって問題ないですよね。はい。あたし、頑がん張ばってサポートさせていただきますです！」


　力拳を作るミランに、イェンは渋しぶい顔をした。


　視し線せんを巡めぐらせば、残った二人のドラグ・ヘッドがマシン・ドライブと戦っている。


　いや、逃げ回っているというのが正せい解かいか。


「無む理りです」


「へ？」


「あれだけの大出力に、お嬢じよう様さまの体が耐たえられない」


「あ……」


　理り解かいしたのか、ミランは大口を開けてイェンを見た。レアナに刻きざまれた《マキナ》によって二人は繫つながっている。レアナが今どんな状じよう態たいか、イェンには手に取るように分かった。


「魂たましいが尽きるわけではないですが、ショック症しよう状じようで心しん臓ぞうが止まるでしょうね」


　イェンの手に剣けんが握にぎられる。


　冴さえ冴ざえとした輝かがやきを放つ、長く、鋭するどい剣だ。


「よってこれ以後、私はお嬢様に頼たよる事はできません。ただのドラグ・ヘッドとして、死力を尽くすのみ」


「でも、そんな！　勝てるわけ、ないじゃないですか」


　片足を失い、体も、先ほどの衝撃波で傷を負っている。服は引き裂け、その下から露あらわになった肌はだには血が滲にじみ出している。


　満身創そう痍いだ。


　それでも、イェンは……笑った。


「だからどうしたというのです？」


「な……」


「生きることの価か値ちはただ漫まん然ぜんと生きるのではなく、どう生きたかにあるのです。ましてや我われらはドラグ・ヘッド。戦いの中に身を投じる事こそがその本ほん懐かい」


　傷だらけ、血ち塗まみれの肌の上で蠢うごめく《マキナ》にはミランにはない活力がある。


　イェンの周囲で空気が弾はじけた。結界が張はられた。


　高速運動に入る、前ぜん兆ちよう。


「主あるじのために命を賭かける事に、何のためらいがありましょう」


　轟音とともに、イェンの姿すがたがかき消えた。


　置いていかれたミランは、唸うなり、地面を搔かいた。


　違ちがう。


　イェン・シェンカーが他のドラグ・ヘッドと違うのは、《ステューピッド》したとか、そういうのは関係ない。


　ただひたすら、主のために命を賭ける。その、ドラグ・ヘッドとしてあまりにも簡かん単たんな事実を、何のためらいもなく実行できるという事だ。


「うう……」


　覚かく悟ごとか、そんな問題じゃない。


　イェンにあり、ミランにないもの……それは主だ。


　レンドラントの軍部をかりそめの主とする事で、ドラグ・ヘッドの本ほん能のうを誤ご魔ま化かしているミランにはそこまで考える事ができない。


　イェンの姿はすでにマシン・ドライブの前まで移い動どうしている。戦いに加わっている。


　満身創痍で、勝てる可か能のう性せいなんてほとんどないのに……


　そうできるイェンが、ミランは、心底羨うらやましかった。
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　テリードが哄こう笑しようを上げている。


　狂くるったように――いや、すでに狂っているのかもしれない。最強という幻げん想そうに取り憑つかれた男の哄笑は、途と切ぎれる事なく続いている。


　喪そう失しつ感……心が削けずれる感かん触しよくがなくなった事に、レアナは舌した打うちをしたいのを必死で堪こらえた。イェンがレアナに気を使った証しよう拠こだ。


　普ふ通つうのドラグ・ヘッドになったからといって、イェンが弱くなったとは思わない。あれはただのドラグ・ヘッドではない。それは自信を持って言える。


　しかし、今度はマシン・ドライブ二機を同時に、しかもレアナの魂……生体エネルギーの援えん助じよなしに戦うとなると不利だというのは否いなめない。


　レアナが、何かしなくてはいけない。


　問題なのはシィナだ。テリードではない。なんとかシィナをテリードから引き離はなす。そうすれば、なんとかなる。


　逃にげるための手しゆ段だんはある。


　だが、どこまで逃げればいいのだろう？　テリードとシィナの主しゆ従じゆう関係が、レアナとイェンのものと同じだというのなら、そこには距きよ離りは関係ない。


（そういえば、テリードはデフの主でもあった）


　初めて会ったドラグ・ヘッドのオーナー。同類。


　もしかして、テリードがシィナの主になれたのは、それと同じ理由があるのだろうか？


（もし、そうなら……）


　レアナがシィナの主になる事もできる。


（でも……）


　ドラグ・ヘッドの主になれるものは少ない。世界でも数えられるほどだ。


　同じようにドラグ・ヘッドの主になれたレアナとテリード。


（わたしたちの共通点は何？）


　こんな男と共通点があるなんて――レアナは気分的に受け付けられなかった。


（とにかく、やるしかない）


　考えるのはそれからでも遅おそくないかもしれない。


　レアナは唾つばを飲み込こんだ。渇かわいた喉のどに引っかかって、うまくいかない。むりやり飲み込んで、覚悟を決める。


　手元には何もない。あるのは符ふ獣じゆうだけだ。だが、頼たよりになる一手だ。


　こっそりと咒しゆ音おんを呟つぶやく。テリードはいまだに哄笑を上げて、嬉き々きとした様子で眼がん下かを見下ろしている。気付かない。


　確たしかな手て応ごたえが返ってきた。符獣は待機状態のまま近くに潜ひそんでいる。


　レアナの咒音に応こたえ、ここに向かってやってきている。


　それでいい。後はその時を待つだけだ。


「あなたは……」


　だから、時間稼かせぎに声をかけた。


　テリードが笑いを収おさめ、こちらを見る。


「あなたは、どうしてこんな事をするのです？」


「……言ったと思ったがな」


　テリードの顔が少し不ふ機き嫌げんになった。コートを揺ゆらし、睨にらみつける。レアナをではない。その目は空を見上げていた。しかし、見ているのは空ではない。そう確かく信しんする。


　見ているのはリィエンシーにいる誰だれかだ。


「秘ひ密みつ研究所」


「ああ？」


「あなたは、そこで一体何をされたというの？」


　秘密研究所というが、実じつ際さいに何をしていたのかレアナは知らない。


　そこにシィナが収容され、そしてテリードと出会った。


　では、テリードは何をしていた？　あるいは何をされた？


　テリードは黙だまり、レアナをじっと見つめた。レアナは目をそらさない。


「ドラグ・ヘッドの血けつ液えきが何でできているか知っているか？」


　かすれるような声でそう言った。


「あれだけの高速運動を行うのは、人間の血液では不可能だそうだ。……それ以前に、内ない臓ぞうも、肉体も、何もかも保もたんと思うんだがな」


　何かを嘲あざ笑わらうような、自じ虐ぎやくしているような、そんな複ふく雑ざつな表ひよう情じようを浮うかべる。


「それが……どうかしたの？」


「リィエンシーはこれまでにも何度か、レスフォール時代のものを発はつ掘くつした事がある。大方は使い方も分からねぇままに封ふう印いんされちまったんだが……その中に、一つ、面おも白しろいものがあった」


　テリードが語りだす。レアナは眉まゆを寄よせて、その表情を見守った。


「正体の分からない金きん属ぞくの筒つつに入っていたもの。……ドラグ・ヘッドの血液だ」


「え？」


「おそらくは、ドラグ・ヘッドの製せい造ぞう工場か、研究室でもあったんだろうな。だが見つかったのは巨きよ大だいな鉄の樽たるに収おさまったドラグ・ヘッドの血液だけだった」


　思い出しながら喋しやべっているのだろう。時々、言葉が途切れる。思い出し、言葉にし、推すい敲こうする。その過か程ていが終わるのを、レアナはじっと待った。


「……ドラグ・ヘッドの血液。あったところで何の役にも立たない。ドラグ・ヘッドはどんな重じゆう傷しようだろうと、時間さえかければかなりの重傷からも回かい復ふくできるからな。輸血も必要ねぇ。ドラグ・ヘッドを最もドラグ・ヘッドたらしめているのはあの《マキナ》だ」


　いまだ正体不明の魔ま術じゆつ紋もん様よう。そしてドラグ・ヘッドの力の源みなもと。


「……そのまま、その血液も封印されるはずだった。どこかの馬ば鹿かな学者がこう言わなければな。……『《マキナ》を形成するものがその血液にあるのではないか』ってな」


　レアナは喉を鳴らした。


「そうと決まればやる事は一つしかない。ドラグ・ヘッドはいじれない。あまりに数が少ない。一体使えなくなれば、それは千人の兵士を失うに等しい。あるいはそれ以上。……おまえなら、どうする？」


　聞き手に徹てつしていたレアナはいきなり話を振られて困こん惑わくした。


　実験をするのに、必要なもの……


「まさか……」


　それに気付き、レアナの唇くちびるは震ふるえた。テリードは頷うなずく。


「そうだ。人に使うものであれば、人に似にた猿さるで試ためされる。なら、ドラグ・ヘッドに使われるものは、ドラグ・ヘッドに似た人で試される」


　目の前で、テリードの表情がいびつに形を崩くずした。


「実験に使われたのは、当時まだ十にも満たないガキだった。身寄りのないガキだ。父もなければ母もない。孤こ児じ院いんから身受けされた……この、おれだ」


　テリードの手が、自分の襟えり元もとに伸のびる。シャツを引き裂さく。ボタンが弾はじけ飛び、露あらわになった胸むねに刻きざまれているのは、《マキナ》だ。


　ドラグ・ヘッドのように不定形ではない。レアナのものとも違ちがう。テリードの胸いっぱいに刻まれた《マキナ》は、紋様と呼ぶのもおこがましいほどにいびつで、醜みにくかった。


「ドラグ・ヘッドの血液を注ぎ込まれたせいで、おれは一月以上高熱でベッドから出られなかった。それでも、学者の予想通り《マキナ》が浮かび上がったがな。だが、世の中そうそう上手うまくはできてねぇ。なぜなら……」


　いきなり、テリードの腕うでが振られる。


　轟ごう音おんが耳を突ついた。高速運動による衝しよう撃げき波はの発生だ。腕はテリードの背はい後ごに振られた。そしてその背後には……


「ギャウッ！」


　レアナの符ふ獣じゆうがいた。衝撃波を食らい、頭が潰つぶれる。レアナの血から生まれた符獣は、レアナの血を撒まき散らしながら消しよう滅めつした。


　符獣を倒たおされた事で、術者であるレアナにも衝撃が襲おそう。眩くらみかけた意い識しきを必死で堪こらえていると、舌した打うちの音が聞こえた。


「つっ」


　テリードの顔が歪ゆがんでいる。振られた腕の袖そでが引きちぎれた。その下にあった腕は皮ひ膚ふが裂け、血を零こぼす。血が霧きりになって辺りに漂ただよった。


「この通りだ」


　痛いたみに顔を歪ませながら、そう呟く。


「ドラグ・ヘッドの持つ高速運動をやろうとすれば、体がぶっ壊こわれちまう。《マキナ》で兵器召しよう喚かんをやっても一いつ緒しよだ。肉体と神しん経けいが負荷に耐たえ切れねぇ。あるのは地じ獄ごくの苦しみだけだ。それでも、《マキナ》はおれの体を維い持じしようと活動しやがる」


　言葉の証しよう拠こに、《マキナ》が淡あわい光を放ち、裂傷を起こしたテリードの腕から白い霧が立ち昇のぼった。傷口が泡あわ立だち、修しゆう復ふくされようとしている。


「だが、どれだけやってもドラグ・ヘッドの体になるわけじゃねぇ。《マキナ》を使えない。ドラグ・ヘッドでもなければ、もはや人でもない。では、おれはなんだ？　研究所の連中がおれに与あたえた名は〝失敗作〟だ」


　テリードの顔にはっきりとした憎ぞう悪おが浮かんだ。その憎悪に飲まれ、レアナは声も出せない。自分の考えた作戦が失敗した事にさえ、気付いていなかった。気付けなかった。


「使えない道具は処しよ理りされる。おれは、他の用途不明なレスフォールの遺い産さんと同じく封印されるはずだった。……シィナと出会うまではな」


　その目はシィナに向けられたが、シィナを見てはいない。妄もう執しゆうに満ちたその目はここではない場所を見つめていた。


「シィナと出会い、おれは力を手に入れた。その力がなければ、おれはこうして外の世界を見る事はなかった。力が……なければな」


　口元にはいつもの皮肉げな笑みが浮かんでいる。だが、弱々しい。瞳ひとみが揺ゆれていた。あれは恐きよう怖ふだ。テリードは何かを怖こわがっている。


強きよう迫はく観かん念ねんだ。レアナは理り解かいした。テリードに力を求めさせ、マシン・ドライブが――自分が――最強であることを証明させたがっているのは、そうでなければ自分の存そん在ざいを誇こ示じする事ができないという強迫観念からやってきている。


　ドラグ・ヘッドを〝所しよ詮せん〟と言い捨て、見下すのは、己おのれに刻まれた《マキナ》を生かしきれない劣れつ等とう感かんの裏うら返がえしだ。


「シィナを支し配はいできるのはおれだけだ。……おれはこの力を示しめさなければならない」


　テリードの放つ雰ふん囲い気きに押されて言葉も出ないでいるとテリードは急に笑い出した。


「だがな、はは！　だがな！　おれは一つ、奴やつらに教えてやらなかった事がある。なんだかわかるか？」


　戸と惑まどうレアナを無む視しして、テリードは笑いながら言葉を続ける。


「見てないのか？　お前は見てないのか　おれは見たぞ。高熱にうなされている間、ずっとな！」


「見てたんだ！」テリードはその叫さけびを空高くに解放する。今まで誰にも言わなかった秘密を公開する時が来て、歓かん喜きしている。


「レスフォールを！」


　ズン……と、レアナの中に重いものが落ちて来た。


「奴の姿を！　奴がいた世界を！　奴の戦いを！　おれはずっと見ていたんだ」


　空高くに吠ほえ声を解とき放つテリードをレアナは呆ぼう然ぜんと見つめていた。


「奴の姿を、奴の戦いを見て、おれは理解した。シィナと出会って、シィナがおれを主と認みとめて、おれは確かく信しんした！　おれは失敗作じゃねぇ！　選ばれた者だ！　レスフォールの戦いを継つぐ、選ばれた者だってな。だからこそ、デフもおれに従したがった！」


　狂きよう態たいを見せるテリードに押されながら、レアナは思考を目まぐるしく活動させる。


（あった……）


　シィナとテリードの共通点。


（だけれど……）


　レスフォールの姿、レスフォール時代を垣かい間ま見みた。


　レアナはついさっき、それを見た。イェンが復活した瞬しゆん間かんにだ。


　だが、本当にあれはそうだったのか？


　そしてそれを見た事が、ドラグ・ヘッドの、そしてシィナの主になれる事を意味しているのか？


　そしてもう一つ。


　血。テリードはその夢ゆめをドラグ・ヘッドの血を注ぎ込まれた時に見たと言った。レアナはそんな事はされていない。それでもレアナは見ている。では、レアナは生まれついて、ドラグ・ヘッドの主になる資し格かくを持っていたという事になる。いや、実際にイェンはレアナを主と認めてくれているのだ。その資格はレアナにはある。


　根こん拠きよとしては薄はく弱じやくかもしれない。


　だけれど……


（勝率は上がった）


　レアナにも可か能のう性せいはある。今はもう、そう信じるしかない。


　後は賭かけるだけだ。


　口に出す瞬しゆん間かんに、レアナは、テリードに対して罪ざい悪あく感のようなものを感じた。成功するかどうかは分からない。だが、成功した時、この男はまさしく何も持たない状態になる。両親もなく、己の出自も分からない。リィエンシーの勝手で体を改かい造ぞうされ、その上で失敗作と呼よばれた男。この男の守るべきものはただ一つで、そして欲ほしいと願うものもただ一つ。


　成功すれば、レアナはこの男から、そのただ一つのものを奪うばう事になる。


（それでも！）


『ドラグ・ヘッドにとっては主人を選ぶっていうのは、たった一つ残された自由な選せん択たく肢しなんですから』


　その言葉が、シィナにも当てはまるというのなら！


　テリードへの罪悪感を、レアナは声を振ふり絞しぼって振り切った。


「シィナ！」


　レアナの声はジオストックから立ち昇のぼる騒そう々ぞうしい空気を駆かけ抜ぬけて、広がった。


　シィナがこちらを見る。テリードが虚きよを衝つかれた顔をした。


「選びなさい！　ここに、あなたの主あるじになれる者が二人いる。選びなさい。今、あなたには一つの自由がある。レスフォールによって授さずけられたその自由を、今、行使できる時です。選びなさい！　わたしと、テリード……あなたの主になれるものは二人、望むものは別です。わたしを主と呼ぶならば、いますぐにマシン・ドライブを退ひかせなさい」


「てめぇ！」


　テリードの顔が引き攣つりシィナを見る。強こわ張ばった視線がシィナに張り付いた。
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　シィナはレアナとテリード、二人を虚を衝かれた瞳ひとみで呆ぼう然ぜんと眺ながめる。


「シィナ！」


　テリードが叫ぶ。


「お前を見つけたのはおれなんだぞ。そうでなければ、お前もまた、あの暗い部屋で永えい遠えんに過すごさなければならなかったんだぞ。お前は、おれを選んだ。そうなんだろう？　あそこから出してやったのは誰だ」


「勝手な事を！　力尽ずくで命令を強きよう制せいして、この娘むすめの意思を無視しておいて、何を！」


「黙だまれ！」


　レアナの冷静な声に、テリードは明らかな焦あせりを見せた。


「おれとともにいることを選んだはずだ！　あの、馬ば鹿か野や郎ろうどもに、おれたちの力を示す事に同意したはずだ！　そうだろう……シィナ！」


　テリードの叫びは痛いた々いたしいほどに辺りの大気を搔かき乱みだし、拡かく散さんしていく。後に残るのは突き刺さるような静せい寂じやく、わめき散らした叫びの余よ韻いんが鼓こ膜まくに錯さつ覚かくを感じさせる。


　荒あら々あらしい息を吐はいて、言葉を失ったテリードと、


　ただ黙り、反はん応のうを待つレアナ、


　二人を見、シィナは静かに佇たたずむ。





　気が付いたら、深い森の中に立っていた。


　見つけてくれたのは優やさしいおじいちゃんとおばあちゃんで、二人はとても良くしてくれた。優しかった。優しくされる事が――とても不安だったけれど――嬉うれしかった。


　だけれど不安だった。こんな平へい穏おんな時の流れを知らなかったから。


　戦う事しか、知らなかったから。


　だから、村に盗とう賊ぞくが押おし寄せてきた時、なんとなくほっとした。


　これでようやく、元の自分に返れると思った。


　だけど、村のみんなはおそれた。


　おじいちゃんもおばあちゃんも怖こわがった。


　それでもシィナにはこうする以外にできる事はなかった。


　それももうできない。村の近くに埋うずもれていたマシン・ドライブは壊こわれてしまったから。


　そして次にやってきたのは盗賊ではなかったけれど、おじいちゃんとおばあちゃんを殺した。


　マシン・ドライブがないことが悔くやしかった。


　そしてテリードと出会った。


　テリードは、復ふく讐しゆうという言葉を教えてくれた。復讐する相手はリィエンシーという相手で、そして誰だれにも手の届とどかない場所へ行くと言ってくれた。それがどんな場所かは分からないけれど、おじいちゃんとおばあちゃんと一いつ緒しよにいた時のような、あんな時の流れがまた感じられると思った。


　レアナと出会った。


　レアナはテリードが教えてくれた復讐をすると怒おこった。


　嫌いやな奴やつだと思った。変な奴だと思った。


　それでも……





　やがて、その時がやってくる。


「あっ……」


　暖あたたかいものがレアナの肌はだを撫なでた。見れば、レアナの肌に浮かんだ《マキナ》が淡あわい輝かがやきを放つ。紋もん様ようが蠢うごめき、その形を変えた。


　天を揺ゆるがしていたマシン・ドライブの鼓動が、ある瞬間を境さかいに、消えた。甲かん高だかい残ざん響きようだけが空気を鋭するどく貫つらぬき、やがて失速していく。


「なぜだ！」


　その瞬間、テリードの顔から血の気が失われた。膝ひざをつき、地面に手を置く。うなだれた姿し勢せいのまま、シィナを見た。


　シィナは、やはり何も答えない。


　少女の足がテリードの前を横切って、主のもとに向かう。


　目の前に立つ少女を、レアナは力強く抱だきしめた。


「シィナ……」


　細い手が、レアナの背せに伸のばされる。


「もう大だい丈じよう夫ぶ。無む理りしなくていいのよ。元の……あなたに戻もどって」


「くっ……」


　肩かたに当たった額ひたいから、細かな震ふるえが伝わってきた。


「うう……」


　レアナが頭を撫なでる。背中に回った指が肌に食い込んだ。


「なぜだ……」


　テリードの声から力が失われていく。うなだれた格かつ好こうのまま動こうとしない。


「あなたは、ただ自じ儘ままに力を振るう事しか考えていない。ただ、自分を誇こ示じしたいだけのために。それでは子こ供どもと同じよ。あなたにはその先がない」


「お前にはそれがあるとでも言うのか？　何の苦労も知らない金持ちのお嬢じようさんが、そんな、立りつ派ぱな考えを持っているっていうのか」


「わたしの十数年を勝手に型にはめないで」


　テリードの視し線せんを真っ向から受け止め、レアナは力強く言い放った。


「でも、たしかに、わたしにはまだこの娘こにどう応こたえて良いのか分からない。だけど、あなたのように無む軌き道どうに力を見せるような事をするつもりはないわ。出来得るなら、この子達に生きている事の実感を与あたえたい」


　目を閉とじればイェンの姿すがたがまぶたの裏うらに浮うかぶ。ミランの姿も、デフの姿も。自由のないドラグ・ヘッドの姿が浮かぶ。その中でなんとか生きていこうとしている姿が浮かぶ。


「あなたは忘わすれているようだけれど、この子達にもわたし達と同じように心があるのよ」


　言い放った刹せつ那な、テリードの表情が一変した。激げき情じようが、テリードの虚きよ脱だつした顔を変える。殺気が辺りに満ち、大気を凍こおりつかせた。


「ふざけるな！」


　その声は後から聞こえた。


　次の瞬間にレアナの目に映うつったのは、宙ちゆうを舞まうテリードの上半身。間近にある驚きよう愕がくの表情。地を滑すべる下半身と、ばら撒まかれる白はく濁だくした血。


　轟ごう音おんが駆け抜ける。


「お嬢様、ご無事で？」


　駆け抜けたイェンの声が、背後から掛かかった。


「ええ……」


　頷うなずき、強風で乱みだれる髪かみを押さえ、振り返る。


「終わったわね」


　傷きずだらけのイェン、炎ほのおの海に沈しずんだジオストック、そのただ中で巨きよ人じん石に戻る事なく直立するマシン・ドライブ。


「テリード」


　シィナがポツリと零こぼす。その瞳には涙がにじんでいた。


　最強という幻げん想そうに取り憑つかれた男。いや、幻想にすがるしかなかった男、なのだろうか。


　哀かなしいけれど、その幻想が目の前の惨さん状じようを引き起こしたのだ。


（同情はできない……けれど）


　思ってしまうのだ。もし……もし、自分がテリードの境きよう遇ぐうだったなら、どうなっていたか。


（テリードと同じ事をしてしまうのでは？）


　道具のように扱あつかわれる辛つらさはレアナも知っている。レッグモール事じ件けんでのレアナがまさしくそうだった。政せい治じ的アピールのため、そしてもしもの時の盾たてとして使われ、そのためにレッグモール事件は起きてしまった。


　ましてテリードは失敗作とまで言われてしまったのだ。


「哀しい……事なのよね」


　それでも、目の前の惨状が起こってはならない事だったのは確たしかだ。





「全すべては錯さつ覚かくです」


　後日、イェンはテリードの事をこう語った。


「彼に注入されたドラグ・ヘッドの血。全ての原げん因いんはあれにあります。ドラグ・ヘッドの血とは血けつ液えきに《マキナ》の術じゆつ理りを書き込こんだもの。そしてその血液成分はレスフォールのものを基もととしています。それゆえに、シィナやデフはテリードを誤ご認にんした。レスフォールの血脈のものだと、錯覚してしまったのです。そしてドラグ・ヘッドの能のう力りよくをも、不完全ですが持っていたがために、私がドラグ・ヘッドだと気付いた」


「では、わたしにも……」


「そうです。レスフォールの血脈である事。それがマスターとなる者の最低条じよう件けん。しかし、あくまで最低条件にしか過すぎません。私がお嬢様にお仕えしているのは、それだけが理由ではありません」


　それについてはイェンはなにも言おうとはしなかった。


　ただ、優やさしい笑えみを浮かべていた。





　そしてここにもう一人、道具として生まれてきた少女がいる。


「あんたは、あたしをどうするんだ？」


　燃え盛るジオストックの街を背に、この惨状を生み出した力が聞いている。


「そうね……」


　レアナはシィナの肩を撫でる。


「まずはゆっくりお風ふ呂ろに入って、それから新しい服を買わないといけないわね。ああ、そうそう、お母様にあなたを紹しよう介かいしないといけないわ。それから……」


「そういう事じゃなくて！」


「戦争でもしたいのかしら？　シィナは」


「え？」


「わたしはごめんよ。イェン、紅こう茶ちやが飲みたいわ。それも物もの凄すごく甘あまいのが」


「承しよう知ちいたしました」


　苦く笑しようして礼をするイェン、きょとんと目を丸くするシィナ。レアナは微び笑しようすると、シィナの背を叩いた。


「さあ、行きましょう」






　エピローグ







　レンドラントの首都ウォレントは、放ほう射しや状じようにある八つのメインストリートがさらに細かな通りを生み出し、無数の区画を生み出している。建けん築ちく物ぶつの密みつ度どが高い中心部に比くらべ、郊こう外がいになればなるほど区画の幅はばが大きくなるのはまさしく蜘く蛛もの巣す状とも言える。


　そのウォレント郊外の広い敷しき地ちを一いつ杯ぱいに使った邸てい宅たくで、老人の声が甲かん高だかく響ひびいていた。


「レアナ！　レアナ！」


「ああ、うるさいですわ。お祖父じい様さま」


　図書館に負けないだけの蔵ぞう書しよ数を誇ほこる書しよ斎さいで、レアナはうんざりした声を上げた。開かれた戸口では彼女の祖そ父ふ、アルドス・バーミリオンが髭ひげに埋うもれた顔を赤くしている。


「うるさいとはなんだ！　帰っておるのに、わしに挨あい拶さつもせんとは！」


「学校のレポートを片かた付づけないといけませんから。お祖父様のお相手をしている余よ裕ゆうはありませんの、残念ながら」


　レアナの腰こし掛かけた机つくえの上には無数の分ぶ厚あつい書物が積み上げられていた。数冊さつの本は広げられた形で重なりあっている。彼女の手にはペンが握にぎられ、紙には書きかけの文章が並ならんでいた。


「レポートなど、いつでもできようが！」


「そういうわけにもいかないのです。先生が無む断だん欠席の分はレポート提てい出しゆつで補おぎなってくださると、わざわざ親切に言ってくださったのですから」


　祖父に会う暇ひまはなくても学校の教きよう師しと連れん絡らくを取る暇はあったらしい。それに気付き、老人の顔はさらに赤くなっていく。


「……できた」


　ボソッとした声がレアナの向こうからした。体をずらしてみると、レアナの向かい側に少女が座すわっている。少女はレアナにノートを手て渡わたしていた。眉み間けんに皺しわが寄より、難むずかしい顔をしている。


「あっ」


　そう呟つぶやいたきり、老人は啞あ然ぜんとして声を出せなくなった。


　レアナは受け取ったノートにペンで何かを書き込んでいる。採さい点てんしているようだ。


「ここのスペルが間ま違ちがってるわ。書き取り、三十回ずつ」


「うえ～」


　少女は仰のけ反ぞって嫌いやな顔をした。そんな少女に追い討うちをかけるように、ペン先を向ける。


「ある程てい度ど基き礎そ教養がないと、恥はじをかくのはあなたよ」


「学校なんて行きたくない」


「却きやつ下か。それと言葉づかいも直すわよ。歩き方も、テーブルマナーも、覚える事はたくさんあるからね」


「勘かん弁べんして……」


　頭を抱かかえ出した少女を見て、老人はようやく我われに返る。


「レアナ、その娘むすめはなんだ？」


「ああ」


　忘わすれていたと、レアナは指に口を当てた。少女を手て招まねき、レアナの側そばに来させる。肩かたを抱だいて招き寄せると、老人と正対させた。


「紹介しますわ。この子はシィナ・バーミリオン。わたしの妹、お祖父様の新しい孫です」


「なっ」


「お母様を捉つかまえるのに、苦労しましたわ。相変わらずじっとしてない。ローゼンバーグかと思ったらホースト……おかげでレンドラントを半周してしまいました」


　楽しそうに話すレアナを老人は震えながら見守った。


「まぁ、それでも見つからないお父様よりはマシですけど。……でもその成果はありましたのよ。お母様、シィナのこと大変気に入ってくださったのですから」


「そうではない！」


　声を荒あららげる。そうではない。そういうことではない。


　その少女の顔には覚えがある。ついさっき、書斎に来る前に見たばかりだ。ライコーン隊からの報ほう告こく書しよで。


「やほ～、レアナさん」


　その報告書を持ってきた人物が、アルドスの背はい後ごにいる。


「あら、ミラン。お久ひさしぶり」


「お久しぶりです～、今日は隊長のお使いできました～」


「ご苦労様、お茶でも飲んでいく？」


「はわ～、ありがとうございます！」


　脱だつ力りよくさせられたアルドスはしばらくその場を動けなかった。呆ぼう然ぜんと、賑にぎ々にぎしく会話するドラグ・ヘッドと孫を見つめる。


「レアナ！　話は終わっておらん！」


　それでもなんとか、体たい勢せいを立て直す。


「なんです？　まさかシィナを養女にする事、反対だとでも言うつもりですか？」


　わざとらしく驚おどろいた顔をする。


「そういうことでもない！」


　はぐらかす孫に苛いら立だつ。澄すました孫の表ひよう情じようを憎にく々にくしげに睨にらみながら、言い放った。


「その娘は……！」


　そこまで言って、孫の表情の変化に気付いた。据すわった目で、こちらを見ている。細い眉まゆがレアナの気分そのままの形になっていた。


「シィナが、どうかしましたか？」


　形にならなかった言葉と、突つき刺さした指が宙ちゆうをさ迷まよう。


「ああ……いや、その……」


　途と端たんに弱気になる祖父にレアナはさらに畳たたみ掛ける。


「問題がないのであれば、ここまでにしてください。このレポート、明日までに提出しなくてはいけませんので。それにシィナも来月からジュニアハイに通わせるんです」


「あ、う……」


　孫に背を向けられ、祖父はさらに何かを言おうとしたが結局何も言えなかった。ミランは二人を見み比くらべて「あうあう」と唸うなっている。席に戻もどったシィナが、そんなアルドスに同情の目を向けていた。どこか共感を誘さそう目に、アルドスは情なさけない気分になる。


　アルドスの横をメイドが通り抜ぬけていき、三人に紅こう茶ちやを淹いれた。メイドの顔には何の困こん惑わくもない。シィナへの応対もレアナと同じだ。


　アルドスの脳のう裏りに、財ざい閥ばつの経けい営えいでレンドラント中を飛び回る娘と、執しつ事じ長ちようの顔が浮うかんだ。レアナが帰るよりも先に娘とセバスの間で話し合いが済すんでいたのだ。


　やがて、アルドスはすごすごと書しよ斎さいから出て行く。扉とびらの閉とじる音を背中に感じ、レアナは少しだけ苦く笑しようを浮かべた。


「あの、レアナさん。いいんですか？」


「いいのよ」


　おずおずと訊たずねてくるミランに、レアナは澄すました笑えみを返す。


「お嬢じよう様さま……」


　書斎の奥おくからイェンが現あらわれた。


　その手には無数の書物が積み上げられている。揺ゆれながらやってくる本の塔とうはイェンの上半身を隠かくしていた。


「この本はどこに……」


「ああ、そこら辺に置いておきなさい。それと、こちらのはもういいわ。戻しておいて」


「はい」


　レアナの指差した先には、同じように本が塔を作り、山をなしている。それを見て、イェンはため息を零こぼした。


　それでも背中に棒ぼうでも刺ささっているかのような姿し勢せいで本を片かた付づけていくイェンの背を、レアナは笑みを浮かべて見つめる。


　シィナと目が合った。レアナはかすかな照れ笑いを浮かべると、ティーカップを捧ささげ、紅茶を口に含ふくんだ。


　バタン！　と、いきなり音がした。


「ん？」


　三人は何事かと目を向ける。


「はわ～」


　ミランだけが声を上げ、残った二人はしばらく啞あ然ぜんとした。


　続くのは大爆ばく笑しよう。レアナもシィナも、ミランさえもイェンのその姿すがたに遠えん慮りよのない笑い声を上げる。


「お、お嬢様……」


　イェンが情なさけない声で助けを求めた。


　イェンの足あし下もとに本が散らばっている。イェンが抱かかえていた無数の本を落としたのだ。


　ただ、それだけではない。おそらくは落とす寸すん前ぜんに拾おうとしたのだろう。両手に一冊さつずつ、さらに片足の甲こうに一冊、同じ足の腿ももにも一冊。その状じよう態たいで片足だけで立っているのだ。


「イェンさん、凄すごいです！」


　ミランの言葉は、笑っているので説得力がない。


　さすがはドラグ・ヘッドだけあって絶ぜつ妙みようのバランス感覚だが、それ以上はどうしようもないようだ。手に、あるいは足に載のった本を落とせずに硬こう直ちよくしている。


「ああ、もう……なにやってんのよ」


　目の端はしに浮かんだ涙なみだを拭ぬぐって、レアナはイェンの側に向かう。床ゆかに散さん乱らんしていた本をまとめると、何を思ったかその場に腰こしを下ろしイェンを見上げた。


「お、お嬢様？」


「いつまで保もつのかしら？　わたしのナイトさん」


　そう言って、慌あわてるイェンを無む視ししてレアナはニコニコと笑う。
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「お嬢様～」





「……変な奴やつら」


　傍ぼう観かんを決め込こんでいたシィナはぽつりと呟つぶやく。


　しかしその口元は、ほんの少しだけ緩ゆるんでいた。







了







　あとがき







　はじめまして、第十五回ファンタジア長編大賞で佳作をいただきました雨あま木ぎシュウスケです。





「マテリアルナイト　少女は巨人と踊おどる」いかがでしたでしょうか？　ジャンルとしてはファンタジーですが、既き存ぞんのファンタジーにない世界観をめざしたつもりです。


　成功しているのかどうなのか……


　雨木は魔法が大好きです。主人公が剣けんを振ふり回す正せい統とうファンタジーももちろん好きです。時代劇げきもけっこう好きです。しかしなにはさておき魔法が大好きなのです。ここまで雨木を魔法好きにさせたのには某ぼう超ちよう絶ぜつ美形魔法使いの存在があったりします。


　そして雨木はロボットも大好きだったりします。ガンダムですガンダマーです、スパロボ大好きです。Ｚが一番好きだったりします。戦せん闘とうシーンはＺだけ出して、後はシーンをカットしてずっとＺの曲だけ流したりしてます。


「マテリアルナイト」はそんな雨木の〝好き〟をごった煮ににしたような感じで誕たん生じようしました。





　雨木が作家になろうと思ったのは高校二年の時、国語の授業で「羅ら生しよう門もん」の後ご日じつ譚たんを書けという宿題をもらい、それによって創そう作さくすることの楽しさを知りました。


　今思い返すとすごい宿題だなー。こんなことやってる学校って他にあるのかしらん？


それから紆う余よ曲きよく折せつ（？）を経へて現在にいたるわけですが、作家になったぞーって実感はまだなかったりします。


　だって、これ書いている時点ではまだ本出てないですしねー。


　きっと皆さんがこれを読んでいる時には部屋で一人悶もん絶ぜつしてるはずです。





　さて、こんな雨木ですのでここまで来るのにいろんな方に迷めい惑わくをかけましたし、応おう援えんも頂いただきました。


　第一に中学からの友人Ｎ。高校時代に最初に書いた一作目からいままで、ほぼ全ての雨木の書いた作品を読んで感想を聞かせてくれました。悪い所は悪いと遠えん慮りよなく言ってくれる彼の存在はとてもありがたいです。続いて生なま温あたたかい目で情なさけない次男坊を見守ってくれていた家族。受賞の報告をしたら「へーおめでとう」と淡たん白ぱくな返事をくれた母上様、この本ができたらもう少しまともなお言葉がいただけるのでしょうか？


　そして学校の先生方、様々なアドバイスをしていただいた担当のＴ様。雨木の作品を選んでくれた選考委員の方々。


　素す敵てきなイラストを書いてくださった椋本夏夜様。シィナ萌もえです。キャララフを見た時には興奮しました。


　この方たちがいなかったら「マテリアルナイト」はなかったでしょうし、雨木シュウスケという作家もいなかったかもしれません。


　最後にこの作品を読んでくれた読者様方。雨木の〝好き〟をごった煮して雨木風〝面白い〟を作りましたが、これがあなたにとっての〝面白い〟であれば幸いです。





　そして次回作ではこれ以上の〝面白い〟を皆みな様さまにお届とどけしたいと思います。







雨木シュウスケ　　







　解　説



富士見ファンタジア文庫編集部　　










　ホォォォォォ……


　バスの符ふ動どう機き関かんが蒸気を噴き上げる。見渡す限かぎりの荒こう野や、吹き抜けていく強い風が黄こう塵じんを巻まき上げるなか、遠くにそびえ立つのは鈍どん重じゆうな丸みを帯おびた巨人石――。


　目を閉とじてみてください。


　暖あたたかい空気を感じますか？


　黄塵でうすぼんやり曇くもった風景。蒸気が繰くり出す臭におい。途と切ぎれのない符動機関の律りつ動どうのなか、汽き笛てきのようで汽笛でない不思議な音が鳴り響ひびきます。そして、荒野の向こうに見えるのは、子供が作った泥どろ人形のような姿し態たいの巨人石。


　そうなんです。この『マテリアルナイト　少女は巨人と踊おどる』は〈五感〉をフルに刺し激げきする小説なのです。


　この作品は、第15回ファンタジア長編小説大賞で佳作となりました。選考会では「読み進めながら、それぞれのシーンを想像できる」点が非常に高く評価されました。


　そして、巨人石が動き出す――。空を走る巨大な光の矢は大爆発と共に大地に突き刺さり、山々は熱にあてられたバターのように溶とけていく。〈過去の遺い産さん〉がこの時代に生を受ける。その瞬しゆん間かんのイメージ、音、匂においまでもぼくたちはこの小説によって体験することができるんです。


　読み終わったあともなお、目や耳にその感覚が残っていませんか？


　加えて、登場人物たちがその壮そう大だいな世界を縦じゆう横おう無む尽じんに暴あばれ回ります。


　主人公であるレアナ・バーミリオンはレンドラント国でも非常に身分の高い家の、いわゆるお嬢じよう様。パートナー（？）である執しつ事じのイェンを乗馬ムチでぴしぴしやりこめる〈女王様系〉キャラで、芯しんの強い圧あつ倒とう的な存在感を見せています。シィナはちょっとつんつんしてるけどやっぱり健けな気げさが魅み力りよく。ここぞという見せ場でのイェンの活かつ躍やくに胸むねがきゅんとなった女の子も多いんじゃないでしょうか。


　そんなキャラクターたちに生を与えているのは、富士見ミステリー文庫での超人気シリーズ『しずるさんと偏へん屈くつな死者たち』（上遠野浩平・著）のイラストで繊せん細さいな世界観を描びよう写しやする椋くら本もと夏か夜や。さらにこの世界を美しく、迫はく力りよくを与えてくれています。


〈マシン・ドライブ〉をはじめとするメカニックデザインは『クロスカディア』（神坂一・著　富士見ファンタジア文庫）のイラストでおなじみの谷口ヨシタカが担当しています。


　豪ごう華かな顔ぶれでお贈おくりするこの『マテリアルナイト』。著者の雨木シュウスケはなんと恵まれていることでしょう。


　彼は今回、物語の厚みとちりばめられた謎なぞ、ほのかなラブ、そしてギミックと「これでもか」と面白いものを詰つめ込こんで、精せい一いつ杯ぱいそれにふさわしい作品に仕上げました。


　しかしこれは単なるスタートに過ぎません。この幸運なきっかけを生かすも殺すもこれからの頑がん張ばり次し第だい、そしてみなさんの強力な応援次第なのです。この世界の魅力を存分に味わったあなた、彼女たちの活かつ躍やくをもっともっと見たいあなた。いますぐ左の宛あて先さきに激げき励れい、感想のメッセージをお寄せください。


　雨木シュウスケは必ずやみなさんのご期待に応こたえます！




マテリアルナイト


少しよう女じよは巨きよ人じんと踊おどる





雨あま木ぎシしュゆウうスすケけ
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